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寂

恵

の

古

今

集

研

究

に

つ

い

て

川
上

 新

 一
郎

は
じ
め
に

弘
安
元
年
ニ
ニ
七
八
)
十
一
月
上
旬
の
奥
書
を
有
す
る
寂
恵
自
筆
の 

『古
今
和
歌
集
』
(上
帖
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
、
下
帖
上
野
家
蔵
)
は
、
古
文 

学
秘
籍
叢
刊
中
に
複
製
が
刊
行
さ
れ
(
昭
8 

• 

9
刊
)
、
研
究
者
の
注
目 

を
集
め
て
来
た
。
複
製
に
付
さ
れ
た
三
条
西
公
正
氏
の
解
説
の
他
、
古
今 

集
伝
本
や
古
筆
切
研
究
の
立
場
か
ら
、
西
下
経
一
、
久
曽
神
昇
、
小
松
茂 

美
各
氏
の
考
察
が
ぁ纪

。
稿
者
も
そ
の
驥
尾
に
付
し
て
、
寂
恵
本
に
言
及 

し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寂
恵
本
は
極
め
て
複
雑
な
書
写
状 

況
を
呈
し
て
お
り
、
様
々
な
要
素
を
一
つ
一
つ
解
き
ほ

ぐ

し

て

検
討
す
る 

の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
が
、
と
も
す
る
と
、

寂
恵
本
に
校
合
さ
れ
て
い
る
俊
成
本
、
清
輔
本
本
文
の
解
明
に
片
寄
っ
て 

い
る
こ

と

も
指
摘
で
き

る

。

拙
論
も
そ
の
例
外
で
な
い
。

そ
こ
で
、
今
回
は
寂
恵
の
古
今
集
研
究
の
実
態
を
解
明
す
べ
く
、
出
来 

る
だ
け
総
合
的
に
検
討
を
加
え
る
こ

と

と

し
た
い
。
も

と

よ

り

稿
者
に
は 

そ
れ
を
果
た
す
十
全
な
用
意
は
な
く
、
結
局
、
寂
恵
の
古
今
集
研
究
の
一 

面
を
述
べ
る
に
止
ま
る
が
、
今
後
の
研
究
の
一
歩
と
な
れ
ば
と
考
え
る
。

本
稿
で
寂
恵
の
古
今
集
研
究
を
ぅ
か
が
、っ
資
料
と
し
て
と
り
上
げ
る
の 

は
次
の
三
点
で
あ
る
。

a
•
建
長
八
年
ニ
ニ
五
六
)
奥

書

本

(國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
)
 

b

弘
安
元
年
(
一
二
七
八
)
奥

書

本

(
い
わ
ゆ
る
寂
恵
本
)

C•
石
見
切



aは
山
岸
徳
平
氏
が
伊
達
家
本
古
今
和
歌
集
複
製
(昭
13
刊
)
に
付
さ 

れ
た
解
説
中
に
「寂
恵
本
の
奥
書
と
思
は
れ
る
も
の
」
と

し

て

引
用
さ
れ 

た
も
の
と
同
一
の
奥
書
を
有
す
る
古
写
本
で
、
従
来
内
容
に
つ

い

て

は

未 

紹
介
の
も
の
で
あ
る
。

該
本
は
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
本
(以
下
貞
応
元
年
本
と
略 

称
す
る
)
で
あ
る
の
で
、
寂
恵
書
入
の
検
討
と
併
せ
て
、
底
本
で
あ
る
貞 

応
元
年
本
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

b
に
つ
い
て
は
、
底
本
本
文
の
検
討
、
書
入
注
の
性
格
の
検
討
等
、
三 

条
西
氏
解
説
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
再
検
討
し
、
な
お
若
干
考
察
を
進 

め
る
こ

と

と

す
る
。
ま
た

、

aと

b
と

の

関
係
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
 

あ
ら
か
じ
め
見
通
し
を
述
べ
る
と
、

aと
b
に
お
け
る
寂
恵
の
書
入
に
は 

あ
ま
り
関
連
が
認
め
ら
れ
な
い
。

次
い
で

C
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
書
入
注
を
検
討
す
る
。

b
と

C
の
書 

入
注
に
は
明
ら
か
に
関
連
が
あ
る
が
、
相
違
も
大
き
く
、

b
i
c、
C— 

b
の
よ
う
な
単
純
な
増
補
、
補
訂
等
の
関
係
に
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
、
建
長
八
年
奧
書
本

こ
こ
に
紹
介
す
る
建
長
八
年
寂
恵
奥
書
本
は
、
國
學
院
大
學
図
圭
最
蔵
、
 

武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
本
中
の
貴
重
書
で
あ
る
。
『國
學
院
大
學
図
書
館
蔵

武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
』
(昭
60
刊
)
に

「
五

古

今

和

歌

集 

一
帖
」
と
し
て
解
題
せ
ら
れ
て
い
る
一
本
で
あ
る
(長
谷
川
政
春
氏
執
筆
)。
 

書
影
と
書
誌
の
記
述
は
あ
る
が
、
奧
書
が
長
大
な
た
め
、
翻
字
せ
ず
内
容 

の
要
約
に
と
ど
ま
り
、
「寂
恵
法
師
」
を

「寂
蓮
法
師
」
と
誤
記
さ
れ
た 

た
め
、
寂
恵
関
係
の
伝
本
で
あ
る
こ
と
は
気
づ
か
れ
に
く
か
っ
た
。

な
お
、
本
書
は
寂
恵
自
筆
本
で
は
な
く
、
転
写
本
で
あ
る
。

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
(貴
重
書
一
八
五
一
)
本 

古
今
和
謌
集 
一
一
+
巻

〔南
北
朝
〕
写 

一
帖 

綴
葉
装
。
茶
色
地
牡
丹
唐
草
文
様
銀
繍
裂
表
紙
(
三
〇

.
〇

x
ニ
二

­

三
*
)
。
 

か

な

り

古
色
あ

る

裂

で

あ

る

。 外
題
な
し
。
 

見
返
し
、
 

布
目
金 

紙
。
料
紙
、
斐
楮
交
漉
紙
。
中
打

ち

さ

れ

て

お

り

、

な

お

か

つ

、水
を
く 

ぐ
っ
た
痕
跡
が
あ
り
、
墨
色
が
や
や
薄
い
。
料
紙
に
一
部
雲
母
が
残
存
し 

て

お

り

雲
母
弓
き
さ

れ

て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
上
下
左
右
と
も
に
截
断 

さ

れ

て

お

り

、
頭
注
の
一
部
が
欠
け
て
い
る
箇
所
が
あ

る

。

墨
付
、
一

二 

三
丁
。
遊
紙
、
前
ニ
丁
、
後
五
丁
。
但
し
、
遊
紙
は
新
補
の
料
紙
に
ょ
る 

貼
り
継
ぎ
。
字
面
高
さ
、
約
ニ
六
•
五
糖
。
毎
半
葉
、
仮
名
序
十
行
、
本 

文
十
—
十
五
行
不
等
。
和
歌
一
行
書
。
内

題

「古
今
和
謌
集
序
」

(
冒
頭



真
名
序
書
き
さ
し
)
、
「古
今
和
謌
集
卷
第
一
(
—
二
十
)」

(巻
一
、
ニ
の 

み

「
謌
」
を
用
い
、
他

は

「
歌
」
を
用
ぅ
)
。

奥
書
は
長
大
で
複
雑
で
あ
る
。
後
の
説
明
の
便
宜
上
、
A

〜
H

の
記
号 

を
付
し
、
返
り
点
等
を
加
え
た
。

A

書

本

云

本

奥

云

、

越

本

如

レ

此

、

又

ノ

ィ

本

此

書

様

無

レ

之

此
集
家
た
所

W称
雖|一
説

<
多I

且
任II

師
説i \

又
加
，

I

了
見
；
為
レ 

備
ニ
後
学
之
證
本
ー
不
レ
顧

一

/
老
眼
之
不
堪
一
手
自
書
，
之
、
近
代
僻 

案
之\

好
士
等
以，I

書
生
之
失
錯I
称
，

I

有
識
之
秘
事一

\
可
ヒ
謂11

道 

之
魔
姓
(
不

k可
P用
P之
、
但
如

P此
用
捨\

只
可
ぃ
随
其
身
所
卩 

好
、
不
ぃ
可
k存，一

自
他
之
差
別
(
志\

同
者
可

P随
レ
之

ニ
ィ
七
ィ

 

ニ

ィ

癸

亥

ィ

貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
。
戸
部
尚
書
藤
在
判 

後
朝
以
ぃ
人
令
，

1

読
合

I

書11

入
落
字

I

畢
」

B

寛
元

v

年
十
月
八
日
以
，，京
極
中
納
言
入
道
自
筆
之
本

| \
書
写
比 

校
畢
、
云
，

I

文
字

I

云
=
書
様
一
聊
不
>
相
，

1

違
書\

本

I

所
=
写
留
~也
、
 

於
こ

当
道
一
最
可
べ
秘
達
ー
者
乎 

C 

建
長
四
年
九
月
七
日
午
刻
書
写
畢 

後
日
一
校
畢

\
 

(
三

月

)

D

建
長
八
年
沽
洗
九
日
書
写
校
合
畢
、
文
字\

書
様
如

n

書

本|

写
レ 

之
、
而
彼
本
僻
字
有
，

I

其
数

i\

是
展
転
書
写
之
錯
歟
、
猶
以
こ

證

本I

可

校

合

，\

者
也
矣 

寂
恵
法
師
」

,
D
 

後
日
以
ぃ
朱
少
た
有
，一
勘
付
事
；
極
以
自
由
事
歟
\
早
可
』
消
レ
之 

E

同
年
七
月
四
日於

，，

李
部
之
亭|

以
=

越
州
史
之
\
證
本

|

悉
以
令
こ 

比
校
，之
処
少
た有

，，

相
違
事
(
仍\

行
数
書
様
文
字
等
任
，

I

彼
本
，
 

悉
皆
直
付
畢
\
即
加
，

一

墨
点I

付
=
越
本
|是
也
、
又
彼
奧
書
詞
云 

F

此
本
申11

請
右
典
廐
年
来
御
所
持
之
本|

所11

書
写|

也\

彼
本
者
京 

極
中
納
言
定
家
自
筆
也
、
彼
卿
於
=
和
謌一

\

既
得
，，独
歩I

於
こ
仮 

名
一
能
弁
，

I

子
細1

云
、

是
以1一

書
写\

調
帖I

之
間
、
和
字
漢
字 

勿
レ
用
，

I

異
作
(
行
沽
寸
法
」
悉
移II

本
林
，無
>

背
=

先
賢
之
證

(
四

月

)

足
こ
末
代
之\

規
模

I

而

已

于
k

時
宝
治
第
三
之
暦
大
M

初
八
之 

候
聊
記
=
子
細
一
以
備
，ー
後
見
ー
矣 

r

又
云建

長
四
年
六
月
十
九
日
以
=
右
兵
衛
督
教
定
朝
臣
本

i\

重
一
校
、
 

即
少
た
有

A

所|一

直
付
一
所
謂
称
=
氏
本|

是
也\

為
氏
朝
臣
自
筆 

之
本
也
、
而
其
父
為
家
卿
加
，

|

自
筆\

奥
書
ー
其
詞
日 

G 

建
長
四
年
卯
月
中
旬

以
こ
家
秘
本一

令
レ
書一一

写
之I

」

為
レ
備11

證
本I

也

前
亜
相
戸
部
尚
書
藤
(花
押
抹
消
)」



(七
月
)

H

建
長
第
八
之
暦
夷
則
初
三
之
候
/
九
条
内
府
基
、
五
条
三
品
俊
、
 

京
極
黄
門
3
ホ
\
壬
生
ニ
品
家
、
清
輔
朝
臣
等
、
已
上
以
=
此
等
之 

本
.
\
遂
=
校
合
.之
処
、
区
皆
相
違
、
頗
迷u

是
非
〔
仍
\
啻
守
こ 

京
本
之
一
隅I
為
，

I

指
南
；
暫
以，i

余
本
之
/
異
説i

傍
付
」
之
畢
而 

已

印
記
な
し
。

ま
た
、
本
書
は
巻
頭
に
次
の
よ
ぅ
に
あ
る
。

古
今
和
謌
集
序 

紀
淑
望 

夫
和
哥
者託

，，

其
根
於
心
地I

其
花
於
詞
林
者
也\

人
之
在

k世
不
レ
能 

此
集
奏
覧
本
并
私
證
本
等
皆
不

W載一1

此
/
序
；
但
亡
父
之
先
師
藤 

原
基
俊
之
本
其
端\

載
，

I

此
序
；
是
只
今
案
歟
、
猶
可
>
随
コ
證
本
1
 

仍
\
止

P之
、
但
猶
為u

此
集
序
(
仍
所
=
注
伝I

也 

つ
ま
り
、
真
名
序
冒
頭
を
僅
か
に
書
き
、
そ
の
後
に
、
真
名
序
に
つ
い 

て
定
家
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家 

奥
書
本
が
本
来
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
は
疑
問
で
あ
る
。
な 

ぜ
な
ら
、
同
じ
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家
奥
書
本
で
あ
る
高
松
宮
旧
蔵 

本
や
初
雁
文
庫
本
に
は
い
ず
れ
も
こ
の
定
家
の
識
語
は
存
在
し
て
い
な
い 

か
ら
で
あ
る
(以
上
ニ
本
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
)
。

か
え
っ
て
、
松
田
武
夫
氏
紹
介
の
大
島
雅
太
郎
氏
蔵
寛
文
三
年
版
本
に

校
合
さ
れ
た
建
保
五
年
二
月
十
日
定
家
奧
書
本
に
、
こ
の
識
語
が
見
え
て 

い

る

(真
名
序
の
書
き
さ
し
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
王
朝
和
歌
集
の
研 

究

』

昭11
刊

、
36

1
37
頁

参

照

)
。

さ
れ
ば
と
言
っ
て
、
こ
の
識
語
は
建
保
五
年
本
に
書
入
れ
ら
れ
た
も
の 

か
と
言
う
と
、
近
時
出
現
し
た
唯
一
の
建
保
五
年
本
の
伝
本
で
あ
る
天
文 

五
年
伝
三
井
寺
時
能
筆
本
(関
西
大
学
図
書
館
蔵
)
に
は
存
在
し
て
い
な 

い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
結
局
そ
の
出
処
は
不
明
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い

(片
桐
洋
一
氏
「初
期
の
定
家
本
古
今
和
歌
集
—
関
西
大
学
図
書
館
所 

蔵
建
保
五
年
奥
書
本
瞥
見
」
関
西
大
学
「
国
文
学
」
80

平
12
.

3

、

『
古
 

今
和
歌
集
以
後
』
平

12
刊
所
収
参
照
)。

以
下
、
仮
名
序
、
卷
ー
ー
二
十
、
墨
滅
歌
、
奥
書
と
な
っ
て
い
る
。
ま 

た

、

卷

十

六

哀

傷

歌

832
丨
850
の

ニ

丁

と

卷

十

八

雑

歌

下

963
詞

書

途

中

の
 

「返
し
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る
」
か
ら
983
作

者

「き
せ
ん
法
し
」
ま
で 

の
ニ
丁
が
別
筆
で
筆
致
が
劣
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
校
合
書
入
は
他
の
部 

分
と
同
筆
で
、
書
入
方
法
も
同
一
と
見
ら
れ
る
の
で
、
補
写
で
は
な
く
、
 

何
ら
か
の
事
情
で
本
文
の
み
を
代
筆
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
和
歌
の
出
入
、
排
列
の
異
同
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

329
ナ

シ

。

「
ィ

」
と

し

て

小
字
書
入
。
「
ィ
」
は
後
述
す
る

よ

う

に
、
本 

書
に
校
合
さ
れ
て
い
る
貞
応
ニ
年
本
で
あ
る
。



雪
の
ふ
れ
る
を
み
て
よ
め
る
ィ 

凡
河
内
み
つ
ね
ィ 

329
ゆ
き
ふ
り
て
人
も
か
よ
は
ぬ
道
な
れ
や
あ
と
は
か
も
な
く
思
き
ゆ
ら
む 

v

393
作

者

「
幽

仙

法

師

」

か

ら

395
作

者

「
幽

仙

法

師

」

に

目

ぅ

つ

り

し

、 

そ
の
間
欠
。
「
ィ
」
と
し
て
小
字
書
入
。

山
に
の
ぼ
り
て
か
へ
り
ま
ぅ
で
き
て
人
'
'
^
わ
か
れ
け
る
つ
い
で 

に
よ
め
る
」

*

 

幽
仙
法
師 

395
ご

と

な

ら

ば

君

と

ま

る

べ

く

に
ほ
は
な
ん
〈
か
へ
す
は
花
の
ぅ
〉

(
以 

上
七
字
墨
の
上
よ
り
朱
訂
書
入
)
き
に
や
は
あ
ら
ぬ 

*

の
あ
た
り
の
余
白
に
以
下
の
書
入
。

。
幽
仙
法
師
ィ

393
。 
別
を
ば
山
の
さ
く
ら
に
ま
か
せ
て
ん
と
め
ん
と
め
じ
は
花
の
ま
に

イ雲
林
院
の
み
こ
の
舎
利
会
に
山
に
の
ぼ
り
て
帰
け
る
に
桜
の
花
の 

も

と

に

て

よ
め
る

。
僧

正

遍

昭

394
。 
山
風
に
桜
ふ

き

ま

き

み
だ
れ
南
花
の
ま
ぎ
れ
に
立
と
ま

る

べ

く
 

906
907
歌

欠

(907
左

注

ぁ

り

)
。
907
歌

小

字

片

仮

名

書

入

。

905
我

見

て

もひ
さ

し

く

な
り
ぬ
す
み
の
江
の
岸
の
姫
松
い
く
ょ
へ
ぬ
ら
む 

こ
の
哥
は
あ
る
人
の
い
は
く
か
き
の
も
と
の
人
ま
ろ
が
也 

908
か

く

し

つ

、
世
を
や

つ

く

さ

む
高
砂
の
お
の
へ
に
た
て
る
松
な
ら
な

く

こ
*
の
あ
た
り
の
行
間
に
以
下
の
書
入
。
結
果
的
に

906
補
わ
れ
ず
。

907
。

梓

弓

イ

ソ

べ

ノ

コ

マ

ツ

夕

ガ

ヨ

ニ

カ

ヨ

ロ

ヅ

ヨ

カ

ネ

テ

夕

ネ

ヲ

マ

キ
 

ケ
ン 

腿
欠
。

腿
作
者
歌
と
も
に
顧
の
次
に
あ
り
、
正
常
の
位
置
を
指
示
す
る
。
但
し 

「本
ノ
マ
、
」
と
あ
る
の
で
単
純
な
書
誤
で
は
な
い
。

本

ノ

マ

、

き
の
め
の
と

本
ノ
マ
、
、
又
イ
本
前
ニ
書
レ
之 

も

え

イ

画
ふ
じ
の
ね
の
な
ら
ぬ
お
も
ひ
に
も
え
ば
。
神
だ
に
け
た
ぬ
む
な
し
け
ぶ 

り
を

以

上

の

う

ち

、

「
イ

」

と

し

て

補

訂

す

る

329
の

欠

と393
か

ら
395
へ

の

目
 

う
つ
り
は
、
転
写
の
間
の
誤
脱
で
、
貞
応
ニ
年
本
と
の
校
合
で
補
わ
れ
た 

も
の
で
あ
ろ
う
(理
由
は
次
頁
に
説
明
す
る
)
。

ま
た
、
藤
の
欠
も
本
書
書
写
の
際
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、
最
終
的 

に
気
づ
か
れ
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
や
}
^
で
あ
る
0
 

こ

れ

に

対

し

、
906
907
の

欠

脱

は

本

書

以

前

の

欠

脱

ら

し

く

、

特

に

907
は

、



同
じ
貞
応
元
年
本
で
あ
る
高
松
宮
旧
蔵
本
で
も
小
字
書
入
で
あ
る
か
ら 

(後
述
)
、
貞
応
元
年
本
以
来
の
欠
脱
か
も
し
れ
ず
、
片
仮
名
補
訂
は
寂
恵 

の
所
為
か
も
し
れ
な
い
。

906
を
脱
す
る
の
は
そ
の
間
の
不
注
意
か
。

顧
の
位
置
の
誤
り
も
本
書
以
前
か
ら
で
あ
ろ
ぅ
。
貞
応
ニ
年
本
と
の
校 

合
も
さ
れ
て
い
る
が
、
「本
ノ
マ
、
」
と
正
し
い
位
置
を
指
示
す
る
の
は 

そ
れ
以
前
す
で
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。

こ
こ
で
奧
書
に
検
討
を
加
え
る
。
奥
書
中
、

D
〜

H
は
既
に
山
岸
氏
が 

引
用
紹
介
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
拙
著
で
も
、

一
通
り
の
解
説
を
行
っ
た 

が
、
今
回
ほ
ぼ
同
一
の
奧
書
を
有
す
る
伝
本
が
出
現
し
、
そ
の
結
果
、
山 

岸
氏
力55；

に
弓
用
さ
れ
た
6
〇
奧
書
も
ー
具
の
も
の
で
あ
る
こ
と
ヵ
明
ら 

か
に
な
っ
た
の
で
改
め
て
考
察
し
た
い
。

ま

ず

A
に
ょ
り
、
建
長
八
年
寂
恵
奥
書
本
は
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定 

家
奧
書
本
で
あ
っ
た
こ

と

が

明
ら
か
に
な
る
。
冒

頭

の

「書
本
云
」
の
下 

の
小
字
「本
奥
云
」
以
下
の
意
は
、
越

本

(北
条
実
時
本
)
で
は
定
家
奥 

書
の
冒
頭
に
「書
本
云
」
で

な

く

「本
奥
云
」
と

あ

る

(
「
越
本
如
レ
此
」
)
 

と

の

こ

と

で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
、
「
又
ノ

イ

本
」
以
下
は
校
合
本
の
一

で
 

あ

る

「
又
ノ

イ

本
」
は
、
「書
本
云
」
な
ど
と
は
な
く
、

い

き

な

り

「
此 

集

家

ぐ

所

レ

称

」

と

始

ま

つ

て

い

る

の

意

と

思

わ

れ

る

(
「
此

1
L

之

」
)
。

こ

の

「
又
ノ
イ
本
」
と
称
す
る
も
の
は
、

A
奥
書
の
末
尾
の
年
記
に

「
ィ

」

と

し

て
異
本
校
合
さ
れ
る
貞
応
ニ
年
本
を
さ

す

と

考
え
ら
れ
る
。
 

た
だ
し
、
本
文
に
散
見
さ
れ
る
貞
応
ニ
年
本
と
の
校
合
は
、

A
奥
書
に
加 

え
ら
れ
た
校
合
の
傍
書
を
含
め
て
本
文
と
同
筆
で
は
あ
っ
て
も
後
に
な
さ 

れ
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
寂
恵
が
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
本
書
の
書 

写
者
が
独
自
に
行
っ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
建
長
八
年
奥
書
本
の
底
本
が
貞
応
元
年
本
で
あ

る

こ
と
が
判
明 

す
る
と
、
弘
安
元
年
奥
書
本
の
底
本
は
後
述
す
る

よ

う

に
貞
応
ニ
年
本
で 

あ
る
か
ら
、
同
じ
定
家
本
で
は
あ

っ

て

も

底
本
を
異
に
し
て
お
り
、
両
者 

が
単
純
な
継
承
関
係
に
は
な
い
と

い

う

こ
と
に
な
る
。

さ
て
、

B
は
貞
応
元
年
本
を
寛
元
元
年
(
一
二
四
三
)
十
月
八
日
に
何 

人
か
が
転
写
し
た
旨
の
奥
書
、

C
は
、
そ
れ
を
さ

ら

に

何
人
か
が
建
長
四 

年

(
一
二
五
ニ
)
書
写
し
た
奥
書
で
あ
る
。

つ
い
で
、
そ
れ
を
建
長
八
年
三
月
九
日
寂
恵
が
書
写
し
た
と
い
う
の
が 

D
で
あ
り
、
ま
た
、
寂
恵
が
後
日
、
朱
注
を
勘
付
し
た
と
す
る
の
が
び
で 

あ
る
。
本
伝
本
に
は
，D
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
朱
注
が
存
在
す
る
。

さ
て
、

D
奥
書
の
署
名
「寂
恵
法
師
」
に
は
問
題
が
あ
る
。

早
く
、
久
保
田
淳
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
寂

恵

(安
部
範
元
)
の 

出
家
は
文
永
ニ
年
(
一
二
六
五
)
暮
か
ら
同
八
年
夏
ま
で
の
間
と
考
え
ら 

れ
、
そ
れ
を
遡
る
建
長
八
年
に
「寂
恵
法
師
」
と
署
名
す
る
の
は
不
審
で



あ
る
。
仮
に
出
家
の
年
月
に
関
す
る
資
料
に
誤
り
が
あ
つ
て
、
建
長
八
年 

に
既
に
出
家
し
て
い
た
と
し
て
も
、
「寂
恵
」
な
ら
と
も
か
く
、
「寂
恵
法 

師
」
と
署
名
す
る
の
は
お
か
し
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
署
名
の
仕
方
は
お
か
し
い
が
、
内
容
的
に
は
、
こ
の 

奥
書
を
寂
恵
の
も

の

と

認
め
て
不
審
は
な
く
、
疑
問
は
残
る
が
、
花
押
を 

後
人
が
寂
恵
と
認
め
て
そ
の
名
を
書
入
れ
た
と
考
え
る
こ

と

も

出

来

ょ

ぅ

。 

従
つ
て
、
本
稿
で
は
、
寂
恵
の
奥
書
と
し
て
考
察
を
進
め
る
こ

と

と

す
る
。

以
下
は
、
拙
著

420
—
421
頁
に
す
で
に
述
べ
た
が
、
行
論
の
都
合
上
、
摘 

記
す
る
。

E
も
寂
恵
の
奥
書
で
、
同
年
七
月
四
日
に
「李

部

(源
親
行
)
之
亭
」 

で

「越

州

史

(北
条
実
時
)
之
證
本
」
と
校
合
し
た
と
の
奥
書
で
あ
る
。
 

本
書
に
は
「越
本
」
と
注
記
す
る
校
合
が
散
見
す
る
。

F
以
下
は
そ
の 

「越
州
史
之
證
本
」
(
つ

ま

り

校
合
本
)
の
奥
書
を
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
ょ
れ
ば
、
「越
州
史
之
證
本
」
は

「右

典

廐

(北
条
政
村
)」
所 

持
の
定
家
自
筆
本
を
借
り
て
、
宝
治
三
年
(
一
二
四
九
)
四
月
八
日
に
書 

写
し
た
も
の
で
、
さ

ら

に

、

，F
に
よ
れ
ば
建
長
四
年
六
月
十
九
日
に
右
兵 

衛
督
教
定
(飛
鳥
井
雅
経
男
)
所
持
の
本
で
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
教 

定
本
は
為
氏
自
筆
、
為
家
加
証
奥
書
と
い
う
由
緒
正
し
き
本
で
あ
っ
た
。
 

G
は
そ
の
教
定
本
に
あ
る
為
家
の
加
証
奥
書
で
あ
る
。
本
書
に
は
「前
亜

相
戸
部
尚
書
藤
」
(当
時
前
権
大
納
言
民
部
卿
で
あ
っ
た
為
家
の
官
と
ー 

致
)
の
下
に
花
押
を
抹
消
し
た
ょ
う
な
痕
が
あ
る
が
、
花
押
似
書
が
あ
っ 

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、

G
奥
書
は
度
々
の
転
記
に
も
か
か
わ
ら 

ず
、
細
か
く
行
替
え
す
る
為
家
の
奥
書
の
特
徴
を
ょ
く
保
っ
て
い
る
。
ま 

た
、
，F
奥
書
中
に
見
え
る
「氏
本
」
と
注
記
す
る
校
異
を
本
書
は
有
し
て

い
る
。

最
後
の

H
奥
書
に
つ
い
て
は
、
拙

著

で

「
越
州
史
之
證
本
」
に
あ
る
北 

条
実
時
の
奥
書
で
実
時
が
諸
本
を
校
合
し
た
こ
と
を
示
し
た
奥
書
と
し
た
。
 

年
記
が
建
長
八
年
七
月
三

日

と

な
っ
て
い
て
、

E
の
寂
恵
の
校
合
奥
書
と 

比
べ
る
と
僅
か
一
日
で
は
あ
る
が
そ
れ
以
前
で
あ
る
の
で
、

E
奥
書
末
の 

「彼
奥
書
詞
云
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
結
論
は
そ

う

な

る

と
し
て
も
、

H
を
寂
恵
の
奥
書
と
し
、
九
条 

内
大
臣
基
家
本
以
下
の
諸
本
を
校
合
し
た
の
は
寂
恵
と
す
る
可
能
性
に
も 

ふ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

た
し
か
に

H
奥
書
を
寂
恵
の
も
の
と
す
る
と
、
年
記
が
一
日
遡
る
不
自 

然
は
あ

る

も
の
の
、
後
年
の
寂
恵
本
の
校
合
本
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多 

く
、
あ

り

う

る

想
定
と
さ
れ
な
く
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な 

ら
年
記
の
遡
行
以
外
に
も

H
奥
書
を
実
時
の
奥
書
と
す
る
根
拠
を
見
出
す



こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
年
記
の
書
式
で
あ
る
。

H
奥

書

の

「建
長
第
八
之
暦
夷
則
初
三 

之
候
」
と
い
ぅ
書
き
方
は
、

F
奥

書

の

「宝
治
第
三
之
暦
大
§

八
之
候
」
 

と
い
ぅ
書
き
方
と
一
致
し
て
お
り
、
実
時
の
も
の
と
見
る
の
が
至
当
と
思 

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
本
書
は
寂
恵
が
建
長
八
年
三
月
九
日
に
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日 

定
家
奥
書
本
を
書
写
し
、
後
日
私
案
を
少
々
朱
注
し
、
つ
い
で
、
同
年
七 

月
四
日
に
北
条
実
時
本
で
校
合
し
た
も
の
(
の
転
写
本
)
で
あ
る
。
実
時 

本

を

「越
本
」
、
実
時
本
に
校
合
さ
れ
た
為
氏
本
を
「
氏
本
」
と
し
て
校 

合
書
入
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
貞
応
ニ
年
本
に
ょ
る
校
異
や
声
点
(墨
圏
点
を
用
い
る
)
が 

「
ィ
本
」
「
又
ノ
ィ
本
」
と
い
っ
た
表
記
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ 

ら
は
、
本
書
の
書
写
者
に
ょ
っ
て
新
た
に
な
さ
れ
た
も
の
と
認
め
る
べ
き 

か
と
思
わ
れ
、
寂
恵
の
所
為
で
は
あ

る

ま

い

。

さ
て
、
本
書
の
本
文
や
寂
恵
の
書
入
の
検
討
に
は
い
る
前
に
一
つ
考
え 

た
い
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
山
岸
氏
が
「寂
恵
本
の
奥
書
と
思
は
れ
る
も
の
」
と
し
て 

「伊
達
家
本
古
今
和
歌
集
複
製
解
説
」
に
引
用
さ
れ
た
奥
書
と
、
本
書
の 

奥
書
と
に
は
些
細
で
は
あ
る
が
、
字
句
の
異
同
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
上
段
が
本
書
、
下
段
が
山
岸
氏
の
引
用
で 

あ
る
。

寛
元AZ

年
—
寛
元
ニ
年
(
B
奥
書
)

一
校
畢
—

一
校
了 

(
C
奧
書
)

書
様
文
字
—
ナ

シ

(
E
奥
書
)

有
所
直
付
—
有

直

付

(
F
奧
書
)

五
条
三
品
—
五
条
三
位
(
H
奥
書
)

傍
丨
ナ
シ
(

H
奥
書
)

以
上
六
箇
所
の
異
同
は
単
な
る
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は 

別
の
伝
本
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
も
生
じ
さ
せ
る
。

さ
ら
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
の
は
、
久
保
田
淳
氏
が
、
山
岸
氏
所
引
の
奥 

書
に
つ
い
て
「氏
御
所
蔵
の
影
写
本
『伝
為
雄
筆
.
後
光
厳
院
御
加
筆
古 

今
和
歌
集
』
に
附
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 

國
學
院
大
學
蔵
本
に
は
現
在
極
札
等
は
な
い
。
國
學
院
大
學
に
収
め
ら
れ 

て
い
る
武
田
祐
吉
博
士
の
旧
蔵
書
の
多
く
は
、
戦
後
博
士
が
新
た
に
購
得 

さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
山
岸
氏
が
影
写
さ
れ
た
当
時
存
在 

し
た
極
札
が
現
在
失
わ
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
(現
在
収
め 

ら
れ
て
い
る
木
箱
は
ご
く
新
し
く
、
本
に
附
属
す
る
も
の
は
何
一
つ
な
い
)。
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
が
山
岸
氏
披
見
の
本
そ
の
も
の
で
あ
る
か
否
か



を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の
結
論
は
留
保
し
た
い
。

そ
こ
で
、
本
書
の
検
討
に
は
い
る
こ

と

と

す
る
。

ま
ず
、
寂
恵
の
所
為
と
は
認
め
難
い
貞
応
ニ
年
本
と
の
校
合
に
つ
い
て 

述
べ
る
。
記
述
の
ょ
ぅ
に
、
A

の
定
家
奥
書
に
校
合
す
る
他
、
本
文
に
も 

校
合
が
な
さ
れ
て
い
る
。
貞
応
ニ
年
本
と
一
致
す
る
合
点
や
士
尸
点
(墨
圏 

点

)
が
加
え
ら
れ
、
「
ィ
」
と
注
記
さ
れ
る
他
、
本

文

に

も

「
ィ
」

と
し 

て
校
異
を
加
え
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
漢
字
と
仮
名
の
区
別
や
、
漢 

字
の
用
字
の
違
い
に
も
及
ぶ
場
合
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
校
異
は
冷 

泉
家
蔵
為
家
加
証
の
貞
応
ニ
年
本
に
一
致
す
る
場
合
も
か
な
り
見
受
け
ら 

れ

(
一
致
し
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
が
)
、
そ
れ
な
り
に
自
筆
原 

本
の
俤
を
残
す
善
本
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ょ
み
を
示
す
傍 

書
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
「
テ
ン
ズ
」

の
語
が
散
見
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
119

詞

書

「花
山
に
い
り
て
」

に

「
く
わ
さ
ん
ィ
本
如
レ
此 

テ
ン
ゼ
リ
」
と
傍
書
が
あ
り
、

355
詞

書

「藤
原
三
善
」
に

「
み
ょ
し
ィ
如
レ 

此
テ
ン
ズ
」
、
同

「鶴
亀
も
」

に

「
つ
る
か
め
ィ
如
レ
此
テ
ン
ズ
」
、
巻
九 

部

立

「
覉
旅
哥
」

に

「
き
り
ょ
ィ
テ
ン
ズ
」
、
464

詞

書

「
百
和
香
」

に 

「
は
く
ゎ
か
ぅ
ィ
ノ
テ
ン
」
、
468

作

者

「
僧
正
聖
宝
」

に

「
シ
ャ
ゥ
ホ
ゥ
ィ 

ノ
テ
ン
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
す
る
類
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
貞
応
ニ
年
本
と
の
校
異
は
本
書
の
書
入
の
過
半
を
占
め
る
が
、

寂
恵
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
、
以

下

に
お
い
て
は

r

ィ
」
と
す 

る
校
異
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
無
視
す
る
こ

と

と

す
る
。

そ
こ
で
、
，D

奥

書

で

寂

恵

が

「
後
日
以
レ
朱
少v

有
こ
勘
付
事
(
極
以
自 

由
事
歟
、
早
可
レ

消
レ

之
」
と
し
た
朱
注
を
検
討
す
る
。
本
書
に
は
正
し
く 

朱
注
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
奥
書
に
言
、っ
寂
恵
の
注
か
否
か
は
な 

お
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
以
下
に
朱
注
を
掲
げ
る
。
注
記
の
対
象
と
な
る 

語
句
や
歌
句
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
括
弧
内
に
示
す
こ
と
と
す
る
。
 

仮

名

序

一

日

風

、
同

二

日

賦

、
同

三

日

比

、
同

四

日

興

、
同 

五
日
雅
、
此
哥
在
-

1

恋
四
第
十
四

I 

(
い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
ば
)、
 

*

「
六
日
」
ノ
注
記
ナ
シ
、
4

諱
高
子
、
贈

太

政

大

臣

〔女
〕
、
清
和 

女
御
、
陽

成

母

〔后
〕
、
5

催

馬
楽
哥
也
、
梅

枝

、

34
在

=
猿
丸

ら
な
(朱
)

集
ー
48
な
ら
は
ざ
る
ら
ん
、
50
在
ニ
猿
丸
集
；
53
伊
語
、
54
在
ー
ー 

猿
丸
大
夫
集
(

62
伊
勢
語
、

63
同
、

68
寛
平
御
所
也
、
延
喜
十 

三
年
哥
合
也
、
件
院
ハ
七
条
坊
門
南
油
小
路
東
一
町
也
、

81
式
御
曹 

子
傍
也
、
雅
院
以
前
坊
也
、
待
賢
門
内
北
壬
生
東
、

82
如

(
ご
と
な 

ら
ば
)
、

85
此
哥
在
=
興
風
集
(

95
常
康

親

王

、
仁
明
第
七
皇
子 

(雲
林
院
の
み
こ
)
、

99
在
こ
素
性
集
；
116

無
-1
件

哥

合

〔
118

無
こ 

件
哥
合
(
121
在

=
猿
丸
大
夫
集
；
122
同
、
125
大

和

—

(
ゐ
で
の 

山
吹
)
、
130
貞
文
哥
合
、
延
喜
五
丨
ニ
ー
廿
九
、
有
，1五
首
；
132
躬



恒
集
云
、
平
仲
家
哥
合
ニ
ハ
仲
春
哥
也
、
但
暮
春
也
、
134
延
喜
十
一
— 

四
丨
十
八
丨
哥
合
(亭
子
院
の
哥
合
)
、
137
在n

猿
丸
集i

139
伊

勢
 

語
、
141

在
_1伊

勢

集

「
144

大
和
石
上
布
留
也
、
三

仂

入

都

7 3
、
 

156

の
へ
「
夏
の
夜
は
」

の

「
は
」

の

左

傍

べ
m

在
こ

家

持

集

：
但 

ヮ
ギ
モ
コ
ガ
、
凡
十
一
首
在
レ
之
歟
、
m

在

，
-
人

丸

集

「
179

在
こ
貞 

文
哥
合
(
又
寛
平
中
宮
哥
合
、
有

-
I

不
審
(
190

龍

衣

芳

舎

(
か
む
な 

り
の
つ
ぼ
)
、
218
故
人
伝
云
、
高
砂
者
山
之
惣
名
也
云
$
、
随
，|即
素 

性
花
山
詠
哥
、
涼
丹
後
国
詠
等I

山
之
惣
名
ト
見
タ
リ
、
己
非
，

I

其
処
一
者

(
義

)

可
レ
謂
P
非

コ

播

磨

I

歟
、
他
所
名
ヲ
バ
不
U
詠
之
故
也
、
後
拾
遺
議
定
相
方 

詠
者
対II

其

所1

詠
V
之
、
其
外
詠
者
其
所
不
V
見
、
存||

山
之
惣
名一

欺
、
 

将
又
存n

播
磨
之
所
名
ー
歟
、
暗
難
レ
弁
、
後
拾
I

Y
一
涼
、
シ

カ

ノ

ネ
ニ 

ア

キ

ヲ

シ

ル

カ

ナ

夕

カ

サ

ゴ

ノ

オ

ノ

へ

ノ

マ

ツ

ハ

ミ

ド
リ

ナ

レ
ド
モ
、
 

此
於

一
一
丹

後

国

一

詠レ

之
、
同
十
七
、
ワ
レ
ノ
ミ
ト
思n

シ

カ

ド
高

砂

ノ
 

オ

ノ

へ

ノ
松
モ
又
夕
テ

リ

ケ

リ

、
藤
義
定
、
於
ニ

高
砂
泊
一
詠
レ

之

、

同

(マ
3

十

九

、

タ

カ

夕

ゴ

ト

夕

カ

ク

ナ

イ

ヒ

ソ

昔

キ

シ

オ

ノ

へ

ノ

シ

ラ

べ

マ

ヅ

舎
人
良
門
男
、
866
忠
仁
公
、
良

房

(
さ
き
の
お
ほ
い
ま
ぅ
ち
ぎ
み
)
、
 

871

江
次
第
云
、
大
原
野
行
啓
赴
、

五
条
后
順
子
、

ニ
条
后
高
子

(姪
力
)

〔
以
〕
レ
姓
乗

ニ

車
後
ニ
石
た
、
874

相

模

国

也

(
こ
ょ
ろ
ぎ
の
)
、
885

文 

徳

天

皇

也

(
田
む
ら
の
み
か
ど
)
、
890

国
史
云
、
嵯
峨
弘
仁
三
年
六 

月

遣

レ

使

造

，
ー
長
柄
橋
；

892

山

城

歟

(
お
ほ
ぁ
ら
き
の
も
り
)
、
894 

押
昭
、
万
書
レ
之
(を
し
て
る
や
)
、
898

諾
、
万
書
レ
之
、
宜

歟

(
む 

べ
)
、
904

国
史
云
、
孝
徳
天
皇
時
、
道
昭
和
尚
造
，|宇
治
川
橋
|所
„
創 

造
ー
者
也
云
<
、
912

淡

路

国

(
た
ま
つ
し
ま
)
、
918
摂

州

也

(た
み 

の

、
し
ま
)
、
925

山

城

国

(き
ょ
た
き
)
、
986

右
京
大
夫
源
至
ハ
仁 

寿
仁
和
比
人
也
、
994

伊
勢
ニ
、
大
和
ニ
、
995

大

和

物

語

.
同
、
997 

清

和

(貞
観
御
時
)
、
順

豊

前

(
か
さ
ゅ
ひ
の
し
ま
)
、
1080

万
葉 

云
、
サ

ヒ

ノ

ク
マ
、
同

河

内

国

(
ひ
の
く
ま
河

)
、丽

陸

奥

(あ 

ぶ
く
ま

)
、

画

山

城

国

(
み
つ
の
こ
じ
ま
)
、
臓

陸

奥

(も
が
み
河
)
 

こ
れ
ら
の
朱
注
を
見
る
と
、
清
輔
本
古
今
集
の
勘
物
と
一
致
も
し
く
は 

類
似
の
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
、
両
者
の
関
係
は
否
定
出
来
な
い
。

ゾ

コ

ヒ

シ

キ

、

源
相
方
於
ー
ー
同
泊
ー
詠
レ
之
、

255

清
和
惟
仁
、
275

山
城 

以
下
に
清
輔
本
勘
物
と
関
係
を
有
す
る
朱
注
を
挙
げ
、

い
ず
れ
の
清
輔 

国

(
お
ほ
さ
は
の
池
)
、
345

甲

斐

也

(
し
ほ
の
山
)
、
780

仲
平
、
枇 

本
と
最
も
類
似
す
る
か
を
示
し
て
み
る
。

杷
左
大
臣
也
、
808

基
世
、

ニ
品
式
部
卿
仲
野
親
王
男
、
仁
和
五
年 

仮

名

序

—

曼

保

願

、
4
 

—

永

曼

保

、5 
1

曼
保
顕
、
34

—
永
曼
保
顕
、
 

任
こ

因
幡
権
守
(
853

利
基
、
従
四
位
上
右
近
中
将
、
高
藤
公
兄
、
内

50

丨
永
曼
保
顕
、
53
—

永
曼
保
顕
、
54
—

永
曼
保
顕
、
62

—

、
ポ

曼
«

_

、



63
—

曼

保

顕

、68
—

顕

、
81
丨

保

、
82
丨

永

、
85
丨

永

保

顕

、95
—

曼 

保

、
99
—

永

曼

保

顕

、118
—
永
曼
保
顕
、
121

—
永
曼
保
顕
、
122

—
永
曼 

保
顕
、
130

—
曼
保
顕
、
132

丨
永
曼
保
顕
、
134

丨
永
曼
保
顕
、
137

|
永
曼 

保
顕
、
139

丨
永
曼
保
顕
、
141

—

曼

保

、171
丨
曼
保
顕
、
174

—
永

曼

保

顕

、 

179

丨
永
曼
保
顕
、
780

—

保

顕

、808
|
零
永
保
顕
、
853

—
保

顕

(
「
高
藤 

公
兄
」
は
定
家
本
に
よ
る
か
)
、
871

丨
顕
、
890

—
保
顕
、
904

丨
保
顕 

986

—
零
永

、
994

|
保

顕

、

誦

—
類

似

あ

る

も

一

致
と
認
め
ら
れ
ず 

(
「
永
」
は

永

治

ニ

年

本

〈
宮
本
家
本
〉
、r

曼
」
は

曼

殊

院

本

〈仁
平
四 

年
本
か
〉
、
「
保
」
は
保
元
ニ
年
本
、
「
願
」
は
顕
昭
本
、
「
零
」
は
天
理 

図
書
館
蔵
片
仮
名
零
本
の
略
号
で
あ
る
)

清
輔
本
勘
物
と
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
注
(主
と
し
て
歌
枕
の
注
)
—

6
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r
D 

6
 

4
 

r
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r
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こ
れ
ら
を
見
る
と
基
本
的
に
は
保
元
ニ
年
本
と
顕
昭
本
の
一
致
度
が
高 

く
、
卷
ー
ー
八
が
存
す
る
曼
殊
院
本
も
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比 

ベ
る
と
永
治
ニ
年
本
(宮
本
家
本
)
の
一
致
度
は
低
い
。

寂
恵
は
朱
注
は
自

ら

付
し
た
か
の
ご
と
く
言
つ
て
い
る
が
、
自

ら

考
証 

し
た
と
い
う
よ
り
、
種
々
の
文
献
に
よ
っ
て
書
入
れ
た
と
い
う
程
の
意
味 

な
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
目
立
っ
て
長
ぃ
218
の
注
の
典
拠
は
不
明
で
ぁ
る
。

『
顕
昭
古
今

集
注
』
や

『
顕
注
密
勘
』

の
顕
昭
説
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
 

「故
人
」
が
誰
を
さ
す
か
を
含
め
て
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
後
年
の
弘
安
元
年
奥
書
本
に
用
い
ら
れ
た 

清
輔
本
は
永
治
ニ
年
本
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
西
下
経 

一
氏
が
指
摘
さ
れ
、
拙
著
で
も
そ
れ
を
検
証
し
た
。

す
る
と
、
本
書
の
朱
注
が
保
元
ニ
年
本
や
顕
昭
本
と
一
致
す
る
場
合
が 

多
い
な
ら
ば
、
寂
恵
は
本
書
に
お
け
る
勘
物
書
入
を
後
年
踏
襲
し
な
か
つ 

た

こ

と

に
な
る
。
そ
こ
で
本
書
の
朱
注
と
弘
安
元
年
奥
書
本
の
書
入
と
を 

比
較
し
て
み
る
と
両
者
の
間
に
継
承
関
係
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ 

か
る
。
た
ま
た
ま
、
両
者
に
共
通
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
 

本
書
の
朱
注
が
永
治
ニ
年
本
を
含
め
て
多
く
の
清
輔
本
に
共
通
の
勘
物
で 

あ

り

、

弘
安
元
年
奥
書
本
が
更
め
て
永
治
ニ
年
本
か
ら
勘
物
を
取
り
入
れ 

た
た
め
一
致
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
ぅ
で
あ
る
。

以
下
、
そ
の
点
を
比
較
検
討
す
る
。
上
段
が
本
書
の
朱
注
、
中
段
が
弘 

安
元
年
奧
書
本
の
書
入
、
下
段
が
永
治
ニ
年
本
の
勘
物
で
あ
る
。

34
在

m

猿
丸
集
I

I

在一一

猿
丸
大
夫
集
I
I
在II

猿
丸
集I

50
在
，

I
猿

丸

集

一

—

在

コ

猿

丸

太

夫

集

，
—

在

こ

猿

丸

集

.

53
伊

語

—

伊

勢

語

—

伊

勢

語

54
在

，
猿

丸

大

夫

集

I

丨
此
哥
在
，

一

猿
丸
集一

—

此
哥
在
，

I
t
k

夫
集i



62
伊
勢
語
—
伊
勢
語
—
伊
勢
語 

99

在
，

I
素
性
集

1

1

在
=
素
性
集

1

1

此
哥
在
，

I

素
性
集

I 

118

無11

件
哥
合

I 
—
此
哥
無11

件
哥
合

I -

此
哥
無11

件
哥
合
一 

121
在

u

猿
丸
大
夫
集
，
—
在
，

|

猿
丸
集

I
—

在
=
猿
丸
集|

132

躬
恒
集
云
、
平
仲
家
哥
合
ニ
ハ
仲
春
哥
也
、
但

暮

春

也

—
躬
恒
集 

云
、
平
仲
家
哥
合
仲
春
哥
也
、
但

件

暮

也

—
躬
恒
集
云
、
平
仲
家
哥
合 

仲
春
哥
也
、
但
件
暮
春
也

134

延
喜
十
一
ー
四
—

1_

.八
—
哥
合
—
延
喜
十
一
年
四
月
十
八
日
哥
合
— 

延
喜
十
一
年
四
月
十
八
日
哥
合 

137

在
，
猿
丸
集
，
—
在
，
猿
丸
大
夫
集
，
—在

，，

猿
丸
大
夫
集
.

141

在
ニ

伊
勢
集
一
ー
在n

伊
勢
集
一
ー
ナ
シ

179

在

II

貞
文
哥
合
(
又
寛
平
中
宮
哥
合
、
有一一

不
審
I

I

貞
文
哥

合

、

又
寛
平
中
宮
哥
合
、
共
有
ぃ
疑
—
貞
文
哥
合
、
又
寛
平
中
宮
哥
合
、
有
こ
不 

審

-890

国
史
云
、
嵯
峨
弘
仁
三
年
六
月
遣 
>
使
造
，

I

長

柄

橋

I

丨
嵯
峨
天
皇 

弘
仁
三
年
六
月
遣
レ
使
造
，一
長
柄
橋I 

(以
下
略
)
—
ナ
シ 

以
上
を
見
る
と
、

一
見
本
書
朱
注
と
弘
安
元
年
奥
書
本
勘
物
と
が
ー
致 

す
る
ご
と
く
で
も
、
実
際
は
永
治
ニ
年
本
に
よ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
場 

合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
例
外
で
ぁ
る
141
と
1
は
、
前
者
は
弘
安
元
年
奧
書
本

に

は

「清
」

の
注
記
が
あ
る
の
で
、
永
治
ニ
年
本
に
よ
る
と
書
入
と
考
え 

る
べ
き
で
、
む
し
ろ
宮
本
家
本
の
誤
脱
か
と
思
わ
れ
、
後
者
は
、
本
書
と 

弘
安
元
年
奥
書
本
と
の
類
似
は
両
者
が
、
共
通
の
典
拠
を
持
っ
た
め
か
と 

思

わ

れ

る

(
『
顕
昭
古
今
集
注
』
や

『
顕
注
密
勘
』

に
も
同
様
の
記
述
が 

あ
る
)0

こ
の
よ
う
に
、
弘
安
元
年
奧
書
本
は
本
書
の
朱
注
を
採
用
し
て
い
な
い 

と

考

え

ら

れ

る

。

か
っ
て
稿
者
は
弘
安
元
年
奥
書
本
所
引
の
清
輔
本
に
っ
い
て
、
宮
本
家 

本
と
一
致
し
な
い
本
文
や
勘
物
も
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
寂
恵
の
用
い 

た
永
治
ニ
年
清
輔
奧
書
本
が
宮
本
家
本
と
や
や
本
文
を
異
に
し
て
い
た
た 

め
で
あ
り
、
寂
恵
の
参
照
し
た
清
輔
本
は
複
数
で
は
な
く
一
本
だ
っ
た
で 

あ

ろ

う

と

述
べ
た
。
そ
の
見
解
は
現
在
も
変
っ
て
い
な
い
が
、
本
書
の
朱 

注
を
検
討
す
る
と
、
寂
恵
は
本
書
に
お
い
て
、
永
治
ニ
年
本
以
外
の
清
輔 

本
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
し
か
も
、
そ
の
こ
と
は
後
年
の
弘 

安
元
年
奧
書
本
に
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

に
な
る
。
本
書
の
書
入
が
弘
安
元
年
奧
書
本
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
他
の
書
入
の
場
合
に
も
共
通
す
る
。

な
お
、
こ

こ

で

考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
本
書
の
朱
注
が
清
輔
本
に
よ
 

る
も
の
が
多
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
H

奥
書
に
あ
る
北
条
実
時
本
(越



本

)
の
校
合
を
寂
恵
が
利
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
否
か
の
問
題
で 

記
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

あ
る
。
越
本
は
、
基
家
本
、
俊
成
本
、
定
家
本
三
本
、
家
隆
本
、
清
輔
本 

等
で
校
合
さ
れ
て

い

た

と

あ
る
の
で
、
そ

こ

に

清
輔
本
の
勘
物
が
書
入
れ 

ら

れ

て

お

り

、
本
書
の
朱

注
は
そ

れ

に

よ

っ

た

と

す

る想
定
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
考
え
に
は
賛
同
し
難
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
書
の 

奥
書
を
そ
の
ま
ま
読
む
限
り
に
お
い
て
は
、
，D

奥
書
の
記
述
に
対
応
す
る 

と
思
わ
れ
る
朱
注
は
越
本
比
校
以
前
に
寂
恵
が
独
自
に
行
っ
た
も
の
と
解 

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
朱
注
は
寂
恵
が
何
ら
か
の
資
料
か
ら
清 

輔
勘
物
を
中
心
に
、
そ
の
他
か
ら
も
出
典
を
仰
い
で
書
入
れ
た
と
考
え
る 

べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

つ
い
で
、
本
書
の
書
入
の
中
、
「
越
本
」
「
氏
本
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る 

も
の
を
示
す
。
そ
れ
ら
は
、
E

奥
書
以
下
に
見
え
る
よ
ぅ
に
、
北
条
実
時 

本
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
氏
本
」
は

「
越
本
」

へ
の
校
合
に
よ
っ
た 

も
の
で
あ
る
。
先
程
、
朱
注
は
越
本
に
よ

る

も
の
で
は
な
い
と
し
た
こ
と 

に
よ
り
、
H

奥
書
に
見
え
る
越
本
の
校
合
は
本
書
に
は
全
く
と
言
っ
て
よ 

い
ほ
ど
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
(例
外
は
後
述
)
。

ま
ず
、
「
越
本
」
と
注
記
す
る
書
入
を
示
す
。
ほ
と
ん
ど
が
傍
書
で
あ 

る
か
組
版
し
ゃ
す
い
ょ
ぅ
傍
書
に
せ
ず
、
ま
ず

4̂~||1の
^
4
"
^
を
示
し
、
— 

の
後
に
傍
書
書
入
を
示
す
。
対
応
す
る
箇
所
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
注

仮
名
序
や
く
も
立
い
づ
も
や
へ
が
き
つ
ま
ご
め
に
や
へ
が
き
つ
く
る 

そ
の
や
へ
が
き
を
ー
(
頭
注
)
越
本
同
長
ュ
書
レ
之
(
こ
の
注
は
本
書
が 

「
や
く
も
立
」

の
歌
を
小
字
双
行
に
せ
ず
、
改
行
し
て
本
行
に
書
く
の 

に
対
し
、
越
本
は
小
字
で
追
い
込
ん
で
書
い
て
い
る
の
意
ら
し
い
)
、
 

同

お

と

こ

や
ま
の
ー
山
越
本
、
同

つ

く

ば

や

ま

の

—
山
越
本
、
同 

あ
ふ
さ
か
や
ま
に
ー
山
越
本
、
卷

ー

内

題

古

今

和

謌

集

—
歌
越
本
、
 

15

鶯
ぞ
な
く
ー
ぅ
ぐ
ひ
す
越
本
、
36

斉
衡
元
年
薨
、
四
十
三
—
四 

越
本
、
69

い
ろ
か
は
り
ゅ
く
ー
色
越
本
、
74

文
15

豸
ニ
ー
ー
«
ネ
、
 

81
(朱

頭

書

の

内

「
待
賢
門
内
北
壬
生
東
」

に
合
点
し
て
)
越
本
墨 

字
書
レ
之
、
95

雲
林
院
の
み
こ
ー
ぅ
り
ん
ゐ
ん
越
本
如
レ
此
、
135

か

哥

き
の
も
と
の
人
ま
ろ
が
。
也

|
越
本
哥
字
無
、
211
柿
本
の
人
ま
ろ
が 

ぅ

た

也

と

ー

(
「ぅ
た
」

に
注
し
て
)
越
本
無
、
223

枝
も
た
わ
"
に
ー 

(
「
と

を

こ

の

下

に

注

し

て

)
越
本
両
^
^
レ
此
書
レ
之
、
314

龍
田
川
丨 

(
「
山
」

の
下
に
注
し
て
)
越

本

如

レ

此

(
底

本

も

越

本

も

「
川
」

に 

「
山
」
を
傍
書
す
る
の
意
か
)
、
355

(注
)
滋
春
|
越
本
無
，ー
ニ
字
ー
369

(傍
注
)
清
生
—
越
本
ソ
バ
ニ
ッ
ク
、
375

す
み
け
る
人
を
ば
す
て
、
—

\ 

/

(
「
ば
」
に
注
し
て
)
越
本
無
、
498

む
め
の
ほ
つ
え
に
—
は
つ
越
本
傍
ニ 

付
、
560

(注
)
美

材

—
越
本
無
こ
此
字
「
646
世

人

さ

だ

め

ょ

—



(
「
こ
ょ
ひ
」
の
下
に
)
両
様
越
本
無
、
728

(注
)
雄
宗
—
越
本
無
こ
此 

二
字
(i

兼
藝
法
師
—
定
本
惣
無 
> 
之
、
越
本
又
無
，

I

此
作
者
(
彼
本 

失
歟
、
諸
本
皆
有
，
之
、
812
も
は
ら
た
え
ぬ
る
ー
い
と
も
越
本
(
頭 

注
)
ロ
ト
モ
諸
本
、

918

け

ふ

ゆ

け

ど

ー
(
「き
た
れ
ど

も

」

の
下
に
)

一
本
に
き
た
れ
ど
も

越
本
ソ
バ
ニ
ヵ
ク
、
957
物
思
侍
け
る
時
丨
(頭
注
)
越
本
無
ニ
侍
字
ハ 

995
か
ら
こ
ろ
も
ー
唐
衣
越
本
、
997
(注
)
有
季
丨
越
本
無
こ
此
ニ
字
ー 

■

加
茂
の
ま
つ
り
ー
賀
越
定
本
如
レ
此 

次
に
、
「氏
本
」
と
あ
る
も
の
を
示
す
。

15
業
平
朝
臣
男
—

(肩
に
)
氏

本

(底
本
な
く
氏
本
に
あ
り
の
意
)
、

59
さ
き
に
け
ら
し
な
—
！̂
氏
本
、
87
ひ
え
に
の
ぼ
り
て
ー
(
「え
」

の
下
に
補
入
記
号
)
の
山
氏
本
、
103
霞
た
つ
|
ち
氏
本
、
166
雲
の

い
づ
く
に
ー
こ
氏
本
、
189

母
同
，ー
寛
平
(
以
上
四
字
氏
本
、
230

本

院
贈
太
政
大
臣
、
以
上
五
字
氏
(底
本
注
は
「本
院
」

の
み
の
意
)
、

351

貞
保
一
品
式
部
卿
丨
(頭
注
)
氏
本
ニ
品
式
部
卿
、
352

本
康
ー

品
式
部
卿
、
仁
明
御
子
第
七
氏
本
、
延
喜
元
薨
、
号
=
八
条
宮
〔
母
従
四

位
下
紀
種
子
、
名
虎
女
氏
本
(
「御
子
」
の
代
り
に
「
第
七
」
と
あ
る

他

「名
虎
女
」
が
氏
本
に
は
ぁ
る
の
意
)
、
357

満
子
、
内
大
臣
高
藤

ニ
女
氏
本
、
385
さ
け
た
ぅ
べ
(氏

本

は

「
べ
」
の
み
の
意
な
ら
ん
。
 

氏
本

但
、
内
容
的
に
不
審
。
「氏
本
」
の
字
は
「
び
」
の
下
に
あ
る
べ
き
で
、

氏

本

は

「
び
」
の
意
か
)
、
737

文
徳
源
氏
、
右
大
臣
左
大
将
、
以
上 

十
字
氏
本
、
740
延
喜
八
年
—

(傍
注
)
延
喜
八
年
ニ
月
氏
本
、
847 

深
草
の
み
か
ど
|
(
傍
注
)
仁
明
氏
本
、
869

于
』
時
大
納
言
右
大
将 

皇
太
子
傅
氏
本
、
937

い

か

、、ゝ

と

、
は

，、
丨

に

氏

本

、

972
と
し

は

へ 

む
ー
を
氏
本
、
腿

は

つ

し

ぐ

れ

— 

(傍
注
)
ぅ
ち
氏
本 

さ
ら
に
、
朱
注
、
「越
本
」
「氏
本
」
以
外
の
主
要
な
注
記
を
示
す
。
 

仮
名
序
こ
と
ば
か
す
か
に
し
て
—
或
本
ニ
シ
字
無
レ

之

(以
上

ミ

セ
 

ヶ
チ
)
、

8

文
屋
や
す
ひ
で
— 

(頭
注
)
屋
諸
本
如
レ
此
、
275
思
し 

菊

を

ー

(頭
注
)
菊
清
本
、
花
俊
本
、
345
(頭
注
)
或
本
ナ
ク

チ

ド 

リ

、

853
(頭
注
)
諸
本
左
近
、
933
け
ふ
は
せ
に
な
る
ー
或
本
け
ふ 

の

、
940
昔

を

こ

ふ

る

ー

或

本

ニ

ハ

昔

を

し

の

ぶ

、

947
い

づ

く

に

か

— 

或
本
い
づ
こ
、
994

ゎ
る
く
な
り
ゅ
く
あ
ひ
だ
ー
ろ
或
本
、
麵

神

の 

み
ま
へ
に
ー
み
む
ろ
諸
本
同
レ

之
、
腿
い
づ
く
は
あ
れ
ど
ー
ら
或
本 

さ
ら
に删

番
歌
の
余
白
に
次
の
ょ
ぅ
な
墨
書
入
が
あ
る
。
す
で
に
書
写 

の
際
に
読
み
難
い
部4

^

が
あ
つ
た
ら
し
く
、

一
部
意
不
明
で
あ
る
。

墨

キ

へ

テ

力

ミ

ノ

へ

ッ 

岡
本
天
皇 

D

上

不

見

四

云

、

ア

フ

ミ

デ

ノ

ト

コ

ノ

山

ナ

ル

ィ

サ

ヤ

ガ

ハ

ケ

ノ

コ

ノ

ゴ

ロ 

ハ

コ

ヒ

ツ

、
モ
ア
ラ
ム

い
ぬ
が
み
の
と
こ
の
山
な
る
な
と
り
河
い
さ
と
こ
た
へ
よ
わ
が
な
も
ら



す
な

諸

本

イ

サ

ラ

ガ

ハ

こ
の
哥
あ
る
人
あ
め
の
み
か
ど
あ
ふ
み
の
う
ね
め
に
た
て
ま
つ
る 

と

同
十
一
云
、
イ
ヌ
ガ
ミ
ノ
ト
コ
ノ
山
ナ
ル
イ
サ
ヤ
ガ
ハ
イ
サ
ト
コ
タ
へ
ョ
ワ
ガ
ナ 

ッ
ゲ
ス
ナ
、
天
智
天
皇
云
ぐ
、
然
者
此
本
失
錯
歟
、
如
何 

本
書
の
書
入
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
れ 

ら
を
見
る
と
、
E

奧
書
に
示
さ
れ
て
い
る
「
越
本
」
と
の
校
合
、
'F

奥
書 

に
示
さ
れ
て
い
る
「
氏
本
」
と
の
校
合
は
明
ら
か
に
本
文
中
の
書
入
に
現 

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
H

奧
書
に
見
え
る
北
条
実 

時
に
よ
る
諸
本
と
の
校
合
結
果
は
本
書
の
書
入
に
ほ
と
ん
ど
反
映
し
て
い 

な
い
。
わ
ず
か
に

275
頭

注

に

「
清
本
」
「
俊
本
」
と
あ
る
の
と
、
何
箇
所 

か

に

「
諸
本
」
と
見
え
る
の
に
よ
っ
て
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
出 

来
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
H

奥
書
を
見
る
と
、
実 

時
が
多
く
の
本
を
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
相
違
が
多
く
て
迷
っ
た
と
述
べ
て 

い
る
の
で
、
実

時

本

(越
本
)
の
書
写
面
は
か
な
り
煩
雑
で
あ
っ
た
可
能 

性
が
あ
る
。
寂
恵
は
そ
れ
ら
を
移
記
す
る
と
あ
ま
り
に
見
に
く
く
な
る
と 

い
う
の
で
、
原

則

と

し

て

「
越
本
」
「
氏
本
」
ま
で
で
書
入
は
止
め
、

そ 

の
他
は
ご
く
一
部
を
摘
記
す
る
に
と
ど
め
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ

る
い
は
源
親
行
亭
で
実
時
本
を
校
合
し
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
時
間
の
余 

裕
が
な
く
、
そ
こ
ま
で
の
移
記
は
無
理
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず 

れ
に
し
て
も
、
本
書
の
書
入
は
控
ぇ
目
で
あ
る
。

一
方
、
後
年
の
弘
安
元
年
奥
書
本
で
は
他
に
類
を
見
な
い
ょ
う
な
煩
雑 

な
書
写
面
と
な
つ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
越
本
、
氏
本
、
そ
の
他
の
注
記
を
有
す
る
書
入
を
、
弘 

安
元
年
奥
書
本
の
書
入
と
比
較
す
る
と
、

一
致
す
る
も
の
は
皆
無
と
言
っ 

て
差
し
支
ぇ
な
く
、
本
書
の
書
入
は
弘
安
元
年
奧
書
本
に
全
く
反
映
さ
れ 

て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に
、
朱
注
に
つ
い
て
弘
安
元
年
奥
書
本
に 

は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
と
併
せ
、
本
書
の
書
入 

は
全
く
弘
安
元
年
奥
書
本
に
お
い
て
参
照
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か 

に
な
つ
た
。

ま
た
、
既
述
の
ご
と
く
、
本
書
の
底
本
は
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
定
家 

奥
書
本
、
弘
安
元
年
奥
書
本
の
底
本
は
貞
応
ニ
年
七
月
廿
二
日
定
家
奧
書 

本

と

異
つ
て

お

り

、

同
じ
定
家
本
な
ら
さ

し

た

る

異
同
は
な
い
と

は

言
い 

な
が
ら
、
細
部
に
亙
れ
ば
小
異
同
は
あ

り

、

結
局
二
種
の
寂
恵
本
は
時

を
 

隔
て
て
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
作
成
さ
れ
た

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

ま
た
、
か
つ
て
拙
著
で
本
書
の
奥
書
の
み
を
検
討
し
た
際
、
清
輔
本
と 

の
校
異
に
つ
い
て
、

一
方
で
は
、
寂

恵

は

本

書

(建
長
八
年
奥
書
本
)
作



成
の
際
、
「
実
時
本
に
あ
っ
た
答
の
諸
本
と
の
校
合
書
入
れ
も
写
し
取
っ 

た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
後

年

の

弘

安

元

年

(
一
二
七
八
)
書
写
本 

で
は
諸
本
と
の
校
異
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
何
等
か
の
形
で
書 

き
取
っ
た
か
、
別
の
機
会
に
直
接
清
輔
本
と
校
合
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
ろ 

ぅ
。
」

(420
頁

)
と
し
、

一
方
で
は
、
「
実
時
は
実
際
に
清
輔
本
を
披
見
校 

合
し
た
が
、
寂
恵
は
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
直
接
披
見
せ
ず
、
校
合 

結
果
を
知
つ
た
の
み
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
」
(421
頁
)
と
あ
い
ま
い
な 

記
述
を
し
た
が
、
本
書
の
出
現
に
ょ
り
、
建
長
八
年
奥
書
本
の
段
階
で
は
、
 

寂
恵
は
、
底
本
で
あ
る
貞
応
元
年
本
を
実
時
本
と
校
合
し
た
の
み
で
あ
る 

こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
際
、
実
時
本
の
書
入
に
つ
い
て
は
、
為
氏
本 

(氏
本
)
の
み
は
積
極
的
に
転
記
し
た
が
、
そ
の
他
の
校
合
や
書
入
は
、
 

一
瞥
し
た
の
み
で
ほ

と

ん

ど

利
用
し
な
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
本
書
の
出
現
に
ょ
り
、
寂
恵
の
初
期
の
古
今
集
研
究
の
実
態
が 

明
ら
か
に
な
つ
た
。

た
だ
、

一
抹
の
不
安
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
と
後
年
の
弘
安
元
年
奥 

書
本
と
の
間
に
全
く
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本 

書
に
お
い
て
は
本
文
、
書
入
と
奥
書
と
が
密
接
不
可
分
で
あ
る
こ
と
は
明 

ら
か
で
あ
る
が
、
D

奧
書
の
寂
恵
の
署
名
は
や
は
り
気
が
か
り
で
あ
る
。
 

稿
者
の
心
証
で
は
署
名
の
不
審
は
不
審
と
し
て
、
本
書
を
初
期
の
寂
恵
本

と
み
て
誤
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
絶
対
の
確
証
は
な
い
こ 

と
を
言
い
添
え
て
お
く
。

な
お
、
本
書
の
底
本
で
あ
る
貞
応
元
年
十
一
月
廿
一
日
定
家
奧
書
本
の 

本
文
に
つ
い
て
の
考
察
は
本
稿
末
付
載
論
文
に
お
い
て
行
、っ
こ
と
と
す
る
。

ニ
、
弘
安
元
年
奥
書
本

従
来
、
寂
恵
本
古
今
集
と
い
え
ば
、
上
帖
末
に
弘
安
元
年
寂
恵
奥
書
を 

有
す
る
寂
恵
自
筆
本
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
古
文
学
秘
籍
叢
刊
に
複
製
が
あ 

り
、
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
既
に
三
条
西
公
正
、
西
下
経
一
、
久 

曽
神
昇
、
小
松
茂
美
の
諸
氏
に
よ
り
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
、
 

検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
念
の
た
め
一
言
す
る
が
、
本
稿 

の
検
討
は
全
て
複
製
本
に
よ
っ
て
い
る
。

本
書
に
は
論
ず
べ
き
点
が
数
多
く
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
っ 

て
い
る
た
め
、
解
明
す
る
の
が
容
易
で
な
い
。

ま
ず
、
奧
書
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と

と

す
る
。

本
書
は
下
帖
末
尾
が
破
損
し
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
全
体
の
奥
書
は
不 

明
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
建
長
八
年
奧
書
本
の
よ
う
に
、
本
書
の
成
立
過 

程
を
伺
わ
せ
る
詳
細
な
奥
書
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
知
る
こ
と
は



出
来
な
い
。

た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
、
上
帖
末
尾
に
も
奧
書
が
あ
る
。
次
の
よ

う

な
 

も
の
で
あ
る
。

A

古
今
一
部
順
教
御
房
に
\
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
\
ま
い
ら
せ\

候 

ぬ

(花
押
)」

B

弘
安
元
年
十
一
月
上
旬\

以
|

一
證
本
一

書
写
訖

桑
門
寂
恵

C

此
集
読
=
授
英
倫|

訖

(花
押
)

こ
の
う
ち
、
A

は
本
文
と
は
別
筆
、
C

は
B

と
は
時
を
隔
て
て
書
き
加 

え
ら
れ
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
B

C

は
と
も
に
寂
恵
の
自
筆
奥
書
と 

み
ら
れ
る
。

ー
方
、
下
帖
末
尾
の
墨
減
歌
1111

の
次
に
<
;
の
も
の
と
同
じ
花
押
が
見
え 

て
お
り
、
大
き
く
破
損
し
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
。

D

I
 

一は
に
/

I

き
か
せ
□

い
ら
せ
\
n

ぬ(花
押
)

さ
ら
に
、
ニ
丁
隔
て
た
ウ
ラ
の
の
ど
の
部
分
に
小
字
で
「若
有
.
.
.
.

紫
光
録
大
夫
俊
又
称
=澄
璧
-」

の
文
字
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
お
り
、

こ
れ
が

永
暦
ニ
年
俊
成
本
の
奥
書
で
あ
る
こ
と
は
西
下
経
一
氏
が
述
べ
ら
れ
た
通 

り
で
、
校
合
本
の
奥
書
と
し
て
転
記
さ
れ
た
も
の
の
一
部
が
破
損
を
免
れ 

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
本

書

に

「
俊
本
」
と

し

て

校
合
さ
れ
て
い
る
俊 

成
本
は
永
暦
ニ
年
本
で
は
な
く
、
建
久
ニ
年
本
で
あ
る
こ
と
が
、
久
曽
神 

氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
F

。
永
暦
ニ
年
本
と
の
校
合
が
本
文
か
ら
は 

確
認
出
来
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
奥
書
の
一
部
が
見
え
て
い
る
こ
と 

は
不
審
で
あ
る
が
、
奥
書
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
て
い
る
以
上
、
解
明
は 

不
可
能
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
奧
書
は
先
学
諸
家
に
よ
っ
て
解
明
し
つ
く
さ
れ
て
い 

る
が
、
論
の
進
行
上
、
確
認
し
て
お
く
と
、
A

奥

書

に

見

え

る

「
順
教
御 

房
」
は
寂
恵
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
A

奥
書
の
花
押
の
人
物
が
寂
恵
に
古 

今
集
を
よ
み
き
か
せ
、
そ
の
こ
と
を
加
証
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
B

奥
書 

に
よ
れ
ば
本
書
は
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
に
寂
恵
が
書
写
し
た
も
の
で
あ 

る
か
ら
、
A

の
加
証
は
そ
れ
か
ら
程
な
く
と
考
え
ら
れ
る
。
C

奧
書
は
後 

年
寂
恵
が
息
男
英
—

に
本
書
を
読
授
し
て
与
え
た
際
に
書
き
加
え
た
も
の 

で
、
花
押
は
当
然
寂
恵
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
山
岸
徳
平
氏
蔵
の
寂
恵
本
『拾
遺
和
歌
* 5
』

(
存

上

帖

)
は
寂 

恵
自
筆
部
分
を
含
む
そ
の
令
写
本
で
あ
る
が
、
上
帖
末
尾
に
次
の
よ
ぅ
に



あ
る
。

a

こ

の

集
順
教
御
房
に
こ

ま

か

に\

ょ

み

き

か

せ

ま

い

ら

せ候
ぬ

判
」

b

斯
集
雖 
>
有
1

部
書
写
之
志
-老
病
\
右
筆
不
ぃ
合
>
期
之
間
上
帖
之 

内
第
一
第\

ニ
第
十
等
染，

i

愚
筆

i

其
外
所
」
用
=
他\

筆

I

也
、
但
於
こ 

其

説

I

者
伝
受
之
分
無
>
\
所
> 
残
所
k

奉
> 
授
コ
糟
屋
賢
郎
一
也

桑

門

寂

恵

(花
押
)

a

奥
書
は
本
書
の
A

奥
書
と
酷
似
し
て
お
り
、
同
一
人
物
の
同
様
な
奥 

書
で
あ
る
こ

と

は

明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
の
奥
書
は
転
写
さ 

れ
て
お
り
、
a

b

と

も

に

寂
恵
の
筆
跡
と
認
め
ら
れ
る
。

従
来
問
題
と
さ
れ
て
来
た
の
は
、
A

及
び
D

が
誰
の
加
証
奥
書
で
あ
る 

か
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
早
く
三
条
西
氏
が
複
製
解
説
で
為
氏
説
を
提
起 

さ
れ
た
。
摘
記
す
れ
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

若
し
寂
恵
本
の
書
写
せ
ら
れ
た
弘
安
元
年
を
基
準
と
し
て
論
ず
れ
ば
、
 

為
家
は
既
に
他
界
し
、
前
権
大
納
言
為
氏
が
五
十
七
歳
で
斯
道
の
重 

鎮
を
為
し
て
ゐ

た

頃
で
、
為

世

•
為
相
は
未
だ
広
義
で
若
輩
の
域
を 

脱
せ
る
も
の
と
は
云
ひ
難
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
宗
匠
と
し
て

は
為
氏
を
推
す
の
が
妥
当
で
あ
ら
う
。
但
し
此
の
古
今
集
が
書
写
せ 

ら
れ
た
の
が
弘
安
元
年
で
、
是
を
以
て
證
言
を
得
た
時
と
云
ふ
事
は 

許
さ
れ
無
い
が
、
恐
ら
く
宗
匠
の
伝
授
を
受
け
ん
が
為
に
一
本
を
書 

写
し
、
そ
れ
を
持
つ
て
講
筵
に
侍
し
書
入
を
し
た
結
果
が
、
證
言
附 

与
と
云
ふ
事
実
に
な
つ
た
の
て
は
無
い
か
と
思
ふ
。
(
中
略
)

以
上
は
一
仮
説
に
過
ぎ
無
い
。
確
證
は
あ
の
華
押
の
研
究
に
侯
た 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
か
も
會
卒
の
間
の
調
査
の
致
す
処
で
も
あ

ら

う

が
、
 

為
氏
の
華
押
と
し
て
信
頼
す
べ
き
資
料
を
求
め
得
な
か
つ
た
の
は
遺 

憾
で
あ
る
。
勿
論
花
押
藪
類
の
も
の
に
は
見
ゆ
る
が
、
證
左
に
は
物 

足
り
な
い
。
他
日
古
文
書
学
者
の
立
場
ょ
り
寂
恵
本
に
見
ゆ
る
華
押 

が
、
為
氏
の
も
の
と
認
容
せ
ら
る
、
日
が
到
来
せ
ば
、
実
に
慶
ば
し 

い
。
(解
説
32

頁
)

こ
の
三
条
西
氏
の
見
解
は
、
奥
書
を
素
直
に
読
み
、
年
代
を
勘
案
す
れ 

ば
ま
ず
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
三
条
西
氏
の
為
氏
説
に
対
し
、
京
極
為
教
説
を
唱
え
ら
れ
た
の 

は
久
曽
神
氏
で
あ
る
。
久
曽
神
氏
の
論
点
は
奥
書
の
花
押
や
解
釈
で
は
な 

く
、
本
書
本
文
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
微
細
な
点
に
亙
っ
て
い
る
の
で
、
 

摘
記
し
に

く

い

が
、
次
の
ょ

う

な

も
の
で
あ
る
。



本
書
の
底
本
を
注
意
す
る
に
、
仮
名
序
古
注
に
安
積
山
の
歌
が
あ
る
。
 

現
存
す
る
伝
本
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
嘉
禄
ニ
年
四
月
本
及
び
伊
達
本 

に
あ
り
、
な
ほ
貞
応
元
年
六
月
一
日
本
に
も
存
し
た
よ
し
で
あ
る
が
、
 

ニ
条
家
の
使
用
し
て
ゐ
る
貞
応
ニ
年
七
月
本
に
は
無
い
箸
で
あ
る
。
 

殊
に
為
兼
に
従
へ
ば
、
こ
の
歌
は
、
文
永
元
年
に
は
じ
め
て
為
家
が 

定
家
本
に
書
入
れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
よ
り
為
家
と
不 

和
に
な
つ
て
ゐ
た
為
氏
は
知
る
箸
が
な
い
の
で
、
為
氏
と
す
る
の
は 

誤
で
あ
る
。
従
つ
て
京
極
家
及
び
冷
泉
家
に
つ
い
て
、
考
へ
ね
ば
な 

ら
な
い
。
(久
曽
神
氏
著
書
研
究
編
135

頁

)

こ
の
よ
ぅ
に
為
氏
説
を
否
定
さ
れ
、
ニ
条
家
以
外
の
人
物
と
考
え
ら
れ 

た
。
そ
し
て
、
「
師
本
」
と
す
る
本
文
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
ら
れ
、
次 

の
よ
ぅ
に
述
べ
ら
れ
た
。

か

く

考

へ

る

と

(寂

恵

本

の

「師
本
」
は

〈
引
用
者
注
〉
)
嘉
禄
本 

に
近
い
や
う
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
考
へ
る
に
、
や
は
り
京
極
家
又
は 

冷
泉
家
と
す
べ
く
、
冷
泉
家
の
為
相
は
ま
だ
十
六
歳
に
す
ぎ
ず
、
為 

兼
も
ま
だ
二
十
五
歳
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
父
為
教
と
す
べ
き

で
あ
ら
う
。
為
教
は
翌
弘
安
二
年
五
月
廿
四
日
に
歿
し
た
の
で
、
僅
 々

半
年
前
の
こ
と
と
な
る
。
(
同
136

頁

)

こ
う
し
て
当
時
五
十
三
歳
の
為
教
と
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
為
教
説
は
小
松
氏
に
よ
っ
て
批
判
が
な
さ
れ
、
 

再
び
為
氏
説
が
提
示
さ
れ
た
。
小
松
氏
の
根
拠
は
三
条
西
氏
が
、
将
来
の 

研
究
に
俟
つ
と
さ
れ
た
花
押
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
奥
書
(6)
(本
稿
の
|
^
奧

書

<
引
用
者
注
>
)
に
見
え 

る

「
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
」
と
い
え
ば
、
さ

き

に

記

し

た

前

権 

大

納

言

ニ

条

為

氏

(
五
十
七
歳
)
の

『続
拾
遺
集
』

の
奏
上
を
一
力 

月
あ
ま
り
先
に
控
え
た
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
。
前
述
の
よ
う
に
、
か 

れ

(寂

恵

〈
引
用
者
注
〉
)
は
、
そ
の
奏
覧
本
に
自
詠
が
一
首
も
入 

集
し
て
い
な
い
ゆ
え
の
理
由
に
よ
り
、
「寂
恵
法
師
文
」

を
草
し
た 

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
緊
迫
の
時
期
に
お
い
て
も
、
寂
恵
に 

は
、
そ
の
事
情
は
明
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
様
子
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
上

-
下
卷
に
加
え
ら
れ
た
奥
書
(^
(本
稿
の
八
<3 

奥

書

〈
引
用
者
注
〉
)
は
、
当
の
為
氏
自
身
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら 

れ
た
も
の
と
知
る
の
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
2
に
書
か
れ
た
花
押
は
、



筆
意
を
た
ど
る
と
、
「為
」
と

「
氏
」

の
二
字
を
組
み
合
わ
せ
た
こ 

と
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た
、
文

永

六

年

〈
一
二
六 

九
〉
十
一
月
十
八
日
の
日
付
の
あ
る
「
譲

状

」

(
一
幅

.
東
京
国 

立
博
物
館
蔵
)
に
捺
さ
れ
た
花
押
に
酷
似
す
る
。
こ
の
譲
状
は
、
前 

権

大

納

言

為

氏

(
四
十
八
歳
)
の
継
母
阿
仏
尼
に
宛
て
た
も
の
で
、
 

播
磨
国
越
部
庄
を
異
母
弟
、
為

相

(七
歳
)
に
譲
与
す
る
旨
の
譲
状 

で
あ
る
。
こ
の
花
押
が
、
さ
き
の
奥
書
(^
の
花
押
に
共
通
す
る
と
な 

る
と
、
3

の
筆
者
は
、
為
氏
に
ま
ぎ
れ
も
な
い
も
の
、
と
な
る
。
 

(
『古
筆
学
大
成
』
第
五
卷
、
389

頁
)

小
松
氏
が
示
さ
れ
た
為
氏
譲
状
は
、
小

松

氏

編

の

『
日
本
書
蹟
大
鑑
』 

第

五

巻

(
昭

54
刊
)
、
図
版
6
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『花
押
か
が 

み
』
第
三
巻
、
鎌

食

時

代

ニ

(
昭

59
刊
)
の
藤
原
為
氏
の
項
に
も
、
花
押 

部
分
が
掲
げ
ら
れ
、
な
お
同
日
付
の
為
家
譲
状
に
お
け
る
為
氏
花
押
も
併 

せ
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
花
押
と
本
書
の
花
押
と
を
比
較
す
る
と
、

一
見
し
て
同
一
人 

物
の
も
の
と
断
定
出
来
る
ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
よ
く 

見
比
べ
れ
ば
、
筆
致
は
共
通
し
、
同
一
の
も
の
と
し
て
差
し
支
え
な
い
よ 

う
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
奥
書
の
筆
跡
に
つ
い
て
も
、
久
曽
神
氏
著
書
研
究
編

83
頁 

に
見
え
る
為
氏
和
歌
懐
紙
と
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ま
た
、

一
見
同
一
と
言 

う
程
で
は
な
い
が
、
「勢
」
を

字

母

と

す

る

「
せ
」
な
ど
類
似
の
筆
致
が 

認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
久
保
田
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
寂
恵
は
文
永
八
年 

(
一
二
七
一
)
四
月
四
日
、
為

顕

(
明
覚
)
の
紹
介
で
為
家
亭
を
訪
れ
て 

為
家
に
入
門
し
、
建

治

元

年

(
一
二
七
五
)
五
月
一
日
に
為
家
が
薨
じ
て 

以
後
は
為
氏
に
師
事
し
、
弘
安
元
年
末
の
続
拾
遺
集
撰
進
に
よ
っ
て
関
係 

が
悪
化
す
る
ま
で
、
師
弟
関
係
は
密
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
全 

て
を
勘
案
す
れ
ば
、
加
証
の
主
が
為
氏
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。

た
だ
し
、
花
押
に
よ
り
A

D

奥
書
が
為
氏
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら 

か
と
な
つ
て
も
、
久
曽
神
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
疑
問
は
残
る
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
問
題
は
本
書
の
本
文
や
書
入
を
総
合
的
に
検
討
し 

て
初
め
て
解
明
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
A

奧

書

の

「
こ
ま 

か
に
よ
み
き
か
せ
」
る
と
い
う
の
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味 

す
る
の
か
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
に
本
書
の
底
本
が
い
か
な
る
本
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。

こ
の
点
は
三
条
西
氏
以
来
、
本
書
の
底
本
は
定
家
本
で
あ
る
と
さ
れ
て 

お
り
、
疑
い
の
余
地
は
な
い
。



ま
ず
、
巻
二
十
巻
末
に
墨
減
歌
が
あ
る
こ
と
の
一
事
を
以
て
定
家
本
で 

あ
る
。
そ
の
他
、
書
式
に
関
し
て
言
え
ば
、
仮
名
序
の
古
注
が
ニ
行
割
書 

で
あ
る
こ
と
、
長
歌
が
句
毎
に
分
ち
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
定
家
本 

の
特
徴
で
あ
る
。

一
方
、
定
家
本
は
通
常
和
歌
一
行
書
き
で
あ
る
が
、
本 

書
は
ニ
行
書
き
で
あ
り
、
こ
の
点
は
異
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
和
歌
ニ
行 

書
き
の
定
家
本
は
し
ば
し
ば
見
か
け
る
の
で
、
特
に
珍
し
い
わ
け
で
は
な

o
V

ま
た
、
本
文
が
定
家
本
に
ご
く
近
く
、
非
定
家
本
と
は
到
底
考
え
ら
れ 

な
い
。

そ
れ
で
は
定
家
本
中
、
何
れ
の
本
で
あ
ろ
ぅ
か
。
三

条

西

氏

は

「
強
ひ 

て
云
へ
ば
そ
の
骨
子
は
嘉
禄
系
的
構
成
を
有
つ
が
、
細
部
は
寧
ろ
貞
応
本 

に
拠
る
と
両
者
の
差
違
が
減
小
さ
れ
、
従
つ
て
類
似
点
が
加
は
る
と
云
ふ 

程
度
に
止
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
」

(
解

説

13
頁

)
と
さ
れ
、
久
曽
神
氏
は 

「
実
は
寂
恵
本
は
多
く
の
伝
本
で
校
合
し
て
校
訂
本
を
作
り
、

石
見
切
な 

ど
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
を
幾
度
も
転
写
し
て
ゐ
る
の
で
、
 

底
本
が
若
干
改
め
ら
れ
て
ゐ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
」

(久
曽
神
氏
著 

書
研
究
編

135
頁

)
と
さ
れ
、
小

松

氏

は

「8
弘

安

元

年

<
ー
ニ
七
八
〉
十 

一
月
上
旬
の
こ
ろ
、
順
教
房
寂
恵
が
、
師
匠
ニ
条
為
氏
よ
り
「
証
本
」
を 

借
り
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑵
そ

め

「
証
本
」
は
為
氏
の
父
•
為
家

に

ょ

っ

て

「安
積
山
」

の
歌
を
仮
名
序
に
書
き
加
え
た
「
嘉
禄
ニ
年
本
」 

で
あ
っ
た
。
⑶

(略

)
。
⑷
し
た
が
っ
て
、
⑵

の

「
証
本
」

が

「
嘉
禄
ニ 

年
本
」
な
る
こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
。
」

(
『古
筆
学
大
成
』

第

五

卷

390 

頁
)
と
さ
れ
て
い
る
。

要
約
す
れ
ば
、
三
条
西
氏
は
貞
応
本
、
嘉
禄
本
と
も
に
一
致
(も
し
く 

は
類
似
)
す
る
と
こ
ろ
あ
り
と
し
て
判
断
を
避
け
ら
れ
、
久
曽
神
氏
も
明 

確
に
さ
れ
な
い
が
、
A

奥
書
の
主
を
為
氏
で
な
く
為
教
と
さ
れ
た
経
緯
か 

ら
す
る
と
、
嘉
禄
本
の
可
能
性
が
高
い
と
見
て
お
ら
れ
る
ょ
ぅ
で
あ
る
。 

小
松
氏
は
嘉
禄
本
と
断
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
見
は
何
れ
と
も
異
な
り
、
本
書
は
明
ら
か
に
貞
応 

ニ
年
本
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
理
由
を
述
べ
る
前
に
、
本
書
の
歌
員

と

排
列
を
示
す
こ

と

と

す
る
。

19
18
の

排

列

を

と

る

。

95
作

者

「
そ
せ
い
」

の
次
に
一
行
分
の
す
り
消
し
跡
が
あ
り
、
そ
の
部 

分
に

95
和

歌

「
い
ざ
け
ふ
は
」

一
首
の
ー
行
書
き
と
96

詞

書

「春
の
哥
と 

て
ょ
め
る
」

の
計
ニ
行
が
小
字
で
書
き
入
れ
ら
れ
、
次
に
96

和
歌
の
上
句 

「
い
つ
ま
で
か
の
べ
に
こ
、
ろ
の
あ
く
が
れ
ん
」
が
や
や
小
さ
目
に
書
か 

れ
、
次

行

の

下

句

「
は
な
し
ち
ら
ず
は
千
世
も
へ
ぬ
べ
し
」
か
ら
通
常
に 

«
す
る
。



こ

れ

は

、95
和

歌

と96
詞
書
を
脱
し
て
96

上
句
ー
行
を
書
い
て
あ
つ
た 

も
の
を
、
そ
の
ー
行
を
す
り
消
し
て
、
脱
落
を
書
き
込
み
、
96

上
句
は
字 

を
小
ぶ
り
に
し
て
再
び
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

129

和
歌
130

詞
書
作
者
を
書
き
落
し
、
行
間
に
129

和
歌
ー
行
、
130

詞
書
作 

者
一
行
の
形
で
書
入
れ
る
。
今
度
は
す
り
消
し
て
調
整
せ
ず
、
そ
の
ま
ま 

行
間
に
書
入
れ
て
い
る
。

287

書
き
落
し
。
行
間
に
一
行
書
き
す
る
。

514
下

句

|
532
上

句

欠

。

こ

れ

は

三

条

西

氏

以

来

指

摘

さ

れ

て

い

る

よ

ぅ 

に
本
書
の
落
丁
で
あ
る
。
綴
葉
装
の
折
の
中
央
見
開
き
に
不
連
続
箇
所
が 

あ
る
の
で
、
内
側
の
一
枚
ニ
丁
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
箇
所 

は
よ
み
人
し
ら
ず
歌
が
連
続
し
、
詞
書
も
作
者
も
な
い
の
で
、
容
易
に
行 

数
が
計
算
出
来
、
欠
落
十
八
首
三
十
六
行
は
ち
ょ
ぅ
ど
四
面
分
で
あ
る
。
 

848

詞
書
途
中
よ
り
852

詞
書
途
中
ま
で
欠
。
左
の
よ
ぅ
に
な
つ
て
い
る
。

河
原
の
お
ほ
い
ま
ぅ
ち
ぎ
み
の
身
ま
か
り
て
」

の
ち
か
の
家
に
ま
か
り
て
あ
り
け
る
に
し
ほ 

が
ま
と
い
ふ
所
の
さ
ま
を
つ
く
れ
り
け
る
を 

見
て
よ
め
る

852

き
み
ま
さ
で
け
ぶ
り
た
え
に
し
し
ほ
が
ま
の

う
ら
さ
び
し
く
も
み
え
わ
た
る
か
な

「身
ま
か
り
て
」
ま
で
が
848

の
詞
書
で
、
丁
変
り
し
た
「
の
ち
か
の
家 

に
」
以
下
は
852

の
詞
書
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
従
来
諸
説
が
あ
る
。
脱
落
箇
所
が
何
行
に
及
ぶ 

か
は
長
い
詞
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
確
定
し
難
い
が
、

一
丁
分
十
八
行 

と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
く
、
丁
の
変
り
目
の
脱
落
な
の
で
落
丁 

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
条
西
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
先
の
箇
所
と
違 

い
、
落
丁
に
対
応
す
る
丁
の
脱
落
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
落
丁
と 

す
る
に
躊
躇
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
848

の
詞
書
は
「河
原
の 

お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
の
身
ま
か
り
て
の
秋
、
か
の
家
の
ほ
と
り
を
ま
か
り 

け
る
に
云
々
」
と
あ
り
、
852

の
詞
書
は
「
河
原
の
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ 

み
の
身
ま
か
り
て
の
ち
、
か
の
.家
に
ま
か
り
て
あ
り
け
る
に
云
々
」
と
あ
っ 

て
、
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
目
う
つ
り
に
よ
る
脱
落
と
考
え 

る
こ
と
も
で
き

る

。

た
だ
し
、
二
つ
の
詞
書
は
約 

一
丁
分
隔
た
っ
て
い
る 

の
で
、
つ
い
目
う
つ
り
す
る
に
は
離
れ
す
ぎ
て
い
る
感
が
あ
る
。
三
条
西 

氏
は
本
書
の
底
本
に
既
に
脱
落
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
が
、
そ 

れ
な
ら
、
本
書
に
お
い
て
寂
恵
が
底
本
を
一
丁
め
く
り
と
ば
し
て
書
写
し



た
可
能
性
の
方
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
本
書
で
ち
ょ
う
ど
丁 

変
り
に
当
つ
た
の
は
偶
然
が
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
底
本
の
一
面
を一 

面
と
し
て
書
写
し
て
い
た
な
ら
ば
(
こ
の
場
合
、
お

も

て

と

裏
は
違
つ
て 

い
る
が
)
、
あ
り
う
る
想
定
で
あ
ろ
う
。

し

か

し

な

お
、
底
本
に
起
因
す
る

に

せ
よ
、
本
書
の
書
写
の
誤
り
に
せ 

よ
、
書
写
上
の
脱
落
と
す
る
と
問
題
が
生
ず
る
。
三
条
西
氏
は
こ
、っ
指
摘 

さ
れ
た
。

若
し
寂
恵
本
の
親
本
に
落
丁
が
あ
つ
た
の
を
、
気
附
か
ず
に
書
写
し 

た
と
せ
ば
、
歌
人
と
し
て
の
寂
恵
の
他
の
方
面
と
矛
盾
を
生
ぜ
し
め 

る
。
此
の
前
後
に
は
清
輔
本
や
俊
成
本
と
の
校
合
が
あ
り
、
縦
令
親 

本
に
無
か
つ
た
と
し
て
も
、
諸
本
と
校
合
の
時
、
何
等
か
の
注
意
を 

附
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
然
る
に
是
に
関
し
て
は
一
言
半
句
の 

記
載
も
無
い
。
然
ら
ば
寂
恵
本
と
同
一
な
続
き
工
合
を
有
す
る
伝
本 

が
古
く
存
在
し
た
と
で
も
解
す
べ
き
か
、
或
は
寂
恵
は
此
の
脱
漏
を 

知
り
、
押
紙
に
書
い
て
補
つ
た
が
、
下
巻
が
転
々
す
る
間
に
何
時
と 

も
な
く
そ
れ
が
散
逸
し
て
、
現
在
の
有
様
と
な
つ
た
と
見
る
べ
き
で 

ぁ
ら
ぅ
か
。
真
相
は
依
然
と
し
て
不
明
で
ぁ
る
。
(解
説

15
頁

)

こ
れ
に
対
し
て
、
久
曽
神
氏
は
別
の
想
定
を
さ
れ
た
。

即
ち
共
に
河
原
左
大
臣
(源
融
)
に
関
す
る
詞
書
で
、
最
初
が
酷
似 

し
て
ゐ
る
の
で
、
誤
つ
て
脱
し
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
底
本
に
脱
落
が
存 

し
た
と
し

て

も

、

他
の
諸
本
で
校
合
し
た
の
で
あ
り
、
当
然
補
写
す 

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
記
載
の
全
く
な
い
の
は
注
意
す
べ
き 

で
あ
る
が
、
寂
恵
は
、
石
見
切
及
び
同
筆
類
切
の
存
す
る
に
ょ
っ
て 

も

明
か
な
る
如
く
、
す
で
に
諸
本
で
校
合
し
た
も

の

を

、

幾
度
も

転 

写
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
転
写
の
際
に
誤
つ
て
脱
し
た
と
解
す
ベ 

き
で
あ
る
。
(久
曽
神
氏
著
者
研
究
編
135

頁

)

脱
落
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
校
合
や
書
入
が
底
本
の
段
階 

で
す
で
に
な
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
機
械
的
に
書
写
し
た
た
め
、
自
ら
の 

書
落
し
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と

い

ぅ

も
の
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
は
な
か
な
か
に
魅
力
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
不
審
は 

解
決
さ
れ
た
か
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
成
立
し
な
い
と
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、
複
製
で
見
る
か
ぎ
り
で
も
、
寂
恵
本
の
書
入
は
筆
致
か
ら 

何
次
に
も
わ
た
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
本
文
、
書
入
を
同
時
に
一
気
に 

書
写
し
、

一
度
も
見
直
し
し
な
か
っ
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。



私
見
で
は
、
脱
落
の 

一
丁
は
、
折
の
末
尾
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
可
能 

性
が
高
い
と
考
え
る
。
綴
葉
装
の
一
折
に
貼
継
ぎ
や
貼
込
み
が
さ
れ
て
時 

に
一
折
が
奇
数
丁
に
な
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
こ
の
場
合
も
折
の
末
尾 

に
貼
込
ま
れ
て
い
た 

一
丁
が
、
離
脱
か
古
筆
切
に
す
る
た
め
の
截
取
か
で 

失
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
複
製
で
言
う
の
は
乱
暴
で
あ
る
が
、
問 

題
の
見
開
き
の
箇
所
(折
の
変
り
目
)
の
左
右
の
汚
れ
具
合
が
違
う
よ
う 

に
思
わ
れ
、
折
の
変
り
目
で
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
時
期
が
あ
る
よ
う
に
思 

わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
貼
込
ま
れ
た 

一
丁
が
失
わ
れ
る
原
因
と
な
っ
た 

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

実
は
こ
う
推
測
す
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
、
後
述
す
る
脱
落
箇
所
の
状 

態

と

も
関
係
が
あ

る

。

従
っ
て
、
そ

こ

で

再
説
す
る

。

941

「
よ
の
な
か
の
」
歌
を
連
続
し
て
二
度
書
写
し
て
い
る
。

970

和
歌
|
971

詞
書
欠
。
こ
の
箇
所
の
脱
落
は
従
来
の
解
題
に
は
指
摘
が 

な
い
が
、
970
971

の
詞
書
の
末
尾
が
と
も
に
「
よ
み
て
を
く
り
け
る
」
で
あ 

る
こ
と
か
ら
、
目

う

つ
り
し
て
書
き
落
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の 

欠
落
が
補
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
先
の
箇
所
と
同
じ
疑
問
が
生
じ
る
。
 

し
か
も
、
今
回
は
丁
変
り
等
に
当
っ
て
い
な
い
た
め
、
落
丁
や
截
取
等
の 

機
械
的
欠
落
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

し

か

し

、

複

製

本

を

見

る

と

解

決

の

手

が

か

り

が

ぁ

る

。

971
「
と

し

を

へ
て
」

ー
首
ニ
行
と
972

詞
書
作
者
「返
し
ょ
み
人
し
ら
ず
」
の
計
三
行 

の
料
紙
面
が
周
囲
に
比
べ
て
白
く
四
角
に
抜
け
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
る
。
 

つ
ま
り
、
こ
の
三
行
の
部
分
に
現
在
存
在
し
な
い
付
箋
(貼
紙
)
が
あ

り

、 

970

和
歌
と
971

詞

書

が

(お
そ
ら
く
や
や
小
さ
い
字
で
)
補
写
さ
れ
て
い
た 

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
見
る
と

、 

付
箋
跡
の
右
辺
の
す
ぐ
外
側
に
墨
痕
が
か
す
か
に
あ
る
。
こ
れ
は
付
箋
に 

書
い
た
字
が
紙
端
か
ら
は
み
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
^
！
日
に
お
い
て
は
、
 

貼
ら
れ
た
付
箋
に
文
字
を
書
き
足
し
、
時
に
文
字
が
紙
端
を
越
え
て
書
か 

れ
る
こ
と
を
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
付
箋
が
失
わ
れ 

る
と
、
は
み
出
し
た
文
字
や
残
画
の
み
が
残
り
、
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
こ 

と
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。
こ
の
箇
所
の
墨
の
汚
れ
も
付
箋
上
の
文
字 

の
残
画
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
箇
所
の
書
き
落
し
は
補
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
前
述
の
箇
所
も
、
落
丁
か
付
箋
の
脱
落
(お
そ
ら
く
はi®

)

 

で
本
文
は
完
備
し
て
.い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

墨
減
歌
蘭
書
き
落
し
。
三
行
小
字
書
入
。

以
下
墨
減
歌
簡
か
ら
は
破
損
の
た
め
、
判
読
可
能
な
文
字
は
途
切
れ
途 

切

れ

と

な

る

が

、

ー
応
1111
ま

で

歌

が

存

在

し

た

こ

と

は

確

認

出

来

る

。

次
に
既
述
の
ょ
う
に
永
暦
ニ
年
俊
成
本
の
俊
成
奥
書
の
ご
く
一
部
が
の



ど
の
部
分
に
小
字
で
書
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
何
も
確
認
出
来
な
い
が
、
真
名
序
中
の
文
字
の
残 

画
数
箇
が
あ
る
。

以
上
記
述
が
蕪
雑
と
な
っ
た
が
、
本
書
は
諸
所
に
目
移
り
等
に
よ
る
書 

き
落
し
が
あ
る
が
、
全
て
何
ら
か
の
形
で
補
わ
れ
て
お
り
、
落
丁
と
貼
紙 

の
脱
落
を
元
に
戻
せ
ば
首
尾
完
備
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
本
書
は
久
曽
神
氏
の
提
起
さ
れ
た
よ
ぅ
な
、
書
入
本
を
そ
の 

ま

ま

書
写
し
た
た
め
に
、
脱
落
に
気
付
か
ぬ
ま

ま

に

な
つ
て
い
る
本
で
は 

な
い
。

こ
の
問
題
は
後
述
す
る
本
書
の
性
格
に
も
か
か
わ
る
の
で
、
こ
こ
に
確 

認
し
て
お

く

こ

と

と
す
る
。

さ
て
、
歌
員
と
排
列
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
書
が
貞
応
ニ
年
本 

で
あ
る
理
由
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
19
18
の
排
列
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

本
書
は
こ
の
前
後
が
左
の
よ
ぅ
に
な
っ
て
い
る
。

題
し
ら
ず 

よ
み
人
し
ら
ず 

16
野
べ
ち
か
く
い
へ
ゐ
し
せ
れ
ば
う
ぐ
ひ
す
の

な

く

な

る

こ

裘

は

あ

さ

な

^

-

^

き

く

17
か
す
が
の
は
け
ふ
は
な
や
き
そ

わ

か
く
さ
の 

つ
ま
も

こ

も

れ

り

わ

れ

も

こ

も

れ

り
 

19
み
や
ま
に
は
ま
つ
の
ゆ
き
だ
に
き
え
な
く
に 

み
や
こ
は
の
べ
の
わ
か
な
つ
み
け
り 

18
か
す
が
の
ゝ
と
ぶ
ひ
の
、

も

り

い

で

ゝ
見
よ 

い
ま
い
く
か
あ
り
て
わ
か
な
つ
み
て
ん 

20
あ
づ
さ
ゆ
み
を
し
て
は
る
さ
め
け
ふ
、
り
ぬ 

あ
す
さ
へ
ふ
ら
ば
わ
か
な
つ
み
て
ん

貞
応
ニ
年
本
の
最
大
の
特
徴
は
こ
の
19
18
の
排
列
で
あ
る
。
古
今
集
諸 

本
で
こ
の
排
列
を
と
る
本
は
、
定
家
本
は
お
ろ
か
非
定
家
本
に
も
存
在
し 

な
い
。
従
っ
て
こ
の
排
列
の
本
は
貞
応
ニ
年
本
と
し
て
差
し
支
え
な
い
。
 

た
だ
し
、
室
町
時
代
以
降
、
貞
応
ニ
年
本
で
あ
っ
て
も
18
19
に
排
列
を
訂 

す
る
本
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
、
版
本
も
こ
の
系
統
で
あ
る
の
で
、
18
19
の 

排
列
を
と
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
貞
応
ニ
年

本
で
は
な
い
と

言

う

こ
と
は 

出
来
な
い
。

貞
応
ニ
年
本
の
み
が
他
の
諸
本
と
異
な
り
、
こ
の
排
列
を
と
る
理
由
は 

不
明
で
あ
る
。
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
の
で
、
定
家
の
単 

純
な
書
き
誤
り
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。



と
も
あ
れ
、
寂
恵
本
は
こ
の
排
列
を
と
つ
て
お
り
、
貞
応
ニ
年
本
と
考 

え
て
ま
ず
問
違
い
な
い
。

次
は
真
名
序
の
存
在
で
あ
る
。
本
書
は
巻
末
に
大
き
な
損
傷
が
あ
り
、
 

真
名
序
の
存
否
も
確
認
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
の
ど
の
部
分
に
真
名
序
中 

の
数
文
字
が
見
て
と
れ
か
。

我
々
は
通
常
古
今
集
を
貞
応
ニ
年
本
で
読
む
た
め
に
、
仮
名
序
、
真
名 

序
の
両
序
を
存
す
る
の
が
当
然
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
真
名
序
を
有
す 

る
古
今
集
は
か
な
り
の
少
数
派
で
あ
る
。
定
家
本
の
中
で
、
真
名
序
を
有 

す
る
こ
と
が
確
実
な
の
は
貞
応
ニ
年
本
の
み
で
あ
る
。
定
家
本
の
基
に
な
つ 

て
い
る
新
院
御
本
に
は
真
名
序
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
無
い 

方
が
自
然
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
真
名
序
に
つ
い
て
は
、
他
本
よ
り
の
補
写
も
し
ば
し
ば
行
わ 

れ
る
の
で
、
本
書
の
よ
う
に
真
名
序
中
の
数
文
字
の
み
確
認
出
来
る
と
い 

う
の
で
は
補
写
に
よ
る
付
加
の
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
の
み
で
は
決
定
的 

と
は
い
え
な
い
。

右
の
よ
う
な
形
の
上
で
の
異
同
に
つ
い
で
、
本
文
及
び
書
入
(
こ
の
場 

合
は
定
家
に
よ
る
勘
物
に
限
る
)
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本 

書
は
数
次
に
わ
た
る
書
入
や
校
合
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
来
の
も
の
か
否 

か
の
弁
別
が
難
し
い
が
、
全
体
を
見
わ
た
し
て
判
断
す
る
と
以
下
の
よ
う

に
判
断
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

一
、
注
記
の
な
い
墨
の
見
せ
消
ち
訂
正
や
補
入
は
、
単
純
な
書
き
誤
り 

の
訂
正
と
し
て
、
訂
正
後
を
本
文
と
認
め
る
。

一
、

一
方
、
注
記
の
な
い
朱
の
見
せ
消
ち
訂
正
や
補
入
は
、
校
合
と
認 

め
る
。
た
だ
し
、
い
か
な
る
本
や
根
拠
に
基
づ
く
校
合
か
は
明
ら
か
で
な

N
4 
o

レ

一
、
作
者
等
の
勘
物
は
複
雑
多
岐
に
亙
る
が
、
本
書
に
お
い
て
は
本
来 

存
在
し
た
勘
物
に
朱
(と
思
わ
れ
る
)
合
点
を
付
し
て
区
別
し
て
い
る
の 

で
そ
れ
の
み
を
比
較
の
対
象
と
す
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
本
文
か
ら
冷
泉
家
蔵
の
貞
応
ニ
年
本
と
比
較
す
る
と
、
 

そ
の
類
似
は
著
し
く
、
本
書
は
貞
応
ニ
年
本
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
こ 

と
が
判
明
す
る
。
詳
細
を
述
べ
る
の
は
煩
雑
で
あ
る
の
で
、
片
桐
洋
一
氏 

が
一
覧
に
し
て
掲
げ
ら
れ
た
貞
応
本
と
嘉
禄
本
の
異
同
箇
所
に
つ
い
て
比 

較
す
る
と
、
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

貞

応

本

に

一

致

す

る

も

の

—

59
94
108
120
134
204
272
275
1
374
382
396
417
442
556
656 

663
745
783
892
930
937
M 
の
二
十
三
箇
所 

嘉
禄
本
に
ー
致
す
る
も
の
丨
143
106

の
ニ
筒
所 

い
ず
れ
に
ー
致
す
る
か
微
妙
な
も
の
丨
36
357
387
584
の
四
箇
所 

本
書
の
欠
落
部
分
に
含
ま
れ
る
も
の
—
849
852
の
ニ
箇
所

—— 1乙。——



こ
れ
を
見
る
と
、
本
書
が
貞
応
ニ
年
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。

ま
た
、
勘
物
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
勘
物
に
お
い
て
は
、
 

後
代
の
貞
応
本
は
往
々
嘉
禄
本
の
勘
物
を
取
り
込
ん
で
お
り
(嘉
禄
本
の 

勘
物
の
方
が
概
し
て
詳
細
で
あ
る
)
、
梅
沢
本
の
よ
う
な
素
性
の
正
し
い 

貞
応
本
で
も
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
有
力
な
判 

断
材
料
と
は
な
り
え
な
い
。
そ
れ
で
も
一
応
比
較
す
る
と
本
書
本
来
の
勘 

物
は
梅
沢
本
と
比
べ
て
も
ず
っ
と
冷
泉
家
本
寄
り
で
、
原
態
に
近
い
よ
う 

で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
本
書
が
貞
応
ニ
年
本
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
疑
え
な
い
。

た
だ
、
全
体
的
に
見
る
と
、
本
書
の
本
文
は
最
初
の
間
は
貞
応
ニ
年
本 

と
し
て
良
質
の
本
文
を
有
す
る
が
、
次
第
に
異
同
が
増
加
す
る
傾
向
が
あ 

る
。
大
ま
か
に
言
う
と
卷
九
辺
り
よ
り
、
前
述
の
原
則
に
よ
っ
て
本
文
を 

立
て
る
と
貞
応
ニ
年
本
に
一
致
し
な
か
っ
た
り
、
誤
写
が
放
置
さ
れ
た
か 

と
思
わ
れ
る
本
文
が
目

に

つ

く

よ
う
に
な
る
。
主
な
異
同
を
次
に
掲
げ
る
。
 

先
に
あ
げ
る
の
が
本
書
、
次
に
あ
げ
る
の
が
冷
泉
家
蔵
貞
応
ニ
年
本
で
あ 

る
。
勘
物
の
異
同
は
あ
げ
な
い
。

115
女

に

お

ほ

く

ー

女

の

お

ほ

く

、

119
は

ひ

ま

と

は

れ

よ

ー

は

ひ

ま

つ

は

れ

よ

、
256
い

ろ

つ

き

に

け

り

ー

う

つ

ろ

ひ

に

け

り

、

276
よ

め

る

ー

ょ

み

け

る

、
302
み
つ
の
あ

き

と

は

—

^
の
秋
を
は
、
309
も
み

ち

は

を

|

も

み

ち

は

、

、387
ま

か

り

け

る

時

に

ー

ま

か

り

け

る

時

に

、 

399
わ

か

れ

け

る

時

に

ー

わ

か

れ

け

る

に

、

411
く

れ

ぬ

ー

日

く

れ

ぬ

、 

41
か
へ
る

へ

ら

な

れ

—

^

へ

る

へ

ら

な

る41
よ

る

ー

よ

め

る
 

414
し

ら

山

を

よ

め

る

ー

し

ら

山

を

見

て

よ

め

る

、

420
お

は

し

ま_

^

く

さ

の

は

を

た

り

け

る

ー

お

は

し

ま

し

た

り

け

る

、
453
も

み

ち

は

を

|

草

の

は

を

、 

500
し

た

も

え

に

せ

む

ー

し

た

も

え

を

せ

む
57
こ

ひ

し

き

は
I

こ 

ひ

し

き

力

57
む

な

し

き

そ

ら

のI

む

な

し

き
力

ら

の

67
こ

の
 

う

た

ー

こ

の

う

た

は

、689
又

う

ち

の

た

ま
ひ
め
—
又

は

う

ち

の

た

ま
 

ひ
め
、
705
ふ

み

つ

か

は

せ

る

ー

ふ

み

つ

か

は

せ

り

け

る

、

731
ふ

る
 

人

み

れ

は

|

ふ

る

日

と

な

れ

は

、
746
わ

す

る

、

こ

と

も

ー

わ

す

る

、 

時

も

、

790
あ

ひ

し

り

て

侍

け

る

ー

あ

ひ

し

れ

り

け

る

、
835
は

か

な
 

き

よ

を

は

ー

は

か

な

き

よ

を

も

、838
身

ま

か

り

に

け

る

時

丨

身

ま

か
 

り

に

け

る

時

に

、
859
こ

、
ち

の

ー

こ

、

ち

、
885

斎
院
丨

斎
院
を

、 

907
よ

ろ

つ

よ

か

け

て

ー

よ

ろ

つ

よ

か

ね

て

、

919
お

は

し

た

り

け

る
 

日

—

お

は

し

ま

し

た

り

け

る

日

、930
田

む

ら

の

御

時

|

田

む

ら

の

御
 

時

に

、

962
つ

の

く

に

の

ー

つ

の

く

に

、

腦

み

か

き

も

り

と

の

へ

も
 

る

身

の

ー

み

か

き

よ

り

と

の

へ

も

る

身

の

、

同

身

な

か

ら

も

ー

身

な
 

か

ら

に

、
M 

哥
よ

ま

せ

た

ま

う

け

る

—

よ

ま

せ

た

ま

う

け

る

、

顧 

こ

の

哥
は
I
こ

の

哥



本
書
の
書
写
面
は
輻
輳
し
て
お
り
、
右
に
挙
げ
た
箇
所
の
多
く
に
、
訂 

正
や
校
異
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
寂
恵
が
い
ず
れ
を
本
行
本
文
と
認 

識
し
て
い
た
の
か
判
別
し
難
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
そ
も
そ
も
、
当
時
、
 

校
本
作
成
と
い
、っ
観
念
が
存
在
し
た
か
も
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
、
諸 

本
と
の
校
異
が
相
当
綿
密
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
本
書
に
お 

い
て
、
本
文
系
統
を
意
識
し
た
上
で
、
本
行
本
文
を
こ
れ
と
す
る
認
識
が 

全
て
の
箇
所
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
た
か
も
疑
問
で
あ
り
、
あ
ま
り
細
部
に 

こ
だ
わ
る
の
は
得
策
で
は
な
い
。

と
も
あ
れ
、
本
書
に
は
貞
応
ニ
年
本
と
異
な
る
箇
所
が
時
折
認
め
ら
れ 

る
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
よ
ぅ
に
、
弁
別
の 

基
準
と
な
る
箇
所
で
は
、
本
書
は
こ
と
ご
と
く
と
言
つ
て
よ
い
程
貞
応
ニ 

年
本
の
特
徴
を
具
え
て
お
り
、
貞
応
ニ
年
本
と
断
定
し
て
差
支
え
な
い
。

な
お
、
久
曽
神
氏
が
問
題
と
さ
れ
た
仮
名
序
に
「あ
さ
か
や
ま
」
の
歌 

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
明
確
な
解
答
は
な
い
が
、
次
の
よ
ぅ 

に
考
え
る
。

本
書
に
は
、
「あ
さ
か
や
ま
」
の
歌
は
存
す
る
が
、
書
入
の
形
態
を
と
つ 

て
い
る
。

一
方
、
嘉
禄
本
原
本
に
お
い
て
は
「あ
さ
か
山
」
の
歌
は
為
兼
の
意
見 

に
従
っ
て
為
家
に
よ
っ
て
後
か
ら
書
き
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
伊
達
家
本
に

お
い
て
は
、
為
兼
に
よ
っ
て
同
様
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
、
本

書

は

「あ
さ
か
や
ま
」
歌
の
書
き
入
れ
形
式
が
嘉
禄 

本
、
伊
達
家
本
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
嘉
禄
本
で
あ
ろ
ぅ
と
す
る
見
解 

も
生
じ
る
の
で
あ
る
が
、
本
文
比
較
上
、
嘉
禄
本
で
は
あ

り

え

な

い

こ

と
 

は
、
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。

す
る
と
、
本

書

の

「あ
さ
か
や
ま
」
の
歌
は
底
本
に
は
な
く
校
合
に
よ
つ 

て
書
き
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。
筆
跡
は
明
ら
か
に
前 

後
と
同
筆
で
あ
る
か
ら
、
後
人
の
所
為
な
ど
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

当
時
、
「あ
さ
か
や
ま
」
の
歌
の
有
無
は
一
部
の
人
々
の
間
で
問
題
と 

な
つ
て
お
り
、
「あ
さ
か
や
ま
」
歌
の
存
す
る
伝
本
も
流
布
し
て
い
た
こ 

と
は
為
兼
が
伊
達
家
本
の
奥
書
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
寂 

恵
も
そ
れ
を
知
っ
て
、
本
書
に
後
か
ら
書
き
加
え
た
の
で
は
あ

る

ま

い

か
。
 

た
だ
、
そ
の
場
合
に
本
書
の
「あ
さ
か
や
ま
」
歌
に
何
の
注
記
も
な
い
の 

は
不
審
で
あ
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
「あ
さ
か
や
ま
」
歌
の
書
き
入
れ
は
、
寂
恵
を
含
め 

そ
れ
以
前
の
何
人
か
が
一
度
行
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
経
緯
が 

解
明
さ
れ
な
く
と
も
、
本
書
が
貞
応
ニ
年
本
で
あ
る
こ
と
に
は
関
係
な
い
。

さ
て
、
本
書
に
施
さ
れ
て
い
る
校
合
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
の
考
察 

が
あ
る
。
清
輔
本
が
永
治
ニ
年
奥
書
本
、
俊
成
本
が
建
久
ニ
年
奥
書
本
で



あ
る
こ
と
は
指
摘
が
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
拙
著
で
も
追
認
作
業
を
行
つ 

た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
で
は
、
「師
本
」
「為
本
」
と

す

る

校
異
が
あ
り
、
そ

の

性
格 

に
つ
い
て
諸
家
の
考
察
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
為
氏
の
加
証
奥
書
と
の
関 

係
も
注
目
さ
れ
る

と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
、
該
当
箇
所
を
一
覧
す
る
。
今
回
も
傍
書
に
よ

る

校
異
を
、
本
文
— 

傍
書
書
入
れ
、
の
形
で
示
す
も
の
と
す
(
¥

「師
本
」
と
す
る
の
は
次
の
筒
所
で
あ
る
。

94
春
の
哥
と
て
よ
め
る

I
は
な
師
本

159

題
し
ら
ず
ー
題
シ
ラ
ズ
、
冷
本
有
、
俊
本
有
、
師
本
无
、
但
若
被
こ 

書
落I

歟

248
仁
和
の
み
か
ど
の
ー
師
无
(
「
の
」
の
校
異
)

J

衍} 

t

385
さ
け
た
ぅ
び
け
る
に
に
—
つ
い
で
俊
師
有
レ
之
^
に
」
の
校
異
)
 

387
ま
か
り
け
る
時
に
ー
師
無 

420
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
ー
師
无

453
も
み
ぢ
ば
を
—
く

さ

の

は

を
俊
、
師
本
同
、
為
本
同
、
可
レ

用 

463
秋
く
れ
ど
ー
ば
為
本
、
師
同 

500
し

た

も

え

に

せ
む
—
を
俊
、
ヲ
師
、
ニ
清
 

745
い

そ

ぎ

。

—

て

俊

、

師

説

844

こ
ろ
も
の
そ
で
の
ー
は
師
本
へ
「
師
説
」

の

「
説
」
を
す
り
消

し

、 

「
本
」
に
改
む
)

854

ち
ゝ
の
侍
け
む
時
に
ー
(右
傍
)

る

(
朱

力

)
、

(
左

傍

)
師
本 

(師

本

は

「
む
」

の
意
)

892
(左
注
補
記
)
お
い
ぬ
れ
ば
師
本

907
ょ

ろ

づ

ょ

か

け

て

—

ね

て

師

本

(
「
け

て

」

の

校

異

)

961
な

が

さ

れ

て

—

師

無

た

(
朱

力

)

970
か

し

ら

お

ろ

し

て

ー

ニ

為

本

、

師

同

(
「
て

」

の

校

異

)

続
い
て
、
「為
本
」
と
す
る
も
の
を
掲
げ
る
。

80
わ
づ
ら
ひ
け
る
時
に
—

ニ
為
本
无

134
亭
子
院
の
哥
合
に
ー
の
俊
、
可
レ
用
レ
之
歟
(朱

)
、
清
、
の
為
本

"

朱

)

144
い

そ

の

か

み

で

ら

—

神

為

本
 

167
す

へ

じ

と

ぞ

お

も

ふ

—

へ

為

本

同
 

168
か

た

へ

す

ぐ

し

き

ー

へ

為

本
 

249
文

屋

や

す

ひ

で

—

室

為
 

275
お

も

ひ

し

は

な

を

ー

き

く

為

本
 

349
み

ち

ま

が

ふ

が

に

ー

ど

為

本

438
い

ま

そ

の

や

ま

を

ー

ヤ

マ

ノ

ヲ

俊

、

ヤ

マ

ノ

ヲ

定

家

自

«

ゑ

氏

卿
 

進
こ
将
軍

I

本



445

文

屋

—

室

為

本

453

も
み
ぢ
ば
を
—
く
さ
の
は
を
俊
、
師
本
同
、
為
本
同
、
可
レ

用 

(前
出
)

463

秋
く
れ
ど
ー
ば
為
本
、
師

同

(前
出
)

598
ふ

り

い

で

、

な

く

ー

デ

ッ

、

ナ

ク

(
以

上

付

箋

>

為

本

同

レ

之
 

966
清

樹

—
清

為

本

970
か

し

ら

お

ろ

し

て
ー
ニ
為
本
、
師

同

(前
出
)

腿
藤
原
か
ね
す
け
の
朝
臣
丨
朝
臣
无
(以
上
付
箋
)
、
為
本
无 

顧

平

貞

文

—
定
為
本

「師
本
」
「為
本
」
に
か
か
わ
る
注
記
は
以
上
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
関 

係
あ
る
か
に
思
え
る
注
記
と
し
て
な
お
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

79
(作
者
ナ

シ

に

注
)
此
哥
證
本
等
不
レ
書
ニ
別
作
者
(
然
者
貫
之
哥 

歟
丨
京
黄
自
筆
(
「
證
本
」
の
注
)

170

か
は
せ
う
よ
う
—
エ
定
本
(
「
よ
」
の
校
異
)

さ
て
、
以
上
の
校
異
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
 

三
条
西
、
久
曽
神
両
氏
に
も
説
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
導
か
れ
て
、
少
し
く 

考
察
す
る
。

ま
ず
、
453
463
970

の
三
箇
所
に
ぉ
ぃ
て
「師
本
」
と

「為
本
」
が
並
ん
で 

あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
本
が
別
の
本
と
し
て
認
識
さ
れ
て
レ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
、
438

に

「定
家
自
筆
為
氏
卿
進
ニ
将
軍
ー
本
」
と
い
ぅ
本
が
見
え
て 

い
る
が
、
こ
れ
が
「為
本
」
と
同
一
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
本
は 

定
家
自
筆
で
為
氏
が
将
軍
(宗
尊
親
王
)
に
た
て
ま
つ
っ
た
本
と
の
こ
と 

で
あ
る
が
、
438

第
四
句
が
「
い
ま
ぞ
や
ま
の
を
」
と
あ
る
と
い
ぅ
。
こ
れ 

は
定
家
本
が
通
常
「
い
ま
ぞ
の
や
ま
を
」
と
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
珍
し 

い
本
文
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
「為
本
」
と
同
一
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 

「為
本
」
が
何
の
略
号
か
も
不
明
で
あ
る
。
本
書
に
為
氏
の
加
証
奥
書
が 

あ
る
こ
と
か
ら
、
為
氏
本
の
略
か
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
他

に

「師
本
」
 

と
い
ぅ
の
が
あ
り
、
こ

の

「
師
」
が
必
ず
し
も
為
氏
に
は
限
ら
な
い
と
し 

て
も
、
大
変
ま
ぎ
ら
わ
し
い
。

ま
た
、
建
長
八
年
奥
書
本
に
見
え
て
い
る
「氏

本

(
為
氏
本
ご
と
比 

較
す
る
と
、
そ
の
注
記
す
る
箇
所
が
全
く
異
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「師
本
」 

と

「氏
本
」
と
を
比
べ
て
も
同
様
で
あ
る
。
建
長
八
年
奥
書
本
が
貞
応
元 

年
十
一
月
廿
日
奥
書
本
を
、
弘
安
元
年
奧
書
本
で
あ
る
本
書
が
貞
応
ニ
年 

七
月
廿
一
日
奥
書
本
を
そ
れ
ぞ
れ
底
本
に
し
て
い
る
こ
と
を
#
^
し
て
も
、
 

r

師
本
」
や

「為
本
」
が

「氏
本
」
と
同
一
本
と
は
到
底
思
え
な
い
。
従
っ 

て
、
「師
本
」
の

「師
」
や

「為
本
」
の

「為
」
が
為
氏
を
さ
す
と
は
簡



単
に
は
言
え
な
く
な
る
。
そ
も
そ
も
、
本
書
の
奥
書
を
素
直
に
読
め
ば
、
 

寂
恵
は
為
氏
に
證
本
を
借
り
て
書
写
し
、
為
氏
に
加
証
し
て
も
ら
っ
た
か 

に
思
え
る
の
に
、
本
文
中
に
為
氏
本
と
の
校
異
が
あ
る
と
い
、っ
の

も
不
審 

で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
「師
本
」
「為
本
」
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「師
本
」
と

「為
本
」
の
校
異
箇
所
を
在
来
の
定
家 

本
と
比
較
す
る
(確
実
に
比
較
出
来
る
の
は
貞
応
ニ
年
本
、
嘉
禄
ニ
年
本
、
 

伊
達
家
本
の
み
)
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

既
に
久
曽
神
氏
が
「師
本
」
が
嘉
禄
本
に
近
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い 

る
一
が
、
更
め
て
比
較
し
て
み
る
と
、
「師
本
」
と
注
記
の
あ
る
十
六
箇
所 

中
、
970
を
除
く
十
五
箇
所
が
ー
致
す
る
(ち
な
み
に
、貞
応
本
は
六
箇
所
、
 

伊
達
家
本
は
十
箇
所
が
ー
致
)
。
ま
た
、
970
は

「
ニ
」
文
字
は
不
鮮
明
で
、
 

ま

た

「
に
」
と
す
る
本
文
は
定
家
本
と
し
て
不
審
で
あ
り
、
何
ら
か
の
誤 

り
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
久
曽
神
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
 

「師
本
」
は
嘉
禄
本
の
可
能
性
が
高
い
。
久
曽
神
氏
は
「
師
本
」

が
嘉
禄 

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
証
奥
書
の
人
物
を
ニ
条
家
以
外
に
求
め
ら
れ
た 

の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
の
認
め
難
い
こ
と
は
既
述
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
方
、
「為
本
」
の
校
異
箇
所
を
比
較
し
て
み
る
と
、
十
七
箇
所
の
中
、
 

一
致
す
る
も

の

十
二
箇
所
、

一
致
し
な

い

も

の

五
箇
所
と
な

り

、

「師
本
」

に
は
及
ば
な
い
が
、
こ
ち
ら
も
嘉
禄
本
に
一
致
す
る
場
合
が
多
い
(貞
応 

本
は
五
箇
所
、
伊
達
家
本
は
九
箇
所
が
一
致
)
。
「師
本
」
と

「為
本
」
の 

校
異
箇
所
は
三
箇
所
し
か
重
複
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ 

嘉
禄
本
に
高
い
一
致
率
を
有
す
る
と
言
っ
て
も
、
厳
密
な
校
異
が
示
さ
れ 

て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
は
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
が
、
「師
本
」
「為 

本
」
(特
に
前
者
)
が
嘉
禄
本
に
近
い
こ
と
は
指
摘
出
来
ょ
う
。

校
異
に
関
し
て
は
種
々
の
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
、
奥
書
と
の
関
連
で
も 

な
お
考
え
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
点
は
後
に
も
う
一
度
採
り
上
げ 

る
こ

と

と

し
、
次
に
注
釈
に
関
わ
る
書
入
を
検
討
す
る
。

本
書
の
書
入
は
複
雑
多
岐
に
亙
っ
て
お
り
、
底
本
で
あ
る
貞
応
ニ
年
本 

が
本
来
持
っ
て
い
た
定
家
の
勘
物
(朱
合
点
で
区
別
す
る
)
や
声
点
の
他 

に
様
々
の
書
入
が
あ
る
。
俊
成
本
、
清
輔
本
、
「師
本
」
、
「
為
本
」
等
諸 

本
と
の
校
異
、
清
輔
本
の
勘
物
(合
点
の
移
写
を
含
む
)
、
『古
今
和
歌
集 

目
録
』
と
酷
似
す
る
作
者
注
の
書
入
が
特
に
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ 

ら
は
、
い
ず
れ
も
事
実
の
考
証
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
本 

書
に
は
注
釈
の
書
入
が
あ
る
。

清
輔
本
や
顕
昭
本
で
は
勘
物
は
事
実
の
注
記
や
考
証
に
限
ら
れ
、
ご
く 

一
部
に
解
釈
に
関
わ
る
注
記
も
あ
っ
た
が
、
本
書
の
ょ
う
に
大
量
の
注
釈 

が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
当
時
あ

ま

り

例
を
見
な
い
。
た
だ
し
、
寂



恵
の
場
合
、
建
長
八
年
奧
書
本
に
既
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
芽
生
え
て
い 

る
か
に
思
え
る
。

さ
ら
に
、
稿
者
が
か
つ
て
検
討
を
加
え
た
内
裏
切
第
一
種
も
、
『
顕
注 

密
勘
』
や

『
顕
昭
古
今
集
注
』
に
似
た
注
を
書
き
入
れ
た
古
今
集
伝
本
で 

あ
る
。
内
裏
切
第
一
種
の
書
写
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
鎌
食
中
期
こ 

ろ
と
考
え
ら
れ
、
本
弘
安
元
年
奥
書
本
と
い
ず
れ
が
年
代
的
に
遡
る
か
に 

わ
か
に
判
断
し
難
い
。

こ

う

し

て

見
る
と
、
本
書
の
大
量
書
入
は
珍
し
い
事
例
で
は
あ
る
が
、
 

時
運
の
流
れ
と
し
て
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
か
つ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
本
書
の
注
釈
的
書
入
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

ま
た
、
為
氏
が
加
証
奧
書
で
— |'
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
」
た
と
す
る
こ
と 

と
の
関
係
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
考
察
を
加
え
ら
れ
た
の
は
三
条
西
氏
で
あ
る
。

三
条
西
氏
は
注
釈
の
中
に
は
清
輔
本
の
勘
物
を
直
ち
に
転
写
し
た
も
の 

が
相
当
多
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
上
で
、
「中
に
は
寂
恵
が
自
ら
既
往
の 

研
究
書
を
繙
い
て
、
そ
の
従
ふ
べ
き
を
記
入
し
た
と
考
へ
ら
る
ゝ
も
の
も 

多
々
あ
る
。
」
(解
説
29
頁
)
と
さ
れ
、
次
の
例
を
挙
げ
ら
れ
た
。
 

「
い
ざ
ゝ
く
ら
」
(卷
ニ
、
77
)
の
注

僻
云
、

一

サ

カ

リ

ス

ギ

ナ
バ
人
ニ

ウ

キ

メ

コ
ソ
ミ
ェ

メ

サ

ク

ラ

ノ

ヤ

ウ
ニ
ワ
レ
モ
チ
リ
ナ
ム
ト
イ
へ
ル
、
サ
セ
ル
フ
カ
キ
心
モ
ナ
シ
、
コ

(マ
マ
)

レ
ヲ
イ
ト
サ
カ
リ
ト
ハ
文
字
ヲ
カ
キ
タ
ガ
へ
タ
ル
本
ヲ
ミ
ツ
ケ
テ
最 

字
ヲ
釈
ス
ル
説
、
不
レ
可
レ

用 

『僻
案
抄
』
(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、

311
頁
)

ひ
と
さ
か
り
す
ぎ
な
ば
人
に
ぅ
き
め
こ
そ
み
え
め
、
さ
く
ら
の
や
ぅ 

に
、
我
も
ち
り
な
む
と
い
へ
る
、
さ
せ
る
ふ
か
き
心
も
な
し
。
こ
れ

に

つ

き

て

イ

を
い
と
さ
か
り
と
、
い
文
字
か
き
た
が
へ
る
本
を
見
つ
け
て
、
最
と 

釈
す
る
説
、
不
レ
可
レ
用
。
(後
略
)

「
ひ
と
り
の
み
」
(卷
四
、
236
)
の
注

奥
、
夕
、'、
ヒ

ト
リ
ナ
ガ
メ
キ
タ
ル
ヨ

リ

ハ
女
郎
花
ヲ
ゾ
ヤ
ド
ニ
ウ

へ
 

テ
ミ
ル
べ
カ
リ
ケ
ル
ト

ヨ

メ
リ
、
女
ニ
ヨ
ソ
フ
ル
物
ナ
レ
バ
ヒ

ト
リ 

ズ
ミ
ス
ル
ヨ

リ

ハ
ト

ヨ

メ
ル
ナ
リ

『奧
義
抄
』
(
日
本
歌
学
大
系
卷
一
、
323
頁
)

是
は
唯
ひ
と
り
わ
が
詠
居
た
る
よ
り
も
、
を
み
な
へ
し
を
ぞ
や
ど
に 

、っ
東
て
見
る
ベ
か
り
け
る
と
よ
め
り
。
女
郎
花
は
女
に
よ
そ
ふ
る
も 

の
な
れ
ば
、
ひ
と
り
ず
み
す
る
よ
り
は
と
よ
め
る
な
り
。
 

「
し
ぬ
る
い
の
ち
」
(卷
十
ニ
、

568
)
の
注

密
、
玉
ノ
ヲ
ト
ハ
命
ヲ
イ
フ
ト
フ
ル
ク
イ
ヘ
リ
、
夕
マ
ハ
タ
マ
シ
ヒ 

ナ
レ
バ
命
ハ
タ
マ
シ
ヒ
ヲ
夕
モ
テ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
世
間
ノ
タ
マ
ヲ
モ



緒

ニ
イ
ノ
チ
ッ
ラ
ヌ
キ
テ
チ
ラ
サ
ヌ
ニ
ョ
ソ
へ
テ
イ
フ
、
万
葉
ニ
、
 

ア
フ
コ
ト
ハ
タ
マ
ノ
ヲ
バ
カ
リ
、
ナ
ド
イ
ヒ
夕
レ
バ
ホ
ド
ナ
シ
ト
イ 

フ
ト
キ
コ
ユ
、
夕
'、、
シ
バ
シ
ナ
ド
イ
フ
モ
同
心
欺
、

マ
コ
ト
ノ
玉
ノ 

緒
ト
ョ
メ
ル
哥
モ
ア
リ
、
敦
隆
モ
部
類
ニ
ハ
雑
物
ニ
入
タ
リ
、
玉
緒 

ニ
ア
マ
タ
ノ
、七
ア
リ
ト
シ
ル
ペ
シ
玉
ノ
ヲ
ノ
ミ
シ
カ
シ
ト
モ
ナ
ガ 

シ
ト
モ
ミ
ダ
ル
ト
モ
ョ
ミ
タ
リ
、
ウ
タ
カ
タ
モ
夕
マ
ユ
ラ
モ
二
様
ア 

ル
ガ
ゴ
ト
シ
、
又
年
ノ
ヲ
イ
キ
ノ
ヲ
ワ
カ
レ
ノ
ヲ
ウ
レ
へ
ノ
ヲ
ナ
ド 

ハ
モ
ノ
ニ
ツ
ラ
ヌ
カ
ネ
ド
イ
ヘ
ル
事
モ
ア
リ

『顕
注
密
勘
』
(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
211
頁
)

玉
の
緒
と
は
命
を
い
ふ
と
、
ふ
る
く
い
へ
り
。
玉
は
た
ま
し
ひ
な
れ 

ば
、
命
は
た
ま
し
ひ
を
た
も
て
る
物
な
れ
ば
、
世
間
の
玉
を
も
緒
に 

て
貫
て
ち
ら
さ
ぬ
に
よ
そ
へ
て
い
ふ
な
る
べ
し
。
万
葉
に
、
あ
ふ 

事
は
玉
の
緒
ば
か
り
な
ど
云
た
れ
ば
、
無
レ
程
と
い
ふ
と
き
こ
ゆ
。
 

たv

し
ば
し
な
ど
云
も
同
心
歟
。
ま
こ
と
の
玉
緒
と
よ
め
る
歌
も
あ 

り
。
敦
隆
も
部
類
に
は
雑
物
に
入
た
り
。
玉
の
を
に
あ
ま
た
の
心
あ 

り
と
知
べ
し
。
玉
の
緒
み
じ
か
け
れ
ど
も
、
な
が
し
と
も
よ
み
た
り
0
 

玉
の
緒
の
み
だ
る
と
も
よ
み
た
り
。
う
た
か
た
も
、
た
ま
ゆ
ら
も
、
 

二
様
あ
る
が
ご
と
し
。
又
年
の
緒
、
い
き
の
を
、
わ
か
れ
の
緒
、
、つ 

れ
へ
の
緒
な
ど
は
、
物
に
つ
ら
ぬ
か
ね
ど
も
、
い
へ
る
事
も
あ
り
。

所
存
一
同
。

こ

れ

ら

を

見
る
と

、

出
典
に
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

な
お
一
言
す
る

と

、

「密
」
と
あ
る
が
実
際
は
顕
注
で
あ
る
。
本
書
の
引 

用
は
次
に
述
べ
る
部
分
も
含
め
、
顕
注
と
密
勘
を
そ
れ
ぞ
れ
、
顕
昭
注
、
 

定
家
密
勘
と
区
別
し
て
扱
つ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
よ
ぅ
に
出
典
を
明
記
し
た
注
釈
は
少
な
く
、
 

大
半
の
注
釈
は
出
典
を
記
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
出
典
の
な
い
注
釈
を
三 

条
西
氏
は
「聞
書
」
と
称
さ
れ
、
次
の
よ
ぅ
に
述
べ
ら
れ
た
。

此
の
種
の
書
入
は
、
是
を
聞
書
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

少
く
と
も
前
節
で
述
べ
た
も
の
(出
典
を
明
記
す
る
注
釈
〈
引
用
者 

注
〉
)
と
同
一
の
も
の
で
は
な
く
、
誰
か
の
講
義
を
記
入
し
た
も
の 

と
す
る
方
が
妥
当
と
思
ふ
。
さ
、っ
考
へ
る
事
が
許
容
せ
ら
る
、
な
ら 

ば
、
此
の
種
の
書
入
は
恐
ら
く
諸
書
入
中
で
最
も
価
値
多
き
も
の
と 

云
へ
る
。
蓋
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
古
今
集
の
聞
書
——

註
釈
が
可 

な
り
あ
る
べ
き
事
は
、
註
釈
書
中
の
略
号
に
拠
つ
て
知
ら
れ
る
が
、
 

其
の
現
存
す
る
も
の
に
至
つ
て
は
寥
々
た
る
感
が
あ
る
。
故
に
寂
恵 

本
に
よ
つ
て
当
期
に
な
さ
れ
た
聞
書
が
、
今
日
一
つ
で
も
多
く
見
ら 

る
ゝ
事
は
慶
ば
し
い
。
そ
れ
は
学
統
を
迪
る
上
に
、
従
つ
て
学
説
の



展
開
を
観
る
上
に
も
、
実
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
併
し
此
処
に
こ 

の
聞
書
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か
は
明
瞭
で
な
い
が
、
先
き
に
述
べ
た 

あ
の
證
言
(加
証
奥
書
を
さ
す
〈引
用
者
注
〉
)
が
存
在
す
る
以
上
、
 

こ
の
聞
書
と
證
言
と
は
無
関
係
視
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
其
処
に 

は
密
接
な
る
関
係
が
あ
つ
た
事
を
予
想
す
る
。
即
ち
こ
の
聞
書
を
聴 

い
た
結
果
と
し
て
あ
の
證
言
を
得
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
そ
し 

て
若
し
あ
の
證
言
を
為
氏
の
も
の
と
仮
定
す
る
事
が
許
さ
れ
る
な
ら 

ば
、
従
つ
て
此
の
聞
書
に
見
ゆ
る
処
は
為
氏
の
説
と
し
て
取
扱
は
れ 

得
る
で
あ
ら
ぅ
。
(解
説
33
丨
34
頁
)

三
条
西
氏
は
慎
重
で
あ
る
か
ら
、
「為
氏
の
説
」
と
す
る
こ

と

に

つ

い 

て
は
、
す

ぐ

「何
処
迄
も
仮
説
に
よ

る

推
論
で
あ
る
」
と

さ

れ

る

が
、
加 

証
奥
書
が
為
氏
の
も
の
と
明
ら
か
に
な
っ
た
現
在
で
は
、
十
分
可
能
性
の 

あ
る
推
論
で
あ
る
。

三
条
西
氏
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
 

「
く

る

と

ぁ

く

と

」

(
卷

ー

、45

)
の
注

日

ノ

ク

レ

ヨ

ノ

ア

ク

ル

也

、

メ

カ

レ

ヌ
ハ
目
モ
ハ
ナ
夕

ヌ

也

、

ヨ

ガ
 

レ

ト
ハ
人
ノ

コ

□
様
ヲ

イ

フ

、
人
マ

ハ
人
ノ

ミ

ヌ

ア

ヒ

ダ

ヲ

イフ
、
 

人
マ

ハ

カ

ル

ト

イ

フ
同
事
也

「
は
ぎ
が
は
な
」
(卷
四
、
224
)
の
注

現
在
ヲ

モ

ラ
ム
ト
ィ
ヘ
リ
、
他
門
ニ
ハ
、
ツ
ユ
ジ
モ
ト

ヨ

ミ

テ
シ
モ 

マ
ジ
リ
ナ
ル
露
ト
申
歟
、
庭
訓
ハ
、
ツ
ユ
シ
モ
ト

テ

夕

'
、
、両
種
ヲ

ィ
 

ヒ

ツ

、、、
ケ
タ
リ
ト
存
ズ
、
ム
ス
バ
ヌ
ホ
ド
ハ
露
也
、
結
バ
為
レ
霜
、
 

各
別
歟
、
万
葉
十
一
、
ユ
ケ
ド
^
^
ア
ハ
ヌ
モ
ノ
ユ
へ
久
方
ノ
ア
マ

(マ
マ
)

ツ
ユ
シ
モ
ヌ
レ
ニ
夕
ル
カ
モ

「
く
さ
ふ
か
き
」
(卷
十
六
、
846

)
の
注

仁

明

也

(以
上
別
時
書
入
れ
か
)
、
深
草
ノ
ミ
カ
ド
、
ハ
深
草
ノ
ミ 

サ

、
ギ
ニ
才
サ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
ユ
へ
ニ
申
、
ク
サ
フ
カ
キ
霞
ノ
夕
ニ 

ヤ
ガ
テ
フ
カ

ク

サ
ノ
ミ
サ
、
ギ
也
、
ミ
カ
ド
ノ
ウ
セ
給
ヲ
昇
霞
ト
テ 

カ
ス
ミ
ニ
ノ
ボ
ル
ト
申
セ
バ
カ
ス
ミ
夕
ニ
、
カ
ゲ
カ

ク

ス
ト
ソ
へ
ヨ 

メ
リ
、
又
三
月
廿
一
日
ニ
ウ
セ
給
タ
レ
バ
オ
リ
ニ
ツ
ケ
テ
霞
タ
ナ
ビ 

ク
谷
ト
ヨ
メ
ル
モ
カ

タ

ア
ヒ
カ
ナ
ヒ
テ
ヤ
、
テ
ル
ヒ

ノ

ク
レ
シ 

ケ
フ
ト
ハ
ソ
御
国
忌
ノ
日
ナ
レ
バ
ヨ
メ
ル
也
、
テ
ル
日
ト
ハ
オ
ホ
ヤ

(ヲ
)

ケ
ノ
申
也

こ
れ
ら
出
典
の
な
い
注
釈
的
書
入
が
、
為
氏
の
講
義
の
聞
書
で
あ
る
な 

ら
ば
、
殊
に
興
味
深
い
書
入
と
な
る
が
、
実
は
簡
単
に
そ
ぅ
言
ぅ
こ
と
は 

出
来
な
い
。
試
み
に
右
記
の
三
首
に
つ
い
て
『顕
注
密
勘J

を
あ
げ
て
み 

よ

う

。



「く
る
と
あ
く
と
」
の

注

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
147
頁
)

く
る
と
あ
く
と
は
、
日
の
く
れ
、
よ
の
あ
く
る
也
。
あ
け
く
れ
と
云 

も
、
夜
の
あ
け
、
日
の
く
る
、
也
。
目
か
れ
ぬ
物
を
と
は
、
目
も
は 

な
た
ぬ
と
云
。
夜
が
れ
と
云
も
、
人
の
こ
ぬ
を
云
。
人
の
中
の
た
ゆ 

る
を
も
か
る
と
云
。
人
ま
と
は
、
人
の
見
ぬ
あ
ひ
だ
を
云
、
人
ま
は 

か
る
と
云
、
同
詞
也
。

此
歌
の
事
一
同
。

「
は
ぎ
が
は
な
」
の

注

(
日
本
歌
学
大
系
別
巻
五
、

m
頁
)

露
じ
も
と
は
、
古
物
に
あ
き
の
霜
を
云
と
有
。
本
文
露
結
為
レ

霜
と 

い
ふ
心
歟
。
秋
の
つ
ゆ
じ
も
と
よ
み
、
つ
ゆ
じ
も
の
さ
む
き
ゆ
ふ
べ 

の
秋
風
な
ど
も
よ
め
り
。
秋
の
霜
と
も
い
は
れ
た
り
。
万
葉
に
、
露 

じ
も
の
け
や
す
き
い
の
ち
と
詠
に
、
挙
ニ
両
物
一
歟
。
不
審
也
。

他
門
に
は
露
じ
も
と
よ
み
て
、
霜
ま
じ
り
な
る
露
と
申
歟
。
庭
訓

(し
力
)

は
、
つ
ゆ
じ
も
と
て
、
只
両
種
を
云
つ
ぐ
け
た
り
と
^
:
ず
。
む
す

(各
力
)

ば
ぬ
程
は
露
也
。
結

ば

為

名

別

歟

。
万
葉
十
一
、

(し
力
)

ゆ
け
ど
-
^
あ
は
ぬ
い
も
ゆ
東
久
方
の
あ

ま

つ
ゆ
じ
も
に
ぬ
れ 

に
た
る
か
も

「く
さ
ふ
か
き
」
の

注

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
251

頁
)

深
草
の
御
門
と
は
、
深
草
の
陵
に
を
さ
め
奉
る
ゆ
東
に
申
ば
、
草
ふ

か
き
霞
の
谷
は
、
や
が
て
ふ
か
く
さ
の
御
陵
也
。
御
門
の
う
せ
給
を 

昇
霞
と
て
、
か
す
み
の
ぼ
る
と
申
せ
ば
、
霞
の
谷
に
か
く
す
と
よ
そ 

へ
た
り
。
又
三
月
廿
一
日
に
う
せ
給
た
れ
ば
、
を
り
に
つ
け
て
か
す 

み
た
な
び
く
谷
と
よ
め
る
も
、
か
た
'
^
^
あ
ひ
か
な
ひ
て
や
。
て
る 

日
の
く

れ

し

け

ふ
と
は
、
御
国
忌
の
日
な
れ
ば
、
よ
め
る
也
。
て
る 

日
と
は
、
お
ほ
や
け
を
申
也
。

此
心
露
顕
。

書

入

と

『
顕
注
密
勘
』
と
を
比
較
す
れ
ば
、
行
文
ま
で
ほ
と
ん
ど
同
一 

で
あ
る
。
し
か
も
、
顕
注
も
密
勘
も
区
別
せ
ず
等
し
な
み
に
用
い
て
い
る
。

三
条
西
氏
も
前
掲
の
書
入
注
と
『顕
注
密
勘
』
と
が
よ
く
似
て
い
る
こ 

と
に
は
気
づ
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
こ
れ
ら
を
寂
恵
の
聞
書 

と
す
る
立
場
を
と
ら
れ
、
「
即
ち
密
勘
と
六
卷
抄
と
の
間
に
介
在
し
て
、
 

其
の
展
開
過
程
を
物
語
る
も
の
が
寂
恵
の
聞
書
で
あ
る
と
解
し
得
る
で
あ 

ら
う
。」
(解
説
35
頁
)
と
さ
れ
た
。
こ

こ

に

『
六
卷
抄
』
が
あ
ら
わ
れ
た 

の
は
、
『六
卷
抄
』
は
行
乗
が
定
為
か
ら
、
ま
た
定
為
の
没
後
、
為
世
か 

ら
受
け
た
ニ
条
家
の
正
説
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、
為
氏
か
ら
の
聞
書
の
可 

能
性
の
あ
る
本
書
の
書
入
を
『六
卷
抄
』
と
比
較
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
 

『六
卷
抄
』
と
本
書
書
入
の
関
係
は
、
な
お
後
述
す
る
が
、
結
論
か
ら
言 

え
ば
、
さ
し
た
る
類
似
は
認
め
ら
れ
な
い
。



と
も
あ
れ
、
出
典
の
表
示
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
注
釈
的
書 

入
が
ど
の
注
釈
に
類
似
し
て
い

る

か

、

全
般
の
検
討
が
必
要
で
あ

る

。

そ 

の
結
果
を
次
に
示
す
。
諸
注
と
明
ら
か
に
一
致
す
る

場
合
の
み
で
な
く
、
 

一
部
に
同
様
の
言
い
回
し
が
含
ま
れ
て
い
る

場
合
も
数
に
入
れ
て
い

る

。 

ま
た
、
『顕
注
密
勘
』
と

『顕
昭
古
今
集
注
』
は
ニ
書
の
注
が
類
似
し
て 

い

る

た

め
、
両
者
と
極
め
て
近
い
、
あ

る

い

は

両
者
い
ず
れ
と
も
若
干
異 

な
る
、
と

い

う

場
合
が
し
ば
し
ば
あ

り

、

重
複
し
て
数
え
た
場
合
が
あ

る

。

上

帖

(巻
一
—
十
)

『僻
案
抄J

に

類

似

22
箇

所

 

『顕
注
密
勘
』
に

類

似

91
箇
所 

『
顕昭
古今
集注
』に

類

似

25
箇所
 

そ
の
他

『六
卷
抄
』
に
類
似 

6
箇
所 

『奥
義
抄
』
に
類
似 

4
箇
所 

『和
歌
童
蒙
抄
』
に
類
似 

2
箇
所 

『俊
頼
髄
脳
』
に
類
似 

1
箇
所 

『色
葉
和
難
集
』
に
類
似 

1
箇
所 

不

詳

88
箇

所

 

下

帖

(巻
十
一
丄
一
十
)

『僻
案
抄
』
に
類
似 

2
箇
所 

『顕
注
密
勘
』
に

類

似

144

箇
所 

『
顕昭
古今
集注
』に

類

似

10
箇所
 

そ
の
他

『能
因
歌
枕
』
に
類
似 

1
筒
所 

不

詳

19
箇

所

調
査
の
結
果
は
以
上
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
歌
ご
と
に
い
ず
れ
の
書 

と
同
一
も

し

く

は

類
似
し
て
い
る
か
を
一
覧
し
て
掲
げ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
 

そ
れ
を
し
な
い
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

紙
幅
が
な
い
の
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
本
当
の
理
由
は
、
歌
ご
と 

に
検
証
に
堪
え
る
程
厳
密
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

一
見 

し
て
出
典
が
明
ら
か
な
場
合
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
最
も
類
似
し
て
い
る 

力
と
ま
よ
つ
た
り
類
似
と
称
す
べ
き
力
否
力
判
断
に
ま
よ
ぅ
場
合
も
多 

く
、
そ
の
際
、
武
断
の
措
置
を
と
っ
た
例
も
多
い
。
従
っ
て
、
こ
の
数
字 

は
あ
く
ま
で
全
体
の
傾
向
を
見
る
た
め
の
も

の

と

考
え
ら
れ
た
い
。

ま
ず
、
上
帖
と
下
帖
に
分
け
て
掲
げ
た
理
由
で
あ
る
が
、
調
査
し
て
い 

く
ぅ
ち
に
、
傾
向
が
違
つ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

上
帖
に
お
い
て
は
種
々
の
書
が
出
典
と
な
っ
た
り
、
類
似
し
て
い
た
り 

す
る
の
に
対
し
、
下
帖
は
ほ
と
ん
ど
『顕
注
密
勘
』

一
種
に
集
中
し
て
お



り
、
出
典
未
詳
も
著
し
く
少
な
い
。

ま

た

、

上
帖
を

も

ぅ

少
し
細
か
く
見
る
と

、

『僻
案
抄
』

に
注
の
あ
る 

歌
は
そ
れ
に
よ
り
、
な
い
歌
は
『顕
注
密
勘
』
も

し
く
は
『顕
昭
古
今
集 

注
』
に
よ
る
場
合
が
多
い
よ
ぅ
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
今
の
と
こ
ろ
出
典
も
し
く
は
類
似
の
注
が
見 

当
ら
な
い
場
合
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ

の

他

『
六
卷
抄
』
や

『奥
義
抄
』
な
ど
、
関
係
を
期
待
さ
せ
る
書
が 

数
は
少
な
い
な
が
ら
も
順
当
に
あ
が
っ
て
い
る
。
勿
論
、

『
六
卷
抄
』

の 

成
立
は
本
書
の
書
写
年
代
よ
り
は
る
か
に
下
る
の
で
、
直
接
的
な
関
係
は 

も

と

よ

り

な

く

、
ニ
条
家
の
正
説
と
し
て
の
類
似
に
止
ま
る
も
の
で
、
同 

じ
く
類
似
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
、
『僻
案
抄
』
『顕
注
密
勘
』

『
顕
昭
古 

今
集
注J

と
は
そ
の
次
元
が
異
な
る
。

一
例
だ
け
挙
げ
て
み
る
。
 

「む
か
し
べ
や
」
(卷
三
、
163
)
の
注

ハ

ヤ

ク

ス

ミ

ケ

ル

ト

コ

ロ

ハ

モ

ト

ヨ

リ

ス

ミ

シ

所

ナ

リ
 

ム

カ

シ

べ

ト

ハ

タ

'、、

ム

カ

シ

ト

イ

フ

ニ

文

字

ノ

夕

ラ

ネ

バ

ム

カ

シ

べ
 

ト

イ

フ

ナ

リ

『願
昭
古
今
集
注
』
『顕
注
密
勘
』
注
な
し
。

『僻
案
抄
』
(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、

312
頁
)

む

か

し

べ

と

は

、

又

た◊ゝ

む

か

し

と

い

ふ

に

、

文

字

た

ら

ね

ば

、

む

か
し
べ
と
云
也
。

『六
卷
抄
』
(片
桐
洋
ー
氏
『中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
卷
三
、
410
頁
)
 

は
や
く
す
み
、
モ
ト
ス
ミ
シ
所
也
。

。
む
か
し
べ
や
、
昔
也
。
御
抄 

云
、
夕
、、、
昔
ト
云
ニ
文
字
タ
ラ
ネ
バ
「
ム
カ
シ
ベ
」
ト
云
也
云
々
。
 

(声
点
省
略
)

ま
た
出
典
未
詳
で
類
似
の
注
が
見
当
ら
な
い
も
の
と
し
て
、

一
、
ニ
例 

を
挙
げ
て
み
る
。

「き
み
が
た
め
」
(卷
ー
、
21
)
の
注 

源
作
女

或
物
云
、
ク
ソ
ニ
タ
マ
ハ
セ
ケ
ル
御
哥
ト
イ
ヘ
リ
、
ク
ソ
ハ
御
志
フ 

カ
ク
テ
寛
平
法
皇
ニ
モ
御
イ
ト
ヲ
シ
ミ
ア
レ
ト
オ
ホ
セ
ラ
レ
ヲ
カ
レ 

ケ
ル
也

ワ
カ
ナ
夕
マ
ハ
セ
ム
タ
メ
ニ
野
べ
ニ
イ
デ
、
ワ
カ
ナ
ツ
ム
ニ
衣
手
ニ 

雪
フ
リ
カ
、
リ
テ
サ
ム
キ
ニ
心
ザ
シ
ノ
フ
カ
サ
〔
ニ
〕
ヌ
レ
'
^
ツ 

ム
ゾ
ト
侍
リ

「
わ
が
ぅ
へ
に
」
(卷
十
七
、
863

)
の
注

基
俊
云
、
ワ
ガ
ウ
へ
ニ
ト
ヨ
メ
ル
ハ
ニ
条
后
ノ
御
事
タ
へ
ズ
オ
ボ
エ 

ケ
ル
ニ
タ
エ
イ

リ

テ
コ
ボ
ル
、
ナ
ミ
ダ
ヲ
、

サ

へ

テ

〔
ヨ

〕

メ
ル
ナ 

l
y

前
者
は
、r
ク
ソ
ニ
夕
マ
ハ
セ
ケ
ル
御
哥
」
、
後

者

は

「
ニ
条
后
ノ
御
事



夕
へ
、ス
オ
ボ
エ
ケ
ル
ニ
」
と
い
ず
れ
も
本
説
を
挙
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ 

れ
る
。
『
顕
注
密
勘
』
『
顕
昭
古
今
集
注
』
『僻
案
抄
』

は
こ
の
よ
う
な
注 

釈
は
ま
ず
行
わ
な
い
と
言
つ
て
よ
い
。
「
基
俊
云
」
と
す
る
も
の
は
他
に 

も
あ
る
。

「あ
れ
に
け
り
」
(卷
十
八
、

984
)
の
注

基

俊
云
、
ナ

ガ

ヲ

カ

ノ
伊
登
内
親
王
ノ

御

所
ニ

女
ド

モ

ア

マ

タ

ア

リ
 

ケ

リ

、

中

将

ノ

田

カ

ル

モ

ノ

ド

モ

ヲ

ミ

ム

ト

テ

シ

ア

リ

キ

ケ

ル

ヲ

コ
 

ノ

宮

ノ

ウ

チ

ノ

女

ド

モ

ア

ツ

マ

リ

キ

ケ

レ

バ

中

将

カ

ク

レ

ニ

ケ

リ

、 

阿

子

ガ

ョ

メ

リ

ケ

ル

ナ

リ

こ
れ
は
、
『伊
勢
物
語
』

の
歌
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
伊
登
内
親
王
の 

名
は
出
て
い
な
い
。
や
は
り
本
説
指
向
が
見
て
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
説
を
述
べ
る
注
は
全
体
か
ら
見
る
と
ご
く
僅
か
で
あ
る 

が
、
や
は
り
鎌
會
中
期
と
い
う
時
代
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
注
釈
的
書
入
は
ど

の

よ

う

な
性
格
の
も
の
と
考
え
た 

ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
、
為
氏
の
講
義
を
寂
恵
が
聞
書
し
た
と 

す
る
三
条
西
氏
の
説
を
紹
介
し
て
来
た
が
、
そ
れ
に
大
き
く
反
す
る
証
拠 

は
な
い
。
『
顕
注
密
勘
』
と

『僻
案
抄
』
が
重
用
さ
れ
る
一
方
、

そ
れ
以 

外
に
典
拠
の
明
ら
か
で
な
い
注
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
、

そ
の
中
に
は 

「基
俊
云
」
と
あ
る
も
の
も
あ
り
、
ほ
ぼ
御
子
左
家
の
説
に
沿
っ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。
出
典
未
詳
は
既
成
の
注
釈
書
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
 

講
義
に
基
づ
い
て
い
る
証
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
為
氏
の
加
証
奧
書
は 

そ
れ
を
証
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ

の

よ

う

に
書
入
注
を
為
氏
説
を
聞
書
し
た
も

の

と

す
る
説
は
有
力
で 

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
稿
者
は
こ
の
説
に
賛
同
す
る
こ

と

を

禱
躍
す
る
。
そ 

れ
に
つ
い
て
確
固
と
し
た
理
由
が
存
在
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
が
、
実
は 

そ
れ
ほ
ど
の
理
由
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
以
下
の
論
証
に
も
ど 

の
程
度
説
得
力
が
あ
る
か
不
安
が
あ
る
。

ま
ず
、
寂
恵
の
奥
書
に
あ
る
弘
安
元
年
十
一
月
と
い
う
時
期
に
、
為
氏 

が
寂
恵
に
こ
れ
ほ
ど
懇
切
丁
寧
な
古
今
集
講
義
を
行
う
時
間
が
あ
っ
た
の 

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
為
氏
が
続
拾
遺
集
を
亀
山
院
に
奏
覧
し
た
の
は 

同
年
の
十
二
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
こ
の
前
後
の
為
氏
と
寂
恵
の
動
静
に 

つ
い
て
は
久
保
田
氏
の
論
に
詳
し
い
が
、
『寂
恵
法
師
文
!

f

に
よ
れ
ば
、
 

寂
恵
が
為
氏
に
促
さ
れ
て
上
洛
し
た
の
は
こ
の
年
の
九
月
二
十
三
日
、
以 

後
度
々
書
状
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
寂
恵
が
こ
の
度
の
勅
撰
集
に
つ
い
て 

意
見
を
述
べ
る
こ
と
な
ど
も
あ
つ
た
。
こ
う
し
て
寂
恵
は
新
た
な
勒
撰
集 

へ
の
入
集
を
期
待
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
肝
心
の
際
に
は
疎
外
さ 

れ
た
か
の
ご
と
く
で
、
為
氏
か
ら
は
何
の
沙
汰
も
な
く
、
十
二
月
二
十
七



日
の
奏
覧
本
に
は
入
集
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
為
氏
と 

寂
恵
の
関
係
は
悪
化
し
、
寂

恵

が

『寂
恵
法
師
文
』
や

『寂
恵
法
S

語J

<
24
)

を
執
筆
す
る
原
因
と
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
両
者
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
為
氏
が
寂
恵
に
古
今
集
を
「
こ
ま 

か
に
よ
み
き
か
せ
」
た
の
は
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
前
後
の
ご
く
限
ら
れ 

た
時
期
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
続
拾
遺
集
撰
進
後
ゆ
っ
く
り
と
等
は
論 

外
で
あ
る
。
東
国
に
い
て
折
々
上
京
す
る
の
み
で
あ
る
寂
恵
に
為
氏
の
講 

義
を
受
け
る
機
会
が
度
々
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
逆
に
弘
安
元
年
よ
り 

何
年
も
遡
っ
た
時
点
で
の
講
義
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
に
加
証
し
た
と
も 

考
え
ら
れ
な
い
。
す
る
と
、
「
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
」
た
と
い
う
の
は
、
 

後
代
の
古
今
伝
受
の
よ
う
に
、
何
週
間
も
か
け
て
念
入
り
に
講
釈
す
る
よ 

う
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
寂
恵
本
の
拾
遺
集
に
も
為
氏
の
も
の 

と
思
わ
れ
る
同
様
の
加
証
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
本
に
は 

定
家
本
拾
遺
集
以
外
の
何
ら
の
書
入
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
勿 

論
、
現
存
の
寂
恵
本
拾
遺
集
は
為
氏
加
証
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
寂
恵 

自
筆
部
分
を
含
む
も
の
の
、
所验

転
写
本
で
ぁ
る
か
ら
、
為
氏
加
証
本
に 

は
古
今
集
の
よ
う
に
、
詳
細
な
為
氏
の
講
義
の
聞
書
が
書
き
入
れ
ら
れ
て 

い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
、
為
氏
は
古
今
集
の
み
な
ら
ず
、
拾

遺
集
の
講
義
に
も
時
間
を
割
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
期
は
弘
安 

元
年
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
そ
の
当
時
拾
遺
集
に
詳
細
な
講
義
(仮
に 

行
わ
れ
た
と
し
て
も
古
今
集
よ
り
簡
略
で
は
あ
ろ
う
が
)
が
行
わ
れ
た
か 

否
か
も
疑
問
が
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
前
後
に
、
勅
撰
集
撰
進
の
大
任
を 

負
っ
て
い
た
為
氏
に
、
寂
恵
に
詳
細
か
つ
丁
寧
な
講
義
を
行
う
時
間
的
、
 

精
神
的
余
裕
が
あ

っ

た

と

は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ

る

。

そ
れ
で
は
、
「
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
」
た
事
実
は
な
く
、
全
く
の
社 

交
辞
令
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
る
。

そ
も
そ
も
、
「
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
」
た

と

い

う

加

証

力

ら

後

代 

の
古
今
伝
受
ご
と
き
も
の
を
連
想
し
た
の
が
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

為
氏
は
手
元
の
貞
応
ニ
年
本
を
寂
恵
に
貸
し
与
え
て
転
写
さ
せ
、
自
ら 

初
め
か
ら
終
り
ま
で
読
み
聞
か
せ
、
清
濁
や
声
点
を
示
し
た
の
で
は
な
い 

か
。
こ
れ
な
ら
、
ニ
、
三
日
で
も
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
為
氏
が
加
証
し
た
時
点
で
は
寂
恵
本
古
今
集
(弘
安
元
年
奥 

書
本
)
に
は
定
家
本
そ
の
も
の
に
存
在
し
た
勘
物
と
声
点
し
か
書
き
入
れ 

ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
為
氏
が
寂
恵
に
三
代
集
全
て
を
「
こ
ま
か
に
よ 

み

き

か
せ
」
る

こ

と

も

あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
な
い
。



こ
ぅ
し
て
、
「
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
」
る
の
が
、
通
し
て
読
み
上
げ 

る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
と
、
今
度
は
寂
恵
本
の
有
す
る
書
入
の
ほ
と
ん
ど 

が
為
氏
の
本
に
す
で
に
存
在
し
、
寂
恵
は
そ
れ
を
全
て
写
し
取
っ
た
と
す 

る
見
解
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
寂
恵
本
の
書
写
面
を
見
れ 

ば
、
そ
の
本
文
と
書
入
が
数
日
乃
至
旬
日
の
間
に
一
気
に
書
写
さ
れ
た
と 

は

と

て

も

思
え
な
い
の

で

、

そ
の
可
能
性
は
少
な
い
と
考
え
る
。

な
お
、
寂
恵
本
の
書
入
は
概
ね
次
の
よ
ぅ
に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ア
•
貞
応
ニ
年
本
に
す
で
に
存
在
し
た
勘
物
や
声
点
。

ィ
•
注
釈
的
書
入
。

ゥ
•
俊
成
本
、
清
輔
本
等
と
の
校
合
。
清
輔
本
の
勘
物
の
転
記
。

『
古 

今
和
歌
集
目
録
』
に
よ
る
作
者
注
の
書
入
。
付
箋
、
貼
紙
の
類
は
こ
こ
に 

罵
す
る
。

注
釈
的
書
入
は
一
次
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
、
ァ 

i
ィ

i
ゥ
の
順
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
清
輔
本
と
の 

校
合
や
、
勘
物
の
転
記
が
為
氏
の
諒
解
の
下
で
な
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く 

い
。
イ
に
つ
い
て
も
為
氏
と
の
師
弟
関
係
を
離
れ
た
後
の
寂
恵
の
研
鑽
結 

果
を
示
す
と
考
え
た
方
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
は
多
分
に
推
測
を
交
え
た
考
察
で
あ
る
か
ら
、
確
論
と
は
な
し
難 

く
、
可
能
性
の
み
な
ら
、
時
間
が
不
足
し
た
の
で
、
為
氏
は
参
考
書

(
『僻
案
抄
』
『顕
注
密
勘
』
な
ど
)
ま
で
貸
し
与
え
て
書
き
入
れ
さ
せ
た 

と
か
、
途
中
ま
で
講
義
し
た
が
断
念
し
、
後
は
専
ら
『顕
注
密
勘
』
を
書 

き
入
れ
さ
せ
た
と
か
様
々
に
考
え
ら
れ
る
が
、
稿
者
が
最
も
可
能
性
が
高 

い
と
考
え
る
の
は
、
清
濁
、
声

点

を

「
こ
ま
か
に
よ
み
き
か
せ
」
た
と
す 

る
想
定
で
あ
る
。

今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
出
典
未
詳
の
注
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ 

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
先
の
問
い
の
答
え
も
得 

ら
れ
る
か
と
考
え
る
。

三
、
石

見

切

石
見
切
は
『新
撰
古
筆
名
葉
集
』
(安
政
五
年
權
)
に

「
安
倍
寂
恵 

石
見
切
四
半
古
今
哥
ニ
行
書
」
と
見
え
て
い
る
も
の
で
、
古
く
か
ら
伝 

称
筆
者
を
寂
恵
と
伝
え
て
い
た
が
、
前
章
の
弘
安
元
年
奥
書
本
の
出
現
に 

よ
っ
て
寂
恵
真
筆
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
久
曽
神
氏
は
著
書
の
中
で
石
見
切
を
と
り
上
げ
、
四
種
存
在 

す

る

と

述
べ
ら
れ

F
。
久
曽
神
氏
に
よ
れ
ば
、
四
半
切
で
、
毎
半
葉
九
行 

書
の
も
の
に
二
種
あ
り
、

一
は
注
記
の
著
し
い
も
の
、

一
は
注
記
が
全
く 

あ
る
い
は
ご
く
僅
か
し
か
な
い
も
の
、
他
は
四
半
切
每
半
葉
八
行
書
の
も 

の
と
六
半
切
の
も
の
、
以
上
計
四
種
で
あ
る
。



こ
の
中
、
六
半
切
は
ご
く
稀
ら
し
く
ほ
と
ん
ど
報
告
が
な
い
の
で
別
と 

し
て
、
四
半
切
三
種
に
つ
い
て
は
ッ
レ
か
別
種
の
切
か
、
仮
に
別
種
の
切 

と

し

て

も

そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
を
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
結
局
、
 

出
来
る
だ
け
多
く
の
切
を
集
成
す
る
よ
り
な
い
。

そ
の
集
成
を
初
め
て
大
規
模
に
行
っ
た
の
が
『古
筆
学
大
成
』
第
五
巻 

で

あ

る

。

そ
こ
で
は
模
写
を
含
め
て
二

十

五
枚
の
石
見
切
が
掲
げ
ら
れ
て 

い

る

。

全
て
四
半
切
で
、
先
の
三
種
の
別
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な 

V
そ
の
後
も
石
見
切
の
紹
介
は
な
さ
れ
て
お
り
、
特
に

久

曽

神

昇

氏

『古 

筆

切

影

印

解

説
I

古
今
集
編

J 

(平
7
刊
)
に
は
一
挙
に
六
枚
の
石
見 

切
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

近
時
の
集
成
の
成
果
と
し
て
は
、
小

林

強

氏

「
『古
筆
学
大
成
』

4
巻 

及
び
5
巻

関

係

•
『古
筆
学
大
成
』
未
所
収
の
主
要
伝
称
筆
者
関
係
の
古 

今
集
切
一
覧
稿
」
(
「自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
」
8
平

12
.
10
)
に
石
見
切

の
集
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
古
筆
切
に
不
案
内
な
稿
者
は
小
林
氏
の
調
査

(27
)

に
拠
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と

と

す
る
。

小
林
氏
の
調
査
に
よ
り
、
従
来
漠
然
と
二
種
以
上
あ
る
ら
し
い
と
言
わ 

れ
て
来
た
石
見
切
が
複
数
種
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。

つ
ま
り
重
出
部
分
が
、
そ
れ
も
三
箇
所
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。

第
ー
は
、
久
曽
神
氏
蔵
の

703
下
句
丨

705
詞

書

と

『慶
安
手
鑑
』

の
703
丨 

704
の
重
複
、
第
ニ
は
、
久
曽
神
氏
蔵
の
721

和
歌
I

724
作

者

とM

O

A

美
術 

館
蔵
の

723
和
歌
—

725
の
重
複
、
第
三
は
、
高
城
弘
ー
氏
蔵
の
1
丨
809
詞
書 

と
岩
国
吉
川
家
蔵
の

807
—
1
作
者
の
重
複
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
重
複
部
分 

に
字
配
り
や
字
母
の
違
い
が
あ
り
、
別
の
切
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ 

る
0こ

の

、
つ

ち

、第
一
の
場
合
は
片
方
が
『慶
安
手
鑑
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

何
ら
か
の
作
為
が
あ
る
可
能
性
も
な
い
で
は
な
い
が
、
第
二
、
第
三
の
場 

合
は
書
影
の
み
の
比
較
で
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
か
が
、
模
写
あ
る
い
は
偽 

物
で
あ
る
と
は
到
底
思
わ
れ
ず
、
石
見
切
が
複
数
種
存
在
す
る
こ
と
は
間 

違

S

な
ぃ
0

ま
た
、
重
複
箇
所
で
な
く
と
も
、
石
見
切
が
複
数
種
存
在
す
る
こ
と
を 

強
く
示
唆
す
る
箇
所
も
あ
る
。

『古
筆
学
大
成
』
第
五
卷

213
図
は

692
|
695
を
収
め
、
根
津
美
術
館
蔵
は 

697
—
699
を

収

め

る

。

こ

の

間

の

696
は
詞
書
、
作
者
は
な
く
、
和
歌
ニ
行
を 

要
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、

696
が
脱
落
し
て
い
な
い
限
り
、
こ
の
ニ
つ
の 

切
は
別
本
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
田
中
登
氏
蔽
は

733
和
歌
—

735
詞
書
を
、
『
藻
塩
草
』

は

736
丨



737
作
者
を
収
め
る
。
こ
の
間
は
735
の
作
者
、
和
歌
し
か
な
い
の
で
、
三
行 

を
要
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
別
本
に
属
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

以
上
計
五
箇
所
を
見
る
と
、

い
ず
れ
も
一
方
の
切
に
書
入
が
あ
り
、
も 

う
一
方
の
切
に
は
書
入
が
な
い
。

つ
ま
り
、
久
曽
神
氏
蔵
の
ニ
枚
、
吉
川 

家
蔵
の
一
枚
、
根
津
美
術
館
蔵
の
一
枚
、
『藻
塩
草
』

の
一
枚
の
計
五
枚 

に
は
書
入
が
あ
り
、
そ
の
他
の
五
枚
に
は
書
入
が
な
い
。

こ
れ
は
偶
然
と
は
思
え
ず
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
来
た
ょ
う
に
、
寂
恵
筆 

本
に
は
書
入
の
あ
る
本
と
な
い
本
が
あ
り
、
石
見
切
に
は
双
方
の
切
が
入 

り
混
じ
つ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
想
定
を
正
し
い
と
仮
定
し
て
も
、
具
体
的
に
ニ 

種
以
上
に
振
り
分
け
ょ
う
と
す
る
と
、
書
入
の
あ
る
本
で
も
書
入
の
な
い 

筒
所
は
あ
る
の
で
、
た
ち
ま
ち
困
難
に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
の
寂
恵
書
入
本
を
見
て
も
、
建
長
八
年
奥
書
本
は
後
人
の
校
合
書
入 

と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
く
と
、
385
か
ら
465
ま
で
書
入
ら
し
い
書
入
が
な
く
、
 

ま
た
、
弘
安
元
年
奥
書
本
も
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
書
入
を
有
し
な
が
ら

一
面 

(半
葉
)
全
く
書
入
の
な
い
個
所
が
何
箇
所
も
あ
る
。

そ
れ
ら
を
考
え
れ 

ば
、
書
入
の
多
い
本
と
書
入
の
ほ
と
ん
ど
な
い
本
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
 

一
面
ご
と
で
は
判
断
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

事
実
、
連
続
し
て
い
る
切
か
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
方
に

は
書
入
が
あ
り
、

一
方
に
は
書
入
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
東
京
国
立
博
物 

館

蔵

の677
—
679
上

句

、

久

曽

神

氏

蔵

679
下

句

丨682
上

句

、

同

蔵
682
下

句

| 

685
の
三
つ
の
切
は
連
続
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
の
に
、
最
初
の
ニ
枚
は 

書
入
が
な
く
、
三
枚
目
の
み
に
書
入
が
あ
る
。
こ
う
し
て
詳
密
な
書
入
の 

一
枚
と
書
入
の
な
い
一
枚
が
隣
接
す
る
こ
と
も
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
本
文
の
連
続
に
ょ
り
三
枚
の
切
を
簡
単
に
ッ

レ
 

と

し

て

し

ま
え
る
か
否
か
は
問
題
が
あ

る

。

と
言
う
の
は
、
こ
の
辺
り
は 

巻
十
四
の
巻
頭
近
く
で
、
し
か
も
長
い
詞
書
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
巻
頭 

で
面
を
改
め
て
書
き
始
め
れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
一
面
に
収
ま
る
和
歌
は一 

定
と
な
る
。
こ
の
場
合
も
三
枚
の
切
が
ッ

レ

か

否
か
問
題
を
残
し
て
い
る 

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
ょ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
複
数
種
の
石
見
切
を
完
全
に
弁
別 

す
る
の
は
現
段
階
で
は
不
可
能
で
、
種
々
の
推
定
は
か
え
っ
て
混
乱
を
き 

た
す
恐
れ
が
あ

る

と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
当
面
は
書
入 

の
あ

る

切
と
書
入
の
な
い
切
に
機
械
的
に
分
け
、
書
入
の
あ

る

切
に
つ
い 

て
、
特
に
そ
の
書
入
の
性
格
を
検
討
す
る
に
止
め
る
こ

と

と

す
る
。

そ
の
検
討
に
は
い
る
前
に
、
若
干
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

ま
ず
石
見
切
は
建
長
八
年
奥
書
本
と
も
、
弘
安
元
年
奧
書
本
と
も
直
接 

の
関
係
を
有
し
な
い
と

い

う

こ

と

で
あ
る
。



建
長
八
年
奥
書
本
は
南
北
朝
期
こ
ろ
の
転
写
本
で
あ
る
か
ら
、
石
見
切 

の
中
に
、
建
長
八
年
奧
書
本
の
原
本
が
含
ま
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な 

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
知
ら
れ
る
石
見
切
の
中
に
、
建
長
八
年
奧
書 

本
と
同
一
も
し
く
は
類
似
の
書
入
を
持
つ
も
の
は
な
く
、
両
者
に
何
等
か 

の
関
係
が
存
在
す
る
可
能
性
は
全
く
な
い
。

次
に
、
弘
安
元
年
奥
書
本
に
は
二
箇
所
の
落
丁
と
一
箇
所
の
貼
紙
剥
落 

が
あ
る
。

つ
ま
り
、
514

下
句
—
532

上
句
、
848

詞
書
途
中
丨
852

詞
書
途
中
、
 

970

和
歌
—
971

詞
書
、
の
三
箇
所
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
石
見
切
中
に 

こ
れ
ら
の
欠
落
箇
所
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
弘
安
元
年
奥 

書
本
の
欠
落
箇
所
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
結
局
、
石
見
切
は
建
長
八
年 

奥
書
本
で
も
弘
安
元
年
奥
書
本
で
も
な
い
、
別
の
寂
恵
筆
本
で
あ
る
。

次
に
、
石
見
切
の
本
文
は
何
を
底
本
に
し
て
い
る
か
を
考
え
る
。
既
述 

の
ご
と
く
、
石
見
切
は
複
数
の
伝
本
の
切
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
弁
別 

し
な
い
で
本
文
を
論
じ
る
の
は
、
無
謀
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、

一
応
本 

文
を
検
討
し
て
見
る
。

こ
こ
で
、
石
見
切
を
書
入
有
と
書
入
無
に
分
け
て
一
覧
す
る
。
詳
細
は 

小
林
氏
の
集
成
に
譲
り
、
少
し
で
も
残
存
し
て
い
れ
ば
歌
番
号
を
記
し
、

切
の
替
り
目
は
中
黒
で
表
示
す
る
。
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(
*
は
定
家
本
の
勘
物
を
有
す
る
切
。
後
述
)

さ
て
、
機
械
的
に
書
入
有
と
書
入
無
に
分
類
し
た
と
述
べ
た
が
、

一
つ 

だ
け
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
定
家
本
が
本
来
有
す
る
定
家
に
ょ
る
勘
物
で 

あ
る
。
前
掲
の
書
入
有
と
書
入
無
の
弁
別
一
覧
に
*
印
を
付
し
た
も
の
が
、
 

定
家
の
勘
物
を
有
す
る
切
で
あ
る
。
書
入
無
に
分
類
し
た
四
枚
は
定
家
の 

勘
物
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
書
入
の
な
い
切
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
定
家
の
勘
物
は
書
入
の
あ
る
切
に
も
、
書
入
の
な
い 

切
に
も
存
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
定
家
本
で
定
家
の
勘
物
を
有
す
る
と
し 

て
も
ょ
さ
そ
ぅ
で
あ
る
。
中
で
も
、
重
複
筒
所
で
あ
る
書
入
を
有
す
る
久 

曽
神
氏
蔵
の
721

和
歌
丨
724

作
者
の
切
と
書
入
の
な
い
M

O

A
美
術
館
蔵
の 

723

和
歌
丨
725

の
切
の
双
方
と
も
に
724

作

者

を

「
か
は
ら
の
左
大
臣
融
」
 

と
し
て
い
る
点
は
「融
」
の
注
記
が
定
家
の
勘
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書 

入
有
、
書
入
無
の
い
ず
れ
も
が
定
家
の
勘
物
を
有
す
る
定
家
本
で
あ
る
こ



と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
存
の
切
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
定
家
の
勘
物
が
存
す
べ
き
筒 

所
に
勘
物
が
見
当
た
ら
な
い
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
寂
恵
は
石 

見
切
を
書
写
す
る
に
際
し
、
定
家
の
勘
物
を
一
貫
し
て
書
写
し
て
い
る
こ 

と
が
見
て
と
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
石
見
切
の
底
本
は
定
家
本
中
い
ず
れ
の
本
で
あ
ろ
う
か
。 

建
長
八
年
奥
書
本
で
は
貞
応
元
年
十
一
月
廿
日
本
が
、
弘
安
元
年
奥
書
本 

で
は
貞
応
ニ
年
七
月
廿
ニ
日
本
が
底
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
明 

ら
か
に
な
つ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
石
見
切
は
ご
く
一
部
し
か
残
存
し
て
い
な
い
上
、
複 

数

種

(
お
そ
ら
く
は
二
種
、
仮
に
三
種
以
上
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
存
の 

切
の
大
部
分
は
二
種
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
)
あ
る
た
め
、
判
定
は
難
し 

い
。
そ
れ
で
も
現
存
の
切
の
範
囲
で
本
文
と
定
家
の
勘
物
を
検
討
し
て
み 

る
と
次
の
よ

、っ
に
な
る
。

後
述
す
る
ょ
う
に
、
石
見
切
の
書
入
と
弘
安
元
年
奥
書
本
の
書
入
に
は 

密
接
な
関
係
が
あ
る
。
従
っ
て
弘
安
元
年
奥
書
本
が
貞
応
ニ
年
本
を
底
本 

と
し
て
い
る
な
ら
、
石
見
切
の
底
本
と
し
て
ま
ず
貞
応
ニ
年
本
で
あ
る
可 

能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
比
較
し
て
み
る
と
、
 

石
見
切
を
貞
応
ニ
年
本
と
す
る
に
は
不
審
な
点
が
多
い
。

ま
ず
先
ほ
ど
の
724
作

者

「
か
は
ら
の
左
大
臣
」
に

「
融
」

の
勘
物
が
あ 

る
の
は
、
貞
応
元
年
本
、
嘉
禄
ニ
年
本
、
伊
達
家
旧
蔵
本
で
あ
り
、
貞
応 

ニ
年
本
に
は
な
い
。

ま
た
、
640
「
し
？

め
の
」

の

作

者

「
||
」
に

「
ー
羅
”
3 7
”

用
，之
」

と 

注
す
る
の
も
貞
応
元
年
本
、
嘉
禄
ニ
年
本
、
伊
達
家
旧
蔵
本
と
一
致
し
、
 

貞
応
ニ
年
本
と
異
な
る
(た
だ
し
、
梅
沢
本
に
は
存
す
る
)
。

ま
た
、
737
「今
は
と
て
」

の

作

者

「
近
院
の
右
の
お
ほ
い
ま
ぅ
ち
ぎ
み
」 

に
定
家
本
本
来
の
勘
物
が
な
い
の
は
、
貞
応
ニ
年
本
と
異
な
る
。

貞
応 

ニ

年

本

に

は

「能
有
、
文
徳
源
氏
、
右
大
臣
左
大
将
」

と
あ
り
、

貞
応 

元
年
本
、
嘉
禄
ニ
年
本
、
伊
達
家
旧
蔵
本
に
は
「能
有
」
と
の
み
注
が
あ 

る

0そ
の
他
、
740
「
あ
ふ
さ
か
の
」
に

「
昇
、
延
木
八
年
中
納
言
、
九
年
民 

部
卿
、
十
四
年
大
納
言
」
と

注

す

る

(貞

応

ニ

年

本

は

「
延
木
八
年
」

の 

次

に

「
ニ
月
」
が
あ
る
)
こ
と
、
807
「
あ
ま
の
か
る
」
の
作
者
を
書
入
有
、
 

書
入
無
の
二
種
の
切
と
も
「
典

侍

藤

原

直

子

朝

臣

」
と

す

る

(貞
応 

ニ

年

本

は

「
典
侍
藤
原
な
ほ
い
こ
の
朝
臣
直
子
」
)
こ
と
、
831
「ぅ
つ
せ
み 

は
」

に

「
昭
宣
公
、
寛
平
三
年
正
月
薨
、
五
十
六
、
太
政
大
臣
関
白
始
」 

と

注

す

る

(貞

応

ニ

年

本

は

「
太
政
大
臣
関
白
始
」
を
欠
く
、
た
だ
し
梅 

沢
本
に
は
あ
る
)
こ
と
な
ど
、
貞
応
ニ
年
本
と
異
な
り
、
貞
応
元
年
本
、



嘉
禄
ニ
年
本
、
伊
達
家
旧
蔵
本
と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
745
「あ
ふ
ま
で
の
」
の
詞
書
に
「
い
そ
ぎ
て
」
と

「
て
」
が
あ 

る
の
は
嘉
禄
ニ
年
本
と
伊
達
家
旧
蔵
本
に
一
致
し
(た
だ
し
、
両
本
と
も 

「
て
」
は
傍
書
、
後
者
は
朱
書
)
、
746
「
か
た
み
こ
そ
」
第
四
句
に
「
わ
す 

る

、
こ
と
も

」

と
あ
る
の
は
、
嘉

禄
ニ

年

本

の

み

「
事
」
を

す
り
け
し 

「時
」
に
改
め
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
(諸

本

「
時
」
)
。
 

そ
の
他
、
831
「う
つ
せ
み
は
」
詞

書

に

「
お
さ
め
け
る
の
ち
に
」
と
あ
る 

こ
と
、
膽
詞
書
に
「
哥
よ
ま
せ
た
ま
う
け
る
」
と

r

哥
」
の
あ
る
の
も
、
 

嘉
禄
ニ
年
本
に
一
致
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
概
し
て
貞
応
ニ
年
本
に
一
致
し
な
い
箇
所
が
多
い
。

な
お
、
石
見
切
で
定
家
本
系
諸
本
を
逸
脱
す
る
本
文
と
し
て
は
、
705 

「
か
ず
-
^
に
」
詞

書

に

「あ
め
の
ふ
り
げ
な

る

を
」
と
あ

る

(
通
常
は 

「あ
め
の
ふ
り
け
る
を
」
)
例
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
石
見
切
は
貞
応
ニ
年
本
と
は
異
な
る
他
の
定
家
本
を
底
本 

と

し

て

い

る

と
言
つ
て

よ

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
そ

、つ
簡
単
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
貞
応
ニ
年
本
と
し
て
比
較
し
て
来
た
の
は
、
冷
泉
家
本
と 

梅
沢
本
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
寂

恵

本

(弘
安
元
年
奥
書
本
)
も
貞
応
ニ 

年
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
の
比
較
も
重
要
で
あ
る
。
す
る
と
、
先
に
あ 

げ
た
箇
所
で
弘
安
元
年
奥
書
本
は
微
妙
な
異
同
を
示
す
こ
と
が
多
い
。

724

作

者

「
か
は
ら
の
左
大
臣
」
に
通
常
の
貞
応
ニ
年
本
と
異
な
り
「融
」
 

の
注
記
が
あ
る
(石
見
切
と
一
致
)
。
た
だ
し
、
そ
の
注
記
は
墨
色
を
異 

に

す

る

(朱
か
)。

640

作

者

「窺
」
に
貞
応
ニ
年
本
と
異
な
り
「

ii
w
a'y
パ

、

用

レ

之

」

と
注 

記
が
あ

る

(石
見
切
と
一
致
)。
こ

の

部
分
は
墨
色
同

じ

。

737

作

者

「
近
院
の
右
の
お
ほ
い
ま
ぅ
ち
ぎ
み
」
に

「能
有
、
文
徳
源
氏
、
 

右
大
臣
左
大
将
」
と
注
記
す
る
(貞
応
ニ
年
本
と
一
致
、
石
見
切
と
異
な 

る
)。
た
だ
し
、
こ
の
注
記
す
り
消
し
の
上
よ
り
書
か
れ
て
い
る
。

740

「あ
ふ
さ
か
の
」
の
詞
書
に
「
昇
、
延
喜
八
年
二
月
中
納
言
、
九
年 

民
部
卿
、
十
四
年
大
納
言
」
と
注
記
す
る
(貞
応
ニ
年
本
と
一
致
、
石
見 

切
と
異
な
る
)
。
こ
の
注
記
、
字
句
の
異
同
の
他
に
施
注
の
位
置
に
違
い 

が
あ
る
。
貞
応
ニ
年
本
の
み
が
、
弘
安
元
年
奧
書
本
も
含
め
て
詞
書
「
中 

納
言
源
の
ゝ
ぼ
る
の
朝
臣
」
の
右
傍
に
注
記
す
る
が
石
見
切
を
含
め
て
他 

の
定
家
本
は
注
記
を
作
者
「
閑
院
」
の
下
に
施
し
て
い
る
。

807
作
者
を
初
め
「典
侍
藤
原
な
ほ
い
こ
の
朝
臣
」
と
し
、
墨
色
の
異
な 

る

筆

で

「
な
ほ
い
こ
」
を
消
し
て
「直
子
」
と
改
め
る
(貞
応
ニ
年
本
は 

「
な
ほ
い
こ
」
、
石
見
切
は
「直
子
」
)
。

831

「、っ
つ
せ
み
は
」
に

「
昭
宣
公
、
寛
平
三
年
正
月
薨
、
五
十
六
、
太 

政
大
臣
関
白
始
」
と
注
記
す
る
(貞
応
ニ
年
本
と
異
な
り
「太
政
大
臣
関



白
始
」
を
有
す
。
石
見
切
に
同
じ
)
。
墨
色
は
同
じ
だ
が
、
施
注
の
位
置 

を
詞
書
の
終
り
か
ら
、
「
ほ
り
か
は
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
君
」

の
右 

傍
に
移
す
。
貞
応
ニ
年
本
は
詞
書
の
終
り
に
施
注
す
る
が
、
石
見
切
を
含 

め
他
の
定
家
本
は
概
ね
「
ほ
り
か
は
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
君
」

の
右 

傍
に
施
注
す
る
。

745
「
あ
ふ
ま
で
の
」

の

詞

書

は

「
い
そ
ぎ
か
へ
る
と
て
」

で
あ
る
が
、
 

「ぎ
」

の

下

に

「
て
」
を
補
入
し
、「

I

説
」
と
注
す
る
。

746
「
か
た
み
こ
そ
」

の

第

四

句

は

「
わ

す

る

、
こ
と
も
」

と
あ
り
、
 

「
ト
キ
俊
」
と
す
る
。

831
「う
つ
せ
み
は
」

の

詞

書

は

「
お
さ
め
て
け
る
の
ち
に
」

の

「
て
」 

を
墨
色
を
異
に
す
る
筆
で
見
せ
消
ち
し
、
「
て
俊
」
と
す
る
。

膽
詞
書
に
お
い
て

r

哥
」
が
墨
補
入
さ
れ
て
い
る
。

705
「
か

ず
 
<

 
に
」

の

詞

書

は

「
あ
め
の
ふ
り
け
る
を
」

の

「
け
」

の 

下

に

「
な
俊
」
と
注
記
す
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
石
見
切
が
貞
応
ニ
年
本
と
本
文
、
勘
物
を
異
に
す 

る
場
合
、
そ
の
多
く
は
弘
安
元
年
奥
書
本
の
見
せ
消
ち
や
校
異
と
微
妙
に 

関
わ
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
弘
安
元
年
奥
書
本
は
見
せ
消
ち
や
校
異
で
し
ば
し
ば
本
文
が
錯 

棕
し
て
い
る
が
、
石
見
切
に
は
そ
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
な
い
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
は
、
弘
安
元
年
奥
書
本
と
石
見
切
の
底
本
は
別
々
で
、
弘
安
元
年
奥 

書
本
は
貞
応
ニ
年
本
を
、
石
見
切
は
別
の
定
家
本
を
用
い
た
。

も
う
一
つ
は
、
両
者
の
本
文
は
関
係
が
あ
り
、
弘
安
元
年
奥
書
本
の
複 

雑
な
書
写
面
を
取
捨
選
択
し
て
石
見
切
の
本
文
が
成
立
し
た
。

(
石
見
切 

を
書
写
し
て
弘
安
元
年
奥
書
本
の
本
行
1

が
成
立
す
る
と
は
考
え
難
い
。
)

い
ず
れ
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
稿
者
は
、
次
述
す
る
よ
う
に
、
 

両
者
の
書
入
が
密
接
な
関
係
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
純
な
継
承 

関
係
に
な
い
こ

と

と

同

じ

く

、本
文
に
お
い
て
も
、
単
純
な
書
承
関
係
に 

は

な

く

、

底
本
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
石
見
切
の
書
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

石
見
切
の
書
入
に
は
様
々
の
性
格
の
も
の
が
あ
る
が
、
大
体
次
の
三
つ 

に
分
類
出
来
る
。

ァ
•
本
文
の
校
異

ィ
•
人
名
の
注

ゥ
•
語
釈
あ
る
い
は
和
歌
の
注
釈

石
見
切
は
こ
の
う
ち
ゥ
に
重
点
が
あ
り
、
ア
、
ィ
の
書
入
は
少
な
い
。 

こ
の
点
、
ァ
、
ィ
、
ゥ
の
注
記
が
い
ず
れ
も
詳
密
な
弘
安
元
年
奧
書
本
と 

は
異
な
る
。



し
か
し
な
が
ら
両
者
の
書
入
を
比
較
す
れ
ば
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と 

は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
類
似
著
し
い
例
を
あ
げ
る
。

石
見
切

典
侍
藤
原
直
子
朝
臣 

807
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
、
し
の
わ
れ
か
ら
と 

ね
を
こ
そ
な
か
め
ょ
を
ば
ぅ
ら
み
じ

ハ

な

'i
も

と

ょ

の

お

ほ

き

み

の

女

808

あ
ひ
み
ぬ
も

、
つ

き身
も

わ
が
み
の
か

ら

こ

ろ

も
 

お

も

ひ

し

ら

ず

も

と

く

る

ひ

も

か

な

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
哥
合
の
ぅ
た

す

が

の

、

た

ぐ

を

む

5

臣

〔
807
作
者
〕
貞

観

十

八

年

従

五

〔
下
〕
、
延
喜
ニ
年
正
四
下 

〔
807
和
歌
〕
新
撰
在
ニ
雑
部
；
ワ
レ
カ
ラ
ハ
和
布
ノ
リ
ナ
ド
ニ
ツ
キ
タ
ル 

コ
ガ
ヒ
ナ
リ

〔
808
作
者
〕

一
首
、
基
世
王
、
ニ
品
式
部
卿
仲
野
親
王
一
男
、
貞
観
九
年 

従
四
下
、
元
慶
八
年
山
城
守
、
仁
和
五
年
因
幡
権
守 

〔
809
作
者
〕

一
首
、
子
細
不
，，分
明
(
詩
人
、
唐
名
達
音
是
歟 

弘
安
元
年
奧
書
本
該
当
部
分

典
侍
藤
原
な
ほ
い
こ
の
朝
臣

\ 

こ
こ
こ
こ
こ

807
あ
ま
の
か
る
も
に
す
む
、
し
の
わ
れ
か
ら
と 

ね
を
こ
そ
な
か
め
よ
を
ば
う
ら
み
じ

-A

f
も

と

よ

の

お

ほ

き

み

の

女 

レ
な
"

元
代
王
女
俊

80
あ
ひ
み
ぬ
も
う
き
も
わ
力
身
の
力
ら
こ
ろ
も 

お
も
ひ.~

ら̂
す
も
と
く
る
ひ
も
か
な

寛
平
御
と
き
ゝ
さ
い
の
宮
の
哥
合
の
う
た 

す
が
の
ゝ
た
ぐ
を
む
忠
臣

〔
807
〕
清
如
=
伊
勢
物
語
；
水
尾
御
時
内
侍
五
条
后
ノ
イ
ト
コ
ナ
リ
、

ア

ヤ

マ

リ

ア

リ

テ

ク

ラ

ニ

コ

メ

ラ

レ

テ

ョ

メ

ル

ナ

リ

、
殿

上
ニ

ア

リ

ケ

ル
在 

原
ナ

リ

ヶ

ル

オ

ト

コ

ニ

ア

ヘ

リ

ト

イ

へ

ル
ハ
、
若
業
平
歟
、
又
御
息
所
ハ 

染
殿
后
ノ
イ

ト

コ

ト

ア

ル

ハ
ニ
条
后
云
、

〔
807
作
者
〕

一
首
、
貞
観
十
八
年
従
五
位
下
…
…
、
延
喜
ニ
年
正
四
位
下 

〔
807
和
歌
〕
新
撰
有
=
雑
部

.

808
作
者
〕

一
首
、
基
世
王
女
、
基
世
王
、
ニ

品

式

部

野

親

王

一

男

、
 

貞
観
九
年
従
四
位
下
、
元
慶
八
年
山
城
守
、
仁
和
五
年
因
幡
権
守
、

(
以 

下
別
時
書
入
)
或
人
云
、
稲
葉
也
云
、

〔
809
作
者
〕

一
首
、
子
細
不

n

分
明
(
詩
人
、
唐
名
達
音
是
歟 

両
者
を
比
べ
れ
ば
著
し
く
類
似
し
て
い
て
関
係
を
有
す
る
こ

と

は

疑
え



な
い
。
今
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
を
指
摘
す
る
と
、
石

見

切

の
〔
807

作
者
〕
注 

は
、
お

そ

ら

く

『古
今
和
歌
集
目
録
』
を
簡
略
に
し

た

も

の

(弘
安
元
年 

奥

書

本

の

「
…
…
」
は
省
略
を
意
味
す
る
)
、
〔
807

和
歌
〕
注

の

中

、

「
新 

撰
在
こ
雑
部
一
」

と
あ
る
の
は
清
輔
本
の
勘
物
(歌
頭
右
肩
の
合
点
も
清
輔 

本
ょ
り
移
記
)
、
「
ヮ
レ
ヵ
ラ
ハ
云
々
」
は

『
顕
注
密
勘
』
に
ほ
ぼ
同
文
あ 

り
、

808

作
者
〕

809

作
者
〕
注

は

と

も

に

『古
今
和
歌
集
目
録
』
に
ょ
る
。

一
方
に
し
か
な
い
の
は
、
石

見

切

の

「
ワ
レ

ヵ

ラ
ハ
云
々
」
と
弘
安
元 

年

奥

書

本

の

〔
807

〕
注

「
清
如
，一
伊
勢
物
語一

云
々
」

の
清
輔
本
勘
物
と 

〔
_
作
者
〕

の

「
元
代
王
女
俊
」
と
す
る
俊
成
本
と
の
校
異
で
あ
る
。
歌 

頭
の
合
点
は
808
に
も
付
す
弘
安
元
年
奥
書
本
の
方
が
正
し
い
。

こ

の

ょ

ぅ

に
両
者
は
類
似
す
る
が
、

一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
注
も
あ 

り
、
ま

た

、

同
一
注
も
書
入
位
置
が
異
な
る
場
合
が
あ

っ

て

、

そ
の
関
係 

が
一
筋
縄
に
行
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

も
ぅ
少
し
例
を
挙
げ
て
み
る
。
書
入
の
少
な
い
箇
所
で
あ
る
。

石
見
切

382
か

へ

る

や

ま

な

に

ぞ

は

あ

り

て

あ

る

か

ひ

も
 

き

て

も

と

ま

ら

ぬ

名

に

こ

そあ

り
け

れ

こ

し

の

く

に

へ

ま

か

り

け

る

人

に

よ

み

て

つ

か

は

し

け

る
 

383
よ

そ

に

の

み

こ

ひ

や

わ

た

ら

む

し

ら

や

ま

の

ゆ

き

み

る

べ

く

も

あ

ら

ぬ

わ

が

身

は

を

と

は

の

山

の

ほ

と

り

に

て

人

を

わ

か

る

と

て

よ

め

る
 

つ

ら

ゆ

き

384
を

と

は

や

ま

こ

だ

か

く

な

き

て

ほ

と

、

ぎ

す
 

君

が

わ

か

れ

を

お

し

む

ベ

ら

な

り
 

〔
382
和

歌

〕

(
「
か

へ

る

や

ま

」

に

傍

注

)

越

前
 

〔
383
和

歌

〕

(
「
し

ら

や

ま

」

に

傍

注

)

越

前
 

弘
安
元
年
奥
書
本
該
当
部
分 

382
か

へ

る

や

ま

な

に

ぞ

は

あ

り

て

あ

る

か

ひ

は

t

ハ
俊

き

て

も

と

ま

ら

ぬ

な

に

こ

そ

有

け

れ

こ

し

の

く

に

へ

ま

か

り

け

る

人

に

よ

み

て
 

つ

か

は

し

け

る

383
よ

そ

に

の

み

こ

ひ

や

わ

た

ら

ん

し

ら

や

ま

の
 

ゆ

き

み

る

べ

く

も

あ

ら

ぬ

わ

が

身

は

を

と

は

の

山

の

ほ

と

り

に

て

人

を

わ

か

る

\

と

て

よ

め

る
 

つ

ら

ゆ

き
 

384
を

と

は

や

ま

こ

だ

か

く

な

き

て

ほ

と

ゝ

ぎ

す
 

き

み

が

わ

か

れ

を

お

し

む

ベ

ら

な

り
 

〔
382
和

歌

〕

(
頭

注

)

ヵ

ヘ

ル

山

越

前



〔
383
和
歌
〕
(頭
注
)
白
山
越
前

382
第
三
句
の
校
異
は
意
味
が
今
一
つ
明
ら
か
で
な
い
が
、
両
者
に
何
ら 

か
の
関
連
が
あ
る
こ
と
は
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、
「
か
へ
る
や
ま
」
「
し
ら 

や
ま
」

の
歌
枕
の
所
在
に
関
す
る
注
は
、
形
式
は
異
な
る
が
内
容
は
同
一 

で
あ
る
。
384
詞

書

「を
と
は
の
」

の

「
の
」

の
有
無
に
関
す
る
弘
安
元
年 

奥

書

本

の

校

異

(
た
だ
し
、
ど

の

本

に

「
の
」
が
な
い
の
か
不
明
、
そ
れ 

と
も
貼
紙
脱
落
か
)
は
石
見
切
に
は
な
い
。

以
上
の
よ
ぅ
に
、

一
致
も
し
く
は
類
似
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
異
な
る 

箇
所
も
多
い
。
次
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
石
見
切
の
ニ
枚
連
続
す
る
箇 

所
な
の
で
そ
の
よ
ぅ
に
し
て
示
す
。

石
見
切

こ

と

し

げ

く

と

も

たえ
む
と

お

も

ふ
な

こ

の

哥
は
か
へ
し
に
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る

と

な
む 

704
さ

と

人
の
こ

と

は

な

つ

の

、
し
げ
く
と

も

か
れ
ゆ
く
き
み
に
あ
は
ざ
ら
め
や
は

藤
原
敏
行
朝
臣
の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
の
家 

な
り
け
る
女
を
あ
ひ
し
り
て
ふ
み
つ
か
は
せ
り 

け
る
こ
と
ば
に
、

い
ま
、
、つ
で
く
、
あ
め
の
ふ
り
げ 

な
る
を
な
む
見
わ
づ
ら
ひ
侍
と
い
へ
り
け
る
を
き
、
て

か
の
女
に
か
は
り
て
よ
め
り
け
る
」

在
原
業
平
朝
臣

705
か
ず
^
^
に
お
も
ひ
お
も
は
ず
と
ひ
が
た
み 

身
を
し
る
あ
め
は
ふ
り
ぞ
ま
さ
れ
る

あ
る
女
の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
を
と
こ
ろ
さ 

だ
め
ず
あ
り
き
す
と
お
も
ひ
て
よ
み
て 

つ
か
は
し
け
る

よ
み
人
し
ら
ず

706

お
ほ
ぬ
さ
の
ひ
く
て
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば 

お

も

へ

ど
え
こ
そ
た
の
ま
ざ
り
け
れ

〔
703
和
歌
〕
春
コ
ガ
ヒ
シ
テ
夏
ヒ
ケ
バ
夏
ビ
キ
ノ
イ
ト
、
イ
フ
、
手
シ
テ 

ヒ
ケ
バ
テ
ビ
キ
ノ
イ
ト
、
イ
フ
、
手
ヤ
ミ
モ
セ
ズ
イ
ト
ヲ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
、
 

コ
ト
ハ
ア
リ
ト
モ
ワ
レ
ヲ
タ
エ
ズ
オ
モ
へ
バ
ナ
リ
、
人
ゴ
ト
ハ
人
ノ
イ
ヒ 

サ
ハ
グ
ヲ
イ
フ

〔
705
和

歌

〕

ヵ

ズ

^

-

-

ニ

ハ

コ

ト

ナ
ド
イ
フ
心
ナ
リ
、
オ
モ
フ
ラ
ム 

コ

、
ロ
ザ
シ
ノ
ホ
ド
ヲ
ツ
ク
シ
テ
ト
フ
べ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
ア
メ
ニ
ヌ
レ
テ 

キ
夕
ラ
バ
心
ザ
シ
ト
シ
リ
、

コ
ズ
ハ
サ
シ
テ
オ
モ
ハ
ズ
ト
シ
ラ
ム
ト
ナ
リ
、
 

ワ
ガ
ミ
ノ
ホ
ド
ヲ
シ
ラ
ム
ズ
レ
バ
、
身
ヲ
シ
ル
雨
ト
イ
フ
、
涙
ラ
イ
フ 

〔
705
和
歌
〕
(
「身
を
し
る
あ
め
」

に
傍
注
)
涙
也



〔706
和
歌
〕
ォ
ホ
ヌ
サ
ハ
人
ノ
モ
ト
ゴ
ト
ニ
ョ
レ
ド
モ
ト
"、
マ
ラ
デ
ス
グ 

レ
バ
ヒ

ク

テ
ア
マ
タ
ト
ィ

フ

弘
安
元
年
奥
書
本
該
当
箇
所

こ
と
し
げ
く
と
も
た
え
ん
と
お
も
ふ
な

こ
の
ぅ
た
は
か
へ
し
に
ょ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
と
な
む 

704

さ
と
人
の
こ
と
は
な
つ
の
、
し
げ
く
と
も 

か
れ
ゆ
く
き
み
に
あ
は
ざ
ら
め
や
は

藤
原
敏
行
朝
臣
の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
の 

家
な
り
け
る
女
を
あ
ひ
し
り
て
ふ
み

り

け

つ
か
は
せ
。
る
こ
と
ば
に
、

い
ま
、
ぅ
で
く
あ
め 

な

俊
 

ぬ

る

と

俊

の
ふ
り
け
る
を
な
ん
み
わ
づ
ら
ひ
侍
と 

い
へ
り
け
る
を
き
、
て
か
の
女
に
か
は
り
て

ョ

メ

ル

俊

ょ
め
り
け
る

在
原
業
平
朝
臣

705
か

ず

< 
に
お
も
ひ
お
も
は
ず
と
ひ
が
た
み 

身
を
し
る
あ
め
は
ふ
り
ぞ
ま
さ
れ
る

あ
る
女
の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
を
と
こ
ろ
さ 

だ
め
ず
あ
り
き
す
と
お
も
ひ
て
よ
み
て 

つ
か
は
し
け
る

よ
み
人
し
ら
ず

ト

マ

ラ

ネ

バ

(
貼

紙

)

706

お
ほ
ぬ
さ
の
ひ
く
て
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば 

お
も
へ
ど
え
こ
そ
た
の
ま
ざ
り
け
れ

〔704
和
歌
〕
顕
注
云
、
里
ノ
人
ノ
イ
ヒ
サ
タ

ス

ル
コ

ト

、

イ

フ也
、
コ

ト
 

ハ

言
也
、
シ
モ
ニ
、
ウ
ツ

セ

ミ

ノ

ヨ

ノ

ヒ

ト

ゴ

ト

ノ

シ

ゲ

、
レ
バ
ト

イ

フ
 

モ
同
心
也
、
ァ
ハ
ザ
ラ
メ
ヤ
ハ
ト
ハ
、
ァ
ハ
ザ
ラ
ム
ヤ
ハ
ト
云
詞
也

〔705
詞
書
〕
顕
注
云
、

イ

マ

、
ウ
デ
ク
ト
イ
フ
ハ
、
ソ
レ
へ
ユ
ヵ
ム
ズ
ト 

イ
フ
ナ
リ
ト
教
長
卿
注
セ
リ
、
今
案
ニ
、

マ
ウ
デ
ク
ト

イ

フ
ハ
、

マ
ウ
ヅ 

ル
心
也
、

マ
ウ
ヅ
ハ
マ
イ
ル
ナ
リ
、
参
詣
ス
べ
キ
也
、
伊
勢
物
語
ニ
ハ
此 

詞
ハ
力

、
ズ

、
ア
メ 
ノ
フ
リ
ヌ
べ
ケ
レ
バ
ナ
ム
ミ
ワ
ヅ
ラ
ヒ
ハ
ベ
リ
ヌ
ル
、
 

ミ
サ
イ
ハ
イ
ア
ラ
バ
コ

ノ

ア
メ
ハ
フ
ラ
ジ
、
ト

イ

ヘ

リ
ケ
レ
ト
力
ケ
リ
、
 

後
撰
ノ
コ
ト
バ
ニ
、
イ

マ

、
ウ
デ
コ
ム
時
ト
ヵ
ケ
リ
、

ソ
レ
ハ
イ
ハ
レ
タ 

リ
、

コ
レ
ハ
タ
、、、
イ
マ
ユ
ク
ヲ

イ

マ

、
ウ
デ
ク
ト
ア
レ
バ
人
ノ
イ
ハ
ム
ズ 

ル
ヤ
ウ
ニ
キ
コ
ユ
ル
ナ
リ

〔705
和
歌
〕
伊
勢
語

石
見
切
と
弘
安
元
年
奥
書
本
は
と
も
に
多
く
の
書
入
を
有
す
る
が
、
全 

く
一
致
し
な
い
。
注
釈
的
書
入
は
双
方
に
あ
る
が
別
で
あ
る
。
今
、
該
当 

歌

に

お

け

る

『
顕
昭
古
今
集
注
』
と

『
顕
注
密
勘
』

の
注
釈
を
掲
げ
る
と 

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。



顕
昭
古
今
集
注
(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
四
、
298
—
300
頁
)

〔
703
〕
イ
ト
ハ
春
コ
ガ
ヒ
シ
テ
、
ナ
ツ
ヒ
ヶ
バ
夏
引
ノ
糸
ト
云
。
手
シ
テ 

ヒ
ケ
バ
、
手
引
ノ
糸
ト
云
ナ
リ
。
テ
ヤ
ミ
モ
セ
ズ
、
イ
ト
ヲ
ク
ル
ヤ
ゥ
ニ
、
 

コ

ト

ハ
ア
リ
ト
モ
、
ワ
レ
ヲ
タ
エ
ズ
オ
モ
へ
ト
ナ
リ
。
但
、
ヒ
ト
ゴ
ト
、
 

ォ
ク
ニ
ク
ハ
シ
ク
注
セ
リ
。
可
レ

思
一
一
合
心

I

欺
。

〔
704
〕
(前
略
)
顕
昭
云
、
サ
ト
ビ
ト
ノ
コ
ト
、
ハ
、
里
ノ
ヒ
ト
ノ
イ
ヒ 

サ
タ
ス
ル
コ
ト
、
イ

フ

也
、
コ
ト
ハ
言
ナ
リ
。
シ
モ
ニ
ゥ
ツ
セ
ミ

ノ

ヨ

ノ
 

人
ゴ
ト
ノ
シ
ゲ
、
レ
バ
ト
云
モ
、
同
心
ナ
リ
。
(中
略
)
或
人
云
、
ナ
ツ 

ノ
ハ
夏
野
ナ
リ
。
ァ
ハ
ザ
ラ

メ

ヤ
ハ
ト
ハ
、
ア
ハ
ザ
ラ

ム

ヤ
ハ
ト
云
詞
ナ 

リ

。〔
705
〕
イ
マ
、
ゥ
デ
ク
ト
イ
フ
ハ
、
ソ
レ
へ
ユ
ヵ
ム
ズ
ト
イ
フ
ナ
リ
ト
、

教
長
卿
注
セ
リ
。
今
案
云
、
マ
ゥ
デ
ク
ト
イ
フ
ハ
マ
ゥ
ブ
ル
心
ナ
リ
。

マ

ゥ
ヅ
ハ
マ
ヰ
ル
ナ
リ
。
参
詣
ス
べ
キ
也
。
伊
勢
物
語
ニ
ハ
此
詞
ハ
ヵ
、
ズ
。

見 

御
幸

ア

メ
 

ノ

フ

リ

ヌ

べ

ケ

レ

バ

ナ

ム

ミ

ワ

ヅ

ラ

ヒ

ハ

ベ

リ

ヌ

ル

。

ミ

サ

イ

ハ

ヒ

ア
ラ
バ
、
コ
ノ
ア
メ
ハ
フ
ラ
ジ
ト
イ
へ
リ
ケ
レ
バ
ト
ヵ
ケ
リ
。
後
撰
ノ
コ 

時

ト

バ

ニ

ハ
、
イ

マ

、

ウ

デ

コ

ム

ト

キ

ト

カ

ケ

リ

。

ソ

レ

ハ

イ

ハ

レ

タ

リ

。 

コ

レ

ハ

タ

'、、

イ

マ

ユ

ク

ヲ

、

イ

マ

、

ウ
デ
ク

ト

ア

レ
バ
、
ヒ

ト

ノ

イ

ハ

ム
 

ズ
ル
ヤ
ウ
ニ

、

キ

コ

ユ
ル
也
。

顕
注
密
勘
(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
232
|
233
頁
)

〔
703
〕
(前
略
)
糸
は
春
こ
が
ひ
し
て
夏
引
ば
な
つ
び
き
の
糸
と
云
、
手 

し
て
ひ
け
ば
手
び
き
の
い
と
ゝ
云
也
。
手
や
み
も
せ
ず
糸
を
く
る
や
ぅ
に
、
 

事
は
あ
り
と
も
我
を
た
え
ず
お
も
へ
と
あ
り
。
人
ご
と
、
は
、
人
の
い
ひ 

さ
わ
ぎ
な
ど
す
る
言
也
。
(後
略
)

〔
705
〕
か
ず
'
^
^
と
は
、
こ
と
'
^
^
な
ど
云
心
也
。
毎
事
に
云
也
。
数
は 

事
を
つ
く
す
義
也
。
さ
れ
ば
思
ら
む
志
の
程
を
つ
く
し
て
と
ふ
べ
き
に
あ 

ら
ず
。
只
雨
の
ふ
ら
む
にぬ

れ
'—

-

き
た
ら
む
は
、
た
ぐ
ひ
な
き
志
と
し 

り

、

又
ふ
る
と
て
こ
ず
ば
、
さ

し

も
思
は
ざ

り

け

り

と

し
ら
む
と
よ
め
る 

也
。
我
身
の
程
を
し
ら
せ
ん
ず
れ
ば
、
身
を
し
る
雨
と
は
云
也
。
是
を
本 

に
て
、
今
の
世
の
人
身
を
し
る
雨
と
は
よ
み
侍
る
と
ぞ
み
ゆ
る
を
、
涙
を 

云
ぞ
な
ど
申
人
も
あ
れ
ど
も
、
い
か
ぐ
侍
べ
か
ら
ん
。
今
案
に
、
涙
ぞ
と 

申
人
は
一
定
僻
事
也
。
ふ
る
く
よ
め
る
、
皆
あ
め
の
ふ
る
に
付
て
詠
也
。
 

(以
下
略
)

(密
勘
)
か
ず 
<

に
身
を
し
る
雨
、
ひ
と
つ
に
同
ニ
此
説
—0
涙
と
云
事 

勿
レ

論
。

(参
考
、
六

卷

抄

『中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
卷
三
、

465
頁
)
身
を
し 

る

雨

涙

也

。
歌
ノ
心
ハ
ア
ラ
ハ
ナ
ル
歟
。
数
<

二
人
ノ
心
ヲ
バ
何
ト

只
涙
バ
カ
リ
ラ
バ
ィ
フ
べ
カ
ラ
ズ

。
雨
ニ
ヨ
セ
テ
ィ
フ
也
。

シ
テ
問
べ
キ
ゾ
。
雨
ノ
フ
ル
ニ
モ
ヨ
ラ
ズ
キ
夕
ラ
バ
志
ラ
シ
ラ
ン
ト
云
歟
。
 

〔
706
〕
お
ほ
ぬ
さ
は
、
祓
す
る
に
陰
陽
師
の
も
ち
た
る
く
し
に
さ
し
た
る



四
手
也
。
祓
は
て
ぬ
れ
ば
、
是
を
各
ひ
き
よ
せ
つ
ゝ
な
づ
る
物
な
れ
ば
、
 

人
の
も

と

ご
と
に
よ
れ
ど
も
、
と

、、、
ま
ら
で
す
ぐ
れ
ば
、
ひ
く
手
あ
ま
た 

に
と
ま
ら
ね
ば
と
よ
め
る
な
り
。
(後
略
)

(参
考
、
奥
義
抄
、
日
本
歌
学
大
系
卷
ー
、
333

頁
)
お
ほ
ぬ
さ
は
は
ら
へ 

す
る
に
、
陰
陽
師
の
も
た
る
く
し
に
さ
し
た
る
し
で
な
り
。
は
ら
へ
は
て 

ぬ
れ
ば
是
を
お
の
^
^
引
き
よ
せ
つ
"
な
づ
る
も
の
な
れ
ば
、
人
の
も
と 

ご
と
に
よ
れ
ど
も
と
.ゝ

ま
ら
で
す
ぐ
れ
ば
、
引
手
あ
ま
た
に
と
ま
ら
ね
ば 

と
よ
め
る
也
。
(後
略
)

順
に
見
て
行
く
と
次
の
よ
ぅ
に
な
る
。

石

見

切

〔703
和
歌
〕
注
は
、
『
顕
昭
古
今
集
注
』
『
顕
注
密
勘
』
と
も
に 

類
似
す
る
が
、
末

尾

が

「
人
ゴ
ト
ハ
人
ノ
ィ
ヒ
サ
ハ
グ
ラ
ィ
フ
」
と
あ
る 

の
で
、
『
顕
注
密
勘
』
に
よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次

の

石

見

切

の

〔705
和
歌
〕
注
は
や
や
簡
略
だ
が
、
や

は

り

『
顕
注
密 

勘
』
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
た
だ
し
、
『
顕
注
密
勘
』

は
顕
注
、
密
勘 

と

も

に

「身
を
し
る
あ
め
」
を
涙
と
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
が
、
石 

見

切

に

は

「
涙
也
」
と
し
て
い
る
。
『
六
卷
抄
』
が

「
涙
也
」

と
し
て
い 

る
こ
と
に
よ
り
、
有
力
な
説
で
あ
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

石

見

切

〔706
和
歌
〕
注

も

『
顕
注
密
勘
』
を
簡
略
に
し
た
も
の
で
あ
ろ

こ

、っ
し
て
、
石
見
切
の
こ

の

部
分
の
注
釈
は
全
て
『顕
注
密
勘
』
に

よ

つ
 

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
弘
安
元
年
奥
書
本
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

〔704
和
歌
〕
注

は

『
顕
昭
古
今
集
注
』
に

よ

つ

た

と考
え
ら
れ
る
。

な 

お
、
『
顕
注
密
勘
』
は
こ
の
歌
に
は
注
が
な
い
。

〔705
詞
書
〕
注

も

『
顕
昭
古
今
集
注
』
に
よ
っ
て
い
る
。
先
の
引
用
で 

比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ

の

箇

所

は

『
顕
昭
古
今
集
注
』

と 

『
顕
注
密
勘
』
で
は
注
釈
の
対
象
と
す
る
語
句
が
異
っ
て
い
る
。
前
者
は 

詞

書

の

「
い
ま
ゝ
う
で
く
」

に
注
し
、
後
者
は
和
歌
第
一
句
「
か
ず
<

 

に
」

に
注
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
違
い
が
そ
の
ま
ま
弘
安
元
年
奥
書
本
と 

石
見
切
の
書
入
の
違
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

石
見
切
と
弘
安
元
年
奧
書
本
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
現
象
が
し
ば
し
ば 

お

こ

る

わ
け
で
は
な
い
が
、
弘
安
元
年
奥
書
本
の
注
釈
的
書
入
が
為
氏
の 

講
義
や
意
図
を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
あ

え

て

『
顕
昭
古
今
集 

注
』
を
用
い
る
の
は
い
ぶ
か
し
く
、
起
こ
り
難
い
現
象
と
言
わ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

石
見
切

752

見
て
も
又
ま
た
も
み
ま
く
の
ほ
し
け
れ
ば



な

る

、

を

人
は
い

と

ふ

ベ

ら

な

り

き

の

と

も

の

り

753
雲
も
な
く
な
ぎ
た
る
あ
さ
の
わ
れ
な
れ
や 

い
と
は
れ
て
の
み
よ
を
ば
へ
ぬ
ら
ん

よ
み
人
し
ら
ず

754
は
な
が
た
み
め
な
ら
ぶ
人
の
あ
ま
た
あ
れ
ば 

わ
す
ら
れ
ぬ
ら
ん
か
ず
な
ら
ぬ
身
は 

755
、つ
き
め
の
み
お
ひ
て
な
が
る
、
ぅ
ら
な
れ
ば 

〔
753
和
歌
〕
晴
タ
ル
ツ
ト
メ
テ
也
、
最
晴
ニ
ソ
フ
ル
也
、
海
ニ
ナ
ギ
ト
云

(
デ

力

)

ハ
風
フ
カ
キ
ナ
ミ
夕

、

ヌ
ヲ
モ
イ
フ
、
ア
サ
ナ
ギ
、

ユ
フ
ナ
ギ
ハ
、
朝
夕 

ニ
風
ノ
ヰ
ル
コ
ト
ノ
ア
ル
也

〔
754
和
歌
〕
茶

箐
ヵ
ッ
ミ
、
小
籠
ナ
ド
ィ

ヘ
リ
、
竹
籃
ト
モ
力

ヶ
リ
、

コ 

ノ
メ
ハ
才
ホ
カ
レ
バ
、
メ
ナ
ラ
ブ
ト
イ
フ
、
花
ナ
ド
ツ
ミ
イ
ル
、
籠
ヲ
ハ 

ナ
ガ
夕
ミ

ト

イ
フ
、
ア
マ
タ

ノ

人
ヲ
ミ
レ
バ
ワ
レ
ハ
ワ
ス
レ
ニ
ケ
ム
ト
ソ 

へ
タ

リ

、

ア
マ
夕
ノ
人
メ
ヲ
ナ
ラ
べ
テ
ア
レ
バ
ト
ナ
リ 

弘
安
元
年
奥
書
本
該
当
箇
所 

752
見
て
も
ま
た
又
も
み
ま
く
の
ほ
し
け
れ
ば 

な

る

、
を
人
は
い
と
ふ
ベ
ら
な
り

き

の

と

も

の

り

753
く

も

、

な
く
な
ぎ
た
る
あ
さ
の
わ
れ
な
れ
や 

い
と
は
れ
て
の
み
よ
を
ば
へ
ぬ
ら
ん

よ
み
人
し
ら
ず

、
清

同

、

普

通

ハ

メ

ナ

ラ

ブ

人

ノ

、

御

本

如

レ

此

云

754
は
な
が
た
み
め
な
ら
ぶ
人
の
あ
ま
た
あ
れ
ば 

わ
す
ら
れ
ぬ
ら
ん
か
ず
な
ら
ぬ
身
は

み

た

る

、
俊

755
ぅ
き
め
の
み
お
ひ
て
な
が
る
、
浦
な
れ
ば 

弘
安
元
年
奧
書
本
は
こ
の
箇
所
は
本
文
の
校
異
の
み
で
、
注
釈
的
書
入 

は
な
い
。
な
お
、
校
異
の
ぅ
ち
、
754
第

ニ

句

「
め
な
ら
ぶ
人
の
」

に

「清 

同
、
普
通
ハ
メ
ナ
ラ
ブ
人
ノ
、
御
本
如
レ
此
云
、
」
と

あ

る

の

は

「清
同
」 

の
す
ぐ
上
に
現
在
脱
落
し
た
付
箋
が
あ
り
、
「
め

な

ら

ぶ

い

ろ

の

(
こ
こ 

に

、

「
某
本
」
と
あ
つ
た
可
能
性
あ
り
)」
と
書
か
れ
て
い
た
と
進
疋
す
る
。
 

つ
ま
り
、
清
輔
本
、
雅

経

本

(新
院
御
本
)
は

「
め
な
ら
ぶ
い
ろ
の
」
と 

あ
り
、
校

異

の

ぅ

ち

「普
通
ハ
メ
ナ
ラ
ブ
人
ノ
、
御
本
如
レ
此
」

の
字
句 

は
清
輔
本
の
勘
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
弘
安
元
年
奧
書
本
に
お 

い
て
校
異
に
関
わ
る
付
箋
に
は
、
時
折
脱
落
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
つ 

い
て
は
、
こ
の
754
の
箇
所
も
含
め
て
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
石
見
切
の
753
754
の
注
釈
的
書
入
に
比
較
す
べ
き
『
顕
昭
古
今
集 

注
』
『
顕
注
密
勘
』

の
注
釈
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 

顕

昭

古

今

集

注

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
四
、
309
—

310

頁
)



〔
753
〕
ナ
ギ
タ
ル
ト
ハ
晴
夕
ル
ナ
リ
。
サ
テ
ク
モ
、
ナ
ク
ト
ハ
ヨ
ム
ナ
リ
。
 

ソ
レ
ヲ
イ

ト

ハ
ル
、
ニ
ソ
へ
タ
リ
。
ワ
ガ
厭
ハ
ル
、
ヲ
最
晴
ト

ソ

フ

ル
ナ 

リ
。
又

海

ニ
ナ
グ
ト

イ

フ
ハ
、
風

フ
カ
デ
ナ
ミ
夕
、
ヌ
ヲ

イ

フ

。
ア
サ
ナ 

ギ
、
ユ
フ
ナ
ギ
ト
ハ
、
朝

夕

ニ
風
ノ
ヰ
ル
コ

ト

ノ
ア
ル
ナ
リ
。
(後
略
)

〔
754
〕

ハ
ナ
ガ
夕
ミ
ト
ハ
答
善
ト
カ
キ
テ
カ
夕
ミ
ト
ヨ
メ
リ
。
小
籠
ナ
リ 

ト
イ
ヘ
リ
。
竹
籃
ト
モ
力
ケ
リ
。
サ
レ
.パ
花
ナ
ド
ツ
ミ

イ

ル

、
籠
ヲ
、

ハ 

ナ
ガ
夕
ミ
ト
ハ
イ
フ
ナ
リ
。
メ
ナ
ラ
ブ
イ
ロ
ト
ハ
、
普
通
本
ニ
ハ
メ
ナ
ラ 

ブ
ヒ
ト
、
ア
リ
。
両
證
本
ニ
ハ
、
メ
ナ
ラ
ブ
イ
ロ
ト
ア
リ
。
籠
ノ
目
ハ
オ 

ホ
カ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
目
ナ
ラ
ブ
ト
イ
フ
。
ア
マ
タ

ノ

ヒ
ト
ヲ
ミ

タ

レ

パ
、

ワ
レ
ハ
ワ
ス
ラ
レ
ニ
ケ
ム
ト
ソ
へ
夕
ル
ニ
ヤ
。
教
長
卿
ハ
、
ア
マ
タ

ヒ

ト

共

ニ
ア
ヒ
ニ
ケ
レ
バ
ト
注
セ
リ
。
或
人
ハ
、
妻
ド
モ
ノ
ア
マ
タ

目

ヲ

並
べ
テ 

ア
レ
バ
、
カ
ズ
ナ
ラ
ヌ
我
ハ
ワ
ス
ラ
レ
ニ
ケ
ム
ト

ヨ

メ
ル
ナ
リ
。
A暴
ニ

、
 

男
ノ
歌
ノ
心
ニ
テ
モ
、
女

ノ
歌
ノ
心

ニ
テ
モ
、
夕
ガ
フ
マ
ジ
。
ア
マ
タ

ヲ
 

ミ
ナ
ラ
べ
タ
ル
目
ナ
レ
バ
、

ハ
ヅ
カ
シ
キ
ヨ
シ
ナ
リ
。
(後
略
)
 

顕

注

密

勘

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
238
|
239
頁

)

〔
753
〕
な
ぎ
た
る
あ
さ
と
は
、
晴

た
る
つ
と
め
て
也
。
さ
て
雲
も
な
く
と 

は
よ
む
也
。
そ
れ
を
い
と
は
る
、
に
そ
へ
た
り
。
我
厭
を
最
晴
に
そ
ふ
る 

也
。
又
海
に
な
ぐ
と
云
は
、
風

ふ
か
で
浪

た

、
ぬ
を
も
云
。
あ
さ
な
ぎ
、
 

ゆ
ふ
な
ぎ
と
は
、
朝
夕
に
風
の
ゐ
ぬ
事
の
あ
る
也
。
(後
略
)

〔
754
〕
花
が
た
み
と
は苍

箐
と
か
き
て
か
た
み
と
よ
め
り
。
小
籠
な
ど
い 

へ
り
。
竹
籃
と
も
か
け
り
。
さ
れ
ば
花
な
ど
つ
み
い
る
ゝ
籠
を
は
な
が
た 

み
と
は
云
也
。
め
な
ら
ぶ
色
と
は
、
常
の
本
に
は
目
な
ら
ぶ
人
と
あ
り
。
 

籠
の
目
は
お
ほ
か
る
物
な
れ
ば
目
な
ら
ぶ
と
云
。
あ
ま
た
の
人
を
み
れ
ば 

我
は
わ
す
れ
に
け
ん
と
そ
へ
た
る
に
や
。
あ
ま
た
の
人
目
を
な
ら
べ
て
あ 

れ
ば
と
云
也
。
(以
下
略
)

(密
勘
)
目
な
ら
ぶ
人
を
用
。

こ
の
場
合
、
『顕
昭
古
今
集
注
』
と

『顕
注
密
勘
』

が
か
な
り
類
似
し 

て
レ
る
た
め
石
見
切
力
い
ず
れ
に
よ
っ
て
い
る
か
、
ま
よ
う
と
こ
ろ
が 

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
か
い
字
句
を
見
る
と
、
石
見
切
の
〔
753
和
歌
〕
 

の
注
に
「晴
タ
ル
ツ
ト
メ
テ
也
」
と
あ
る
の
は
『顕
注
密
勘
』
の

「
な
ぎ 

た
る
あ
さ
と
は
、
晴
た
る
つ
と
め
て
也
。
」
に
対
応
し
て
お

り

、
〔
754
和

歌

〕 

の

注

「
ア
マ
タ
ノ
人
メ
ヲ
ナ
ラ
べ
テ
ア
レ
バ
ト
ナ
リ
」
は

『顕
注
密
勘
』
 

の

「あ
ま
た
の
人
目
を
な
ら
べ
て
あ
れ
ば
と
云
也
。」
に
対
応
し
て
お
り
、
 

い
ず
れ
も
『
顕
注
密
勘
』
に
よ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
石
見
切
は
弘
安
元
年
奥
書
本
以
上
に
『顕
注
密
勘
』
に 

依
拠
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
例
ば
か
り
で
は
な
い
。
次
の
よ
う
な
例 

も
あ
る
。

石
見
切



619
ょ
る
べ
な
み
身
を
こ
そ
と
を
く
へ
だ
て
つ
れ 

心
は
君
が
ゝ
げ
と
な
り
に
き 

620
い
た
づ
ら
に
ゆ
き
て
は
き
ぬ
る
も
の
ゆ
へ
に 

み
ま
く
ほ
し
さ
に
い
ざ
な
は
れ
つ
、

621
あ
は
ぬ
夜
の
ふ
る
し
ら
ゆ
き
と
つ
も
り
な
ば 

わ
れ
さ
へ
と
も
に
け
ぬ
べ
き
も
の
を

こ
の
哥
は
あ
る
人
の
レ
は
く
力
き
の
も
と
の
人
ま
ろ
ヵ
哥
也 

な
り
ひ
ら
の
朝
臣

622
あ

き

の

、
に

さ

、
わ
け
し
あ
さ
の
そ
で
ょ
り
も 

あ
は
で
こ
し
夜
ぞ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る

〔
619
和
歌
〕
無
縁
ニ
サ
シ
ハ
ナ
レ
タ
ル
也
、
源
氏
ニ
賀
茂
祭
日
ヨ
ル
べ
ノ 

水
ト
ヨ
メ
ル
ハ
社
頭
ニ
神
水
ト
テ
瓶
ニ
イ
レ
タ
ル
也 

〔
620
和
歌
〕
イ
ザ
ト
サ
ソ
ハ
ル
ト
イ
フ
ナ
リ 

〔
622
和
歌
〕
朝
也
、
非
レ

麻 

弘
安
元
年
奥
書
本
該
当
部
分 

619
よ
る
べ
な
み
身
を
こ
そ
と
を
く
へ
だ
て
つ
れ 

こ

、
ろ
は
き
み
が
か
げ
と
な
り
に
き 

620
い
た
づ
ら
に
ゆ
き
て
は
き
ぬ
る
も
の
ゆ
へ
に 

見
ま
く
ほ
し
さ
に
い
ざ
な
は
れ
つ
、

621
あ
は
ぬ
よ
の
ふ
る
し
ら
ゆ
き
と
つ
も
り
な
ば

き
え
ぬ
べ
き
か
な
(以
上
ス
リ
消
シ
)俊 

わ
れ
さ
へ
と
も
に
け
ぬ
べ
き
も
の
を

ハ
俊
無

こ
の
哥
は
あ
る
人
の
い
は
く
力
き
の
も
と
の 

人
ま
ろ
が
、っ
た
也な

り
ひ
ら
の
朝
臣

ア
キ
ぐ
リ
ニ
清

622
あ

き

の

、
に

さ

、
わ
け
し
あ
さ
の
そ
で
よ
り
も

ク
ル
俊

あ
は
で
こ
し
よ
ぞ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る

〔
§

和
歌
〕
密
云
、
イ
ザ
ナ
ハ
ル
ト
ハ
イ
ザ
ト
サ
ソ
ハ
ル
ト
云
事
也

(
ニ
力
)

清
如n

伊
勢
物
語
一
云
、
直
子
事
マ
テ
ナ
ガ
サ
レ
タ
ル
ト
コ
ロ
ヨ
リ
ヨ
ル 

キ
テ
空
帰
テ
人
ノ
ク
ニ
、
テ
ウ
タ
へ
ル
哥
也
、
在
原
ナ
ル
オ
ト
コ
ア 

ル
業
平
欺

〔
622
623
和
歌
〕
清
伊
勢
語
云
、
ム
ヵ
シ
オ
ト
コ
ア
リ
ケ
リ
、
ア
ハ
レ
ト
モ 

イ
ハ
ザ
リ
ケ
ル
女
ノ
サ
ス
ガ
ナ
リ
ケ
ル
ガ
モ
ト
ニ
イ
ヒ
ヤ
リ
ケ
ル
、
ア
キ
、、

リ

ニ

サ

、
ワ
ケ
シ
ア
サ
ノ
.
.
、
イ
ロ
ゴ
ノ
ミ
ナ
ル
女
力
ヘ
シ
、
ミ
ル
メ

ナ
キ
ワ
ガ
ミ
ヲ
…
…
、
然
者
此
哥
返
哥
歟
、
返
字
無
、
如
何 

弘
安
元
年
奥
書
本
は
清
輔
本
勘
物
を
書
き
入
れ
る
が
、
注
釈
的
書
入
は 

石
見
切
の
方
が
多
い
。

僻

案

抄

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
317
頁
)

〔
619
〕
よ
る
べ
と
は
、
た
と
へ
ば
た
ち
よ
り
た
の
む
縁
な
ど
あ
る
あ
た
り



を
云
也
。
無
縁
に
さ
し
は
な
た
れ
た
る
を
、
よ
る
べ
な
し
と
は
い
ふ
也
。
 

こ
の
事
、
た
ぐ
よ
る
べ
と
い
ふ
詞
に
て
、
歌
に
も
よ
み
、
詞
に
も
か
け
ば
、

昔
の
人
は
疑
思
事
も
な
く
、

い
ひ
つ
た
へ
た
る
を
、
ち
か
き
世
に
、
物
の

賀

茂

政

平

也

、

よ
し
し
ら
ず
、
ふ
る
き
事
を
見
さ
と
ら
ぬ
も
の
、
、
源
氏
物
語
に
、
賀
茂 

祭
日
よ
る
べ
の
水
と
よ
み
た
る
は
、
社
頭
に
神
水
と
て
、
瓶
に
い
れ
た
る 

水
也
な
ど
、
自
由
に
い
ひ
い
で
た
る
は
、

い
た
づ
ら
事
也
。
お
な
じ
物
語 

の
か
た
は
ら
の
巻
々
を
だ
に
見
ざ
り
け
る
、

い
ふ
か
ひ
な
き
事
也
。

(
後 

1

)顕

昭

古

今

集

注

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
四
、

274
頁

)

〔
620
〕
ィ
ザ
ナ
ハ
ル
ト
ハ
、
サ
ソ
ハ
ル
ト
云
事
也
。
(後
略
)
 

顕

注

密

勘

(
日
本
歌
学
大
系
別
卷
五
、
214
頁
)

〔
620
〕

い
ざ
な
は
る
と
は
、

い
ざ
と
誘
引
る
と
云
事
也
。
(
以
下
略
)

石

見

切

〔
619
和
歌
〕
注

が

『僻
案
抄
』
に
類
似
し
な
が
ら
、
『僻
案
抄
』
 

の
否
定
す
る
説
を
書
き
入
れ
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。

ま
た
、
石
見
切
、
弘

安

元

年

奥

書

本

の

〔
620
和
歌

〕
注
は
い
ず
れ
も 

『
顕
注
密
勘
』
に
よ
る
と
お
ぼ
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
石
見
切
の
書
入
は
弘
安
元
年
奥
書
本
の
書
入
と
同
じ
く 

『
顕
注
密
勘
』
以
外
の
注
釈
も
用
い
て
い
る
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

石
見
切も

と
や
す
の
み
こ
の
七
十
の
賀
の

ぅ

し

ろ
 

の
屏
風
に
よ
み
て
か
き
け
る

き
の
つ
ら
ゆ
き

352
春

く

れ

ば

や

ど

に

ま

づ

さ

く

む

め
の
は
な 

君
が
ち
と
せ
の
か
ざ
し
と
ぞ
み
る 

素
性
法
師

353
い

に

し

へ

に

あ

り

き

あ

ら

ず

は

し

ら

ね

ど

も

ち
と
せ
の
た
め
し
君
に
は
じ
め
む

\
354
ふ
し
て
お
も
ひ
お
き
て
か
ぞ
ふ
る
よ
ろ
づ
よ
は 

〔
352
和
歌
〕
梅
ニ
力

ギ
ラ
ズ
ヒ
バ
ラ
ヲ
モ
カ
ザ
シ

ト

ヨ

メ

リ

、
カ
ザ
シ

ノ
 

花
ハ
マ
ヰ
人
ノ
ハ
サ
ク
ラ
、
陪
従
ハ
ヤ
マ
ブ
キ
、
サ
ダ
マ
レ
ル
事
ナ
レ
ド
、
 

ヤ
ハ
タ
ニ
ハ
藤
ノ
花
ヲ
カ
ザ
ス
ナ
リ 

〔
353
和
歌
〕
人
代
ハ
ジ
マ
リ
テ
千
年
ノ
寿
考
ハ
ナ
キ
ヲ
君
ニ
ハ
ジ
メ
ム

ト
 

ナ
リ弘

安
元
年
奥
書
本
該
当
部
分

も
と
や
す
の
み
こ
の
七
十
の
賀
の
ぅ

し
ろ
の
屏
風
に
よ
み
て
か
き
け
る

\き
の
つ
ら
ゆ
き



352

は
る
く
れ
ば
や
ど
に
ま
づ
さ
く
む
め
の
は
な 

き
み
が
ち
と
せ
の
か
ざ
し
と
ぞ
み
る 

* \
性

法

師

353

い
に
し
へ
に
あ
り
き
あ
ら
ず
は
し
ら
ね
ど
も 

ち
と
せ
の
た
め
し
き
み
に
は
じ
め
む 

354
ふ
し
て
お
も
ひ
お
き
て
か
ぞ
ふ
る
よ
ろ
づ
世
は 

〔352
和
歌
〕
梅
ニ
力
ギ
ラ
ズ
ヒ
バ
ラ
ヲ
モ
カ
ザ
シ
ト

ヨ

メ
リ
、
カ
ザ
シ
ノ 

ハ
ナ
ハ
マ
ヒ
人
ノ
ハ
サ
ク
ラ
、
陪
従
ハ
ヤ
マ
ブ
キ
、
サ
ダ
マ
レ
ル
事
ナ
レ 

ド

、

ヤ
ハ
夕
ニ
ハ
フ
ジ
ノ
ハ
ナ
ヲ
カ
ザ
ス
ナ
リ 

〔353
和
歌
〕
人
代
ハ
ジ
マ
リ
テ
千
年
ノ
寿
考
ハ
ナ
ケ
レ
バ
チ
ト
セ
ノ
タ
メ 

シ
キ
ミ
ニ
ハ
ジ
メ
ヨ

ト

ヨ

メ

リ

こ
の
部
分
、
石
見
切
と
弘
安
元
年
奧
書
本
の
書
入
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で 

あ
る
が
、
注
釈
的
書
入
は
他
に
類
似
の
も
の
が
見
出
せ
な
い
。

以
上
の
よ
ぅ
に
、
石
見
切
と
弘
安
元
年
奧
書
本
の
書
入
と
を
比
較
し
て 

み
た
が
、
両
者
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
が
、
ど
ち
ら
か 

一
方
が
も
う
一
方
を
、
増
補
も
し
く
は
簡
約
し
た
と
い
う
よ
う
な
単
純
な 

も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
が
先
に
成
立
し
た 

か
も
明
ら
か
で
な
い
。
石
見
切
を
書
入
有
と
書
入
無
に
便
宜
分
類
し
た
こ 

と
に
よ
り
、
書
入
有
の
切
の
み
を
弘
安
元
年
奥
書
本
と
比
較
す
る
と
、
大

体
次
の
よ
う
に
な
る
。

ァ
■
本
文
の
校
異
は
弘
安
元
年
奥
書
本
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。

ィ
•
人
名
の
注
(定
家
の
勘
物
を
除
く
)
は

両

者

『古
今
和
歌
集
目
録
』
 

に
類
似
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

ゥ
•
注
釈
は
同
一
も
し
く
は
類
似
の
も
の
が
多
い
が
、
相
互
に
有
無
や 

出
入
り
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
が
一
方
的
に
詳
細
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
前
章
以
来
問
題
と
し
て
来
た
弘
安
元
年
奥
書
本
の
書
入
は
為 

氏
の
講
義
を
ど
の
程
度
反
映
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
ま
た
し
て
も
生

る仮
に
石
見
切
が
弘
安
元
年
奥
書
本
よ
り
早
く
成
立
し
て
い
た
と
す
る
な 

ら
、
注
釈
的
書
入
の
基
本
は
両
者
さ
し
て
違
つ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
ら 

の
書
入
は
為
氏
と
は
無
縁
で
、
為
氏
の
関
与
は
清
濁
や
声
点
な
ど
の
ご
く 

一
部
に
限
ら
れ
る
と
す
る
説
が
有
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
為
氏
が
寂
恵
に 

対
し
て
弘
安
元
年
以
前
に
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
講
義
を
し
た
と
は
考
え
に 

く
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
石
見
切
の
書
入
は
為
家
の
講
義
、
弘
安
元
年
奧
書
本
の
書
入
は 

為
氏
の
講
義
と
し
て
、
そ
の
た
め
の
類
似
と
す
る
可
能
性
を
主
張
す
る
説 

が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
考
慮
に
値
す
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
。

逆
に
石
見
切
の
成
立
を
弘
安
元
年
奥
書
本
の
後
と
す
れ
ば
、
両
者
の
書



入
の
類
似
力
ら
弘
安
元
年
奥
書
本
の
書
入
が
い
か
な
る
性
格
を
有
す
る
か 

に
か
か
わ
ら
ず
、
石
見
切
は
本
文
、
書
入
と
も
に
弘
安
元
年
奥
書
本
を
直 

接
間
接
を
問
わ
ず
何
ら
か
の
形
で
参
照
し
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
 

当
面
の
問
題
の
解
決
に
は
あ
ま
り
役
立
た
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

結
局
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
結
論
は
出
せ
な
い
と
考
え 

る
。た

だ
し
、
稿
者
が
こ
れ
ら
の
注
釈
的
書
入
に
、
為
氏
の
関
与
を
認
め
る 

こ
と
に
消
極
的
な
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
弘
安
元
年
十
一
月
上
旬
と
い
う 

為
氏
が
多
忙
な
時
点
で
あ
る
点
と
、
あ
ま
り
に
既
成
の
注
釈
に
頼
り
す
ぎ 

て
い
る
点
に
不
審
を
抱
く
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
寂
恵
が
為
氏
に
受 

け
た
講
義
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
比
較
の
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
は 

『
六
卷
抄
』
が
あ
る
が
、
寂
恵
の
書
入
と
『
六
卷
抄
』

の
注
釈
と
に

さ

し

 

た
る
類
似
が
認
め
ら
れ
な
い
点
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生 

ず
る
で
あ
ろ
う
。

〔注
〕

(
1
)
本
稿
の
主
要
な
参
考
文
献
を
次
に
掲
げ
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
に 

当
つ
て
は
、
執
筆
者
名
の
み
を
表
わ
し
、
論
文
名
等
を
簡
略
に
さ 

せ
て
い
た
だ
い
た
場
合
が
あ
る
。

「寂
恵
本
古
今
和
歌
集
複
製
」
(古
文
学
秘
籍
叢
刊
、
解
説
、
三
 

条
西
公
正
氏
、
昭
8
、
9
刊
)

「伊
達
家
本
古
今
和
歌
集
複
製
」
(貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
、
解 

説
、
山
岸
徳
平
氏
、
昭
13
刊
)

西
下
経
一
氏
『古
今
集
の
伝
本
の
研
究
』
(昭
29
刊
)

久
保
田
淳
氏
「順
教
房
寂
恵
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」 

昭
33
.
11
、
『中
世
和
歌
史
の
研
究J

平
5

刊
所
収
)

久
曽
神
昇
氏
『古
今
和
歌
集
成
立
論
研
究
編
』
(昭
36

刊
)
 

久
曽
神
昇
氏
『古
筆
切
影
印
解
説

I
古
今
集
編
』
(平
7
刊
)
 

小
松
茂
美
氏
『古
筆
学
大
成
』
第

五

巻

(平
1
刊
)

小
林
強
氏
「
『古
筆
学
大
成
』
4
巻
及
び
5
巻
関
係
•
『古
筆
学 

大
成
』
未
所
収
の
主
要
伝
称
筆
者
関
係
の
古
今
集
切
一
覧
稿
」
 

(
「自
讃
歌
注
研
究
会
会
誌
」
8
平
12
.
10
、
本
稿
で
は
以
下
ニ 

覧
稿
」
と
略
称
す
る
)

(

2

) 

拙

著

『
六
条
藤
家
歌
学
の
研
究
』
(平
11
刊
、
169
—

178

頁
、
419
— 

421

頁
、
初

出

「斯
道
文
庫
論
集
」
26
平

4

.

3

、

「

三

田

国

文

」 

10

昭
63
.

12

)。

(

3

) 

拙
著
419

頁
と
は
勖
み
を
改
め
た
。

(

4

)
 
拙
著
419
丨

421
頁
。



(
5
) 

久

保

田

氏

注
(
1
)
論

文

。

(
6
) 

拙

著

421

頁

。

(
7
) 

西
下
氏
著
書
137
頁
、
234
頁
、
拙
著
169
頁
以
下
。

(

8

)
 

拙
著
m

—

m
頁
。

(
9
) 

後

述

す

る

が

、

本

書

は

石

見

切

と

も

関

係

を

有

し

な

い

。

(
10
)
 

西
下
氏
著
書
138
頁
。

(
11
) 

竹

本

元

晛

•
久

曽

神

昇

両

氏

『建
久
ニ
年
俊
成
本
古
今
和
歌
集 

と
研
究
』
(未
刊
国
文
資
料
、
昭

34
刊
)
、
久
曽
神
氏
著
書
研
究
編 

136
—
137
頁

。

(
12
)
 

『系
図
纂
要
』
(
昭

49
刊
)
所

収

の

「安
倍
氏
系
図
」
に
ょ
れ
ば
、
 

範

元

(寂
恵
、
資
宣
男
)
の
子
と
し
て
、
邦

連

、
忠

顕

、
英
倫 

(密
奏
、
大
学
助
、
陰
陽
少
允
、
従
五
上
)
の
三
人
を
挙
げ
る
。 

忠
顕
は
寂
恵
の
奥
書
を
有
す
る
顕
昭
『
日
本
紀
歌
注
』
奥
書
中
に
、
 

「故
順
教
房
子
息
前
天
文
博
士
忠
顕
朝
臣
」
と

見

ぇ

る

(
拙

著
910 

頁
)
。

(
13
)
 

日
本
古
典
文
学
会
複
製
、
解
説
、
山
岸
徳
平
氏
、
昭

49
刊
。

(
14
)
 

拙
著

174
—
175
頁
。
な
お
、
こ
の
箇
所
の
付
箋
の
脱
落
を
早
く
指 

摘
さ
れ
た
方
が
い

る

こ

と

に

気
づ
い
た
。
竹
岡
正
夫
氏
で
あ

る

。 

『古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
(
昭

51
刊
)
下
卷
、
849
頁

で

「
九
七
〇
ノ

歌
ト
、
九
七
一
の
詞
書
ト
ラ
補
書
貼
紙
ス
ル
モ
、
脱
」
と
注
記
さ 

れ
て
い
る
。

(
15
)
 

久
曽
神
氏
『古
今
和
歌
集
成
立
論
資
料
編
下
』

(
昭

35
刊
)
 

の
翻
字
に
は
真
名
序
の
か
な
り
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
複 

製
本
で
は
多
く
は
読
み
え
な
い
。
わ
ず
か
に
「然
而
神
世
七
」
が 

認
め
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

(16
)
 

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
巻
『古
今
和
歌
集
嘉
禄
ニ
年
本
古 

今
和
歌
集
貞
応
ニ
年
本
』
(解
題
、
片
桐
洋
一
氏
、
平
6
刊
)
32
— 

34
頁

。

(
17
)
 

勿
論
、
定
家
は
古
今
集
を
十
数
回
も
書
写
し
て
い
る
の
で
、
本 

書
が
貞
応
ニ
年
本
に
近
し
い
本
文
を
有
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、
貞 

応
ニ
年
本
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
為
家
、
為
氏
と
師
弟 

関
係
に
あ
っ
た
寂
恵
の
書
写
本
で
あ
る
こ
と
も
^
堂
に
入
れ
れ
ば
、
 

貞
応
ニ
年
本
と
断
じ
て
差
支
え
な
い
。

な
お
、
本
書
は
嘉
禄
ニ
年
本
に
一
致
す
る
本
文
が
傍
記
、
朱
訂 

等
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。

(
18
)
 

拙
著
169
頁
以
下
。

(
19
)
 

弘
安
元
年
奧
書
本
の
書
入
に
つ
い
て
は
、
竹
岡
正
夫
氏
『古
今 

和
歌
集
全
評
釈
』
(昭

51
刊
)
所
収
の
翻
刻
も
参
照
し
た
。



(
20

)
 

久
曽
神
氏
著
書
研
究
編
135
—

136

頁
。

(
21
)
 

拙
著
358

頁
以
下
。

(
22
)
 

「
わ
が
ぅ
へ
に
」

(863
)
、

「
あ
れ
に
け
り
」

(984
)
の
ニ
首
は 

『伊
勢
物
語
』

の
歌
で
、
前
者
は
五
十
九
段
、
後
者
は
五
十
八
段 

に
あ
る
。
「
伊
勢
物
語
』

の
古
注
に
は
本
説
を
説
く
も
の
が
多
い 

が
、
直
接
の
関
係
を
ぅ
か
が
わ
せ
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
わ
ず 

か
に
、
『冷
泉
家
流
伊
勢
物
語
』

(片

桐

洋

一

氏

『伊
勢
物
語
の
研 

究

〔資
料
篇
〕
』
〈
昭

44
刊
〉
所
収
)
が
、
前

者

に

「
ニ
条
后
」
、
 

後

者

に

「伊
豆
内
親
王
」

の
固
有
名
詞
を
出
す
点
が
注
目
さ
れ
る 

く
ら
い
で
あ
る
。

な
お
、
弘
安
元
年
奥
書
本
の
書
入
で
「
基
俊
云
」
と
あ
る
も
の 

は
、
さ
ら
に
左
の
ご
と
き
も
の
が
あ
る
。

「
世
中
に
」

(卷
一
、

53
)
の
注

基
俊
云
、
世
ノ
中
ニ
サ
ク
ラ
ノ
タ
エ
セ
デ
ダ
ニ
ア
ラ
バ
人
ノ
心
ハ 

ノ
ド
カ
ナ
ラ
マ
シ
、
ト
チ
ル
コ
ト
ノ
ウ
夕
テ
サ
ヨ
ト
ヨ
メ
リ 

「
ぁ
だ
な
り
と
」

(卷
一
、

62
)
の
注 

基
俊
、
敵
云
、
、
不
審

前

者

は

『伊
勢
物
語
』
八
十
ニ
段
、
後
者
は
十
七
段
の
歌
で
あ 

る
。
基
俊
の
名
が
見
え
る
四
首
い
ず
れ
も
が
『伊
勢
物
語
』

の
歌

で
あ
る
こ
と
は
基
俊
の
伊
勢
物
語
注
釈
(真
偽
は
知
ら
ず
)
の
存 

在
を
示
唆
す
る
の
で
あ

ろ

ぅ

か
。

(
23
)
 

前
掲
久
保
田
氏
論
文
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
近
時
、
左
記
の 

翻
刻
や
注
釈
が
あ
る
。

石

澤

一

志

.
加

畠

吉

春

•
小

林

大

輔

.
酒

井

茂

幸

氏

「
『
寂
恵 

法
師
文
』
翻
刻
」

(
「
研
究
と
資
料
」

42
平

11
-
12
)

寂
恵
法
師
文
輪
読
会
「
『寂
恵
法
師
文
』
注

釈

(
上

ご

(

「
研 

究
と
資
料
」
45

平
13

.
7

)

(
24
)
 

注

(
1
)
久
保
田
氏
論
文
参
照
。

(
25
)
 

伊
井
春
樹
•
高
田
信
敬
氏
編
『古
筆
切
提
要
』

(
昭

59
刊
)
所 

収
の
影
印
に
よ
る
。

(26
)
 

久
曽
神
氏
著
書
研
究
編
137

丨
138

頁
。

(
27
)
 

小
林
氏
に
は
「
一
覧
稿
」
以
後
の
成
果
を
含
め
て
、
直
接
書
信 

で
御
教
示
に
与
り
、
ま
た
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
一
覧
稿
」
以
後
に
関
わ
る
小
林
氏
の
御
教
示
は
以
下
の
ご
と

く

で

あ

る

。

「
一
覧
稿
」
の

「東
京
国
立
博
物
館
資
料
館
蔵
諫
早
家
崇
氏
蔵 

手
鑑
写
真
」

(616
1

617

詞
書
)
は
石
見
切
で
は
な
い
の
で
削
除 

(清
輔
本
、
た
だ
し
、
内
裏
切
と
言
い
ぅ
る
か
否
か
不
明
)。



「
一
覧
稿
」

に
二
葉
追
加
。

高
域
弘
一
氏
蔵

806
身

を

う

し

と

お

も

ふ

に

き

え

ぬ

も

の

な

れ

ば
 

か

く

て

も

へ

ぬ

る

世

に

こ

そ

有

け

れ

な
ほ
い
子

典
侍
藤
原
直
子
朝
臣

807
あ

ま

の

か

る

も

に

す

む

ゝ

し

の

わ

れ

か

ら

と
 

ね

を

こ

そ

な

か

め

よ

を

ば

う

ら

み

じ

ハ

な

f

も
と
よ
の
お
ほ
き
み
の
女

808
あ

ひ

み

ぬ

も

う

き

も

わ

が

身

の

か

ら

こ

ろ

も
 

お

も

ひ

し

ら

ず

も

と

く

る

ひ

も

か

な

寛

平

御

と

き

ゝ

さ

い

の

宮

の

哥

合

□

た

京

都

古

書

組

合

総

合

目

録

13
号

い

た

ま

あ

ら

み

ふ

る

は

る

さ

め

の

も

り

や

し

ぬ

ら

む
 

ふ

る

う

た

に

く

は

へ

て

た

て

ま

つ

れ

る

な

が
 

う

た

壬
生
忠
岑

1003
く

れ

た

け

の

世

ゝ

の

ふ

る

ご

と

な

か

り

せ

ば

 

い

か

ほ

の

ぬ

ま

の

い

か

に

し

て

お

も

ふ

心

を

の

ば

へ

ま

し

あ

は

れ

む

か

し

べ

あ

り

き

て

ふ
 

人

ま

ろ

こ

そ

は

ぅ

れ

し

け

れ

身

は

し

も

な

が

ら
 

こ

と

の

は

を

あ

ま

つ

そ

ら

ま

で

き

こ

え

あ

げ

い
ず
れ
も
書
入
は
な
い
。

な
お
、
以
下
の
記
述
で
個
々
の
切
の
所
蔵
や
書
影
の
所
在
の
示 

し
方
に
不
統
一
が
あ
る
が
、
詳
細
は
小
林
氏
の
「
一
覧
稿
」
を
参 

照
さ
れ
た
い
。

(28
)
 

田
中
登
氏
『平
成
新
修
古
筆
資
料
集
第
ー
集
』

(
平

12
刊
)
 

所
収
。

(乙
)

(
29
)
 

r

三
首
、
文
徳
天
皇
第
一
源
氏
、
母
伴
氏
、
承
和
十
二
年
己
丑 

生
、
寛
平
九
年
六
月
八
日
薨
、
五
十
六
」
と
あ
る
書
入
は
、
定
家 

の
勘
物
で
は
な
い
。
清
輔
本
の
勘
物
に
類
似
す
る
が
他
の
例
か
ら 

推
定
す
る
に
『古
今
和
歌
集
目
録
』
の
記
述
の
簡
略
化
で
あ
ろ
、っ
。

(
30
)

 

拙
著
174
—

175

頁
。

(
31
)
 

本

行

の
「
ょ
る
へ

な
み
」
、
傍

書

の

「
ョ
ル

へ

ナ

ミ

」

両
方
と 

も
声
点
を
付

し

、

本

行

は
「
ょ

る

べ

な

み
」
と
濁
り
、
傍
書
は 

「
ョ
ル
へ
ナ
ミ
」

と
清
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
、

清
濁
両
説
あ

る

旨 

の
注
記
で
あ

る

。



)
 

『源
氏
物
語
』

の

「
よ
る
べ
の
水
」
に

つ

い

て

は

『奥
義
抄
』
 

に
説
が
あ
り
、
『僻
案
抄
』

の
記
述
は
そ
れ
が
念
頭
に
あ
る
と
思 

わ
れ
る
。

ま
た
、
『奥
義
抄
』
は
諸
本
に
よ
り
異
同
が
あ
り
、
拙

著
538
—
 

539

頁
に
お
い
て
検
討
し
た
。
念
の
た
め
、
I

類
本
の
志
香
須
賀
文 

庫
本
、

n類
本
の
大
東
急
記
念
文
庫
本
を
掲
げ
て
お
く
。
 

奧

義

抄

(
日
本
歌
学
大
系
卷
ー
、
304

頁
該
当
)

志
香
須
賀
文
庫
本

て

よ

り

ベ

(
朱

)

神
さ
び
の
ふ
る
べ
に
た
ま
る
あ
ま
水
の
み
く
さ
ゐ
る
迄
い
も
を
み
ぬ 

か
な

な

き

(
朱

)
な

ど

(
朱

)

是
は
神
社
に
か
め
を
を
き
て
そ
れ
な
る
み
づ
を
。
こ
と
。を
ひ
た

た

'
ニ

朱

)

る
も
の
は
神
水
と
て
是
を
の
む
也
、
只
す
の
や
し
ろ
な
ど
に
今 

も

あ

り

和

泉

式

部

哥

に

も

神
か
け
て
君
は
あ
ら
が
ふ
た
れ
か
さ
は
よ
る
べ
に
た
ま
る
み
づ
と 

い
ひ
け
ん

又
源
氏
の
あ
ふ
ひ
の
ぅ
へ
の
哥
云 

さ

も

こ
そ
は
よ
る
べ
の
水
に
陰
た
へ
め
か
け
し
あ
ふ
ひ
を
わ
す
る 

べ
し
や
は

是
等
も
か
の
亀
の
水
を
よ
め
る
也

瓶

(
朱

)

大
東
急
記
念
文
庫
本

か
み
さ
び
の
ふ
る
え
に
た
ま
る
あ
ま
水
の
み
草
ゐ
る
ま
で
い
も 

を
み
ぬ
哉

是
は
神
社
に
か
め
を
、
き
て
そ
れ
な
る
水
を
な
き
事
な
ど
お
ひ
た 

る
物
は
神
水
と
て
こ
れ
を
の
む
也
、
た

、

> 

す
の
社
な
ど
に
い
ま
も 

あ
り
、
和
泉
式
部
哥
に
も

神
か
け
て
君
は
あ
ら
が
ふ
誰
か
さ
は
よ
る
べ
に
た
ま
る
水
と
い 

ひ
け
ん 

又
源
氏
哥
云

さ
も
こ
そ
は
よ
る
べ
の
水
に
み
草
ゐ
め
け
ふ
の
か
ざ
し
よ
な
さ 

へ
わ
す
る
ゝ

こ
れ
ら
は
か
の
瓶
の
水
を
よ
め
る
な
り 

(
33
)
 

石
見
切
、
弘
安
元
年
奧
書
本
と
も
に
「
も
と
や
す
の
み
こ
」
に 

定
家
本
の
勘
物
が
あ
る
が
、
今
省
略
す
る
。(本

章
終
、
以
下
次
輯
)

〔付
記
〕
本
稿
は
慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
(平
成
十
二
年
十
一
月 

十
一
日
、
於
慶
應
義
塾
大
学
)
に

お

い

て

「寂
恵
本
古

i
を
め
ぐ
っ
て
」 

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
、
新
た
に
稿
を
起
こ
し
た
も
の 

で
あ
る
。
御
所
蔵
資
料
の
閲
覧
、
複
写
等
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
、
國
學



院
大
學
図
書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
謝
意 

を
表
す
る
。
小
林
強
氏
に
は
多
大
な
御
教
示
と
資
料
提
供
に
与
つ
た
。
ま 

た
、
高
域
弘
一
氏
御
所
蔵
の
未
発
表
の
石
見
切
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い 

た

。

あ
わ
せ
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
も

の

で

あ

る

。


